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巻頭図版1

調査地 遠景 対岸奥志賀スーパー林道 より1999.8.27

鳴沢頭1遺 跡 土坑並列 状態(西 か ら)

(人が入っているのが土坑)
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一 饗一.『.罪.'

鳴沢頭1遺 跡

一 輝鑑轟貴雪一心槻雌 価瓢

SK28(北 か ら)

休 場 遺 跡 調 査 風 景(南 か ら)
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鳴 沢 頭II遺 跡 調 査 風 景

鳴沢頭II遺 跡 出土土器 ・石・器



巻頭図版4

カササ ギ野池遺跡 出土土・器 ・石器

下境大原遺跡 出土土器 ・石器



序

飯山市教育委員会

教育長 岩 崎 彌

飯山市は、長野県の北端に位置 し、市の中央 を千 曲川がゆ った りと流れてい

ます。 この千 曲川によって形成 された肥沃な平地 を中心 として発展 して きた飯

山は奥信濃の産業 ・経済の中心地であ り、古 くは上杉謙信方に属 し、信濃の北

の要衝 としての役割 を果 たしてきました。

また、この地域 は、原始～古代 、中世 にいたる埋蔵文化財 の宝庫であ り、特

に飯 山市 には原始～古代 の遺跡が 多いことで も知 られています。 これまでに、

埋蔵文化財包蔵地 として400を 超える遺跡が確認 されてお り、最近 の開発 ラッ

シュにより、多 くの遺跡の発掘調査が実施 され、後世 に伝 えるための記録 とし

ての報告書 もその都度発刊 しています。

今 回の発掘調査 は、国営飯山農地開発事業 の一環 として施工 された二工 区の

農地造成工事 に伴 うもので、関田山麓の千曲川左岸 の山地段 丘に広大な優良農

地 を開拓 しようとする事業に より失われる埋蔵文化財 を記録 として保存す るた

め、事前に緊急発掘調査 を実施 した もので、昨年度 に引 き続 き行 われ ました。

本調査 によって、縄文 、平安の各期にわた る遺構 ・遺物が多数出土 しました。

特に約1万 年以上 前 とい う飯山市最古の、また県内で も極めてめず らしい縄文

時代草創期の土器の出土がみ られた点は、当時の奥信濃文化 を知 るうえで大 き

な手 がか りとな りました。

飯 山市教育委員会 は、この貴重な文化財 を大切 に し、永 く後世 に遺 していき

たい と考 えています。

この報告書が学術報告書 として活用 され るとともに、市民の方々に広 く親 し

まれ、飯山市の埋蔵文化財に対す る関心 と愛着の念が.__.層深め られるよ う念願

いた します。

最後 にな りましたが、この緊急発掘調査に協力 して くださった関東農政局飯

山開拓建 設事業所及び地元関係者な ど多くの市民の方々の御厚意に対 し心 か ら

御礼 申 し上 げるとともに、調査にあた り御指導 をいただいた文化庁、長野県文

化課 をは じめ関係各位に厚 く御礼申 し上 げます。



例 目

いいやま いちやま なるさわがしら てるおか

1本 書は、長野県飯 山市大字一一山字 鳴沢頭3585-2ほ かに所在す る鳴沢頭1遺 跡 、同大字照 岡字鳴沢頭976
なるさわがしら の いけ

一11Bほ か に所在す る鳴沢頭II遺 跡 、同大字照岡字大 谷地1001-3ほ かに所在するカササ ギ野池遺跡 、同大
やすみば しもざかいおおはら

字照岡字長塚984一工ほかに所在する休場遺跡、同大字一山字引桜3611一イ(B)ほ かに所在する下境大原

遺跡の緊急発掘調査報告書である。

2本 書で報告する遺跡は、縄文時代草創期か ら前期、および平安時代の遺跡である。

3調 査は国営飯山農地開発事業に伴 うもので、関東農政局飯山開拓事業所 より依頼を受けた飯山市教育

委員会が国庫補助 を受けて実施 したものである。調査費の割合は、関東農政局飯山開拓事業所委託金91

%、 文化財保護行政側負担金9%(国 庫補助金50%・ 県補助金15%・ 市負担金35%)で ある。

4発 掘調査は飯山市教育委員会が下記に掲げる調査会を設立し、調査団を組織 して実施 した。

飯山市遺跡調査会(平 成3年度)

問
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委
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福沢 裕文
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渡 辺 博

望月 静雄

樋山二二子

市 長

市教育委員会委員長

市社会教育委貝長

市文化財保'護審議会会長

市議会総務文教委貝長

市公民館長

日本考古学協会会員

市教育委員会委員長:職務代理(平 成3年10月7日 退任)

市教育委員会委員長職務代理(平 成3年10月8日:就任)

市教育委員会教育長

市教育委員会教育次長

市教育委員会社会教育係長

市教育委員会社会教育係

団

長

当

員

査

査

調

団

担

調

高 橋 桂 飯山北高等学校教諭

望月 静雄

常盤井智行

田村 況城

桃井伊都子

中島 英子(整 理)

作 業参加者(順 不同)

米持 元志 ・村 山亨 ・樋 口幸正 ・樋 口栄 ・高橋 ちよゑ ・米持なつ ゐ ・斉藤小雪 ・斉 藤セツ子 ・村 山 くま ・

江 口武雄 ・江口正二(以 上温井)市 村重子 ・宮沢志づ江(以 上上境)渡 辺貞子 ・渡辺節子(以 上桑名

川)山 崎 満枝(大 深)高 橋 陸子(今 井)樋 口巌 ・上原みつ枝(戸 狩)



整理参加者(調 査員等除 く)

小林みさを(柏 尾)北 山けさえ(市 ノロ)樋 山二二子(戸 狩)

5発 掘調査は調査員常盤井 ・田村 ・桃井が中心 となって行った。

本書の執筆は分担して行い、高橋団長が統括した。文責は目次に明記した。

6発 掘調査か ら本書の作成に至 るまで下記の諸氏 ・諸機関か らご指導 ・ご協力を得た。記 して感謝申し

上げる。(順 不同 ・敬称略)

永峯光一 ・谷口康浩 ・粕谷崇(國 學院大學)児 玉卓文 ・小池幸夫(県 文化課)広 瀬昭弘 ・黒岩隆

(県埋蔵文化財センター)早 津賢二(妙 高火山研究所)中 島庄一(中 野市教育委員会)パ リノ ・

サーヴェイ 吉川建設 飯山陸送 広田建設 農用地建設協業組合 大島重機 岡山地区区長会 温井

老人クラブ 関東農政局飯山開拓事業所 市農地開発室 市岡山出張所
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挿 図中に示す方位 は磁北 である。

遺物実測 図は、縄文土器 は%、 土師器%、 石 器%を 原則 としている。

土・器断面 に四角 の表示が あるものは繊維土器で ある。

石器 のスク リー ン トー ン部 は磨 面 を示す。

各編 の遺物の項の参考 ・引用文献は第6編 の あ とに まとめた。
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第1章 調 査 経 過

1調 査 に至 る経過

農林省関東農政局 が進め る 『国営飯山地 区農地開発事業』は、昭和58年 よ り10年 の計画 で進め られ てい

る。そ して、それに伴 う埋蔵文化財の発掘調査 は6か 所が該当 し、平成2年 度 よ り開始 された。 この こ と

の経緯につ いては 、 『国営農地開発関係 遺跡発掘調査報告1』(飯 山市教育委員会1991)で 詳細 に触れて

いるので省略す る。以下 に、平成3年 度の経過 につ いて触れ る。

平成3年 度 は、鳴沢頭 ・カササ ギ野池 ・休場 ・大原の4か 所 の埋蔵文化財包蔵地 が対象 となった。 この

うちカササ ギ野池 ・休場 の両遺跡 については、従来 よ り範囲が不 明確 であった。 また、農地開発地域 の端

部 にあた り、開発区域 の変動 も加 わって遺跡の範 囲に開発が及ぶ のであるか どうかはっ きりしな いのが実

情であ った。 このため、平成2年8月30日 の県文化課 ・関東農政局 との現地協議 においても事 前の試掘調

査の必要性が話合 われた。 しか しなが ら、山林 の伐採については発掘調査及び工事施工直前に実施 す る予

定 であ り、2年 度においての試掘 は

不可能である との結論 となった。 そ

のため、前記二遺跡については試掘

程度の調査 を実施す ることとし、他

の二遺跡につ いては対 象地 を全面調

査す ることとした。なお、工事 は土

盛す る区域 と削平す る区域 とがほぼ

明確 に設計 されて いたが、盛土す る

区域 において も表土の移動 が行 われ

る との ことであ り、包含層 が失 われ

る危険があったために工事 区域 の全

面 を対象 とす るこ ととした。

なお、本 開拓事業は9%の 農家負

担が あるため に、発掘事業 にお いて

も91%の 国庫委託金のほか 、9%を

国庫補助事業 として実施 した。

発掘事務 の実際については、平成

3年5月 より着手 した。関東農政局

飯 山開拓事業所 と協議 を進め 、調査

日程 等の細部 について検討 し、6月

1日 付けで調査委託契約書 を取 り交

わ した。 また、57条 ・98条 による発

掘通知 ・調査 団委嘱な どの事務処 理

を進め るとともに、国庫補助金 申請

書について も6月1日 付け で提出 し

た。 図1 国営農地開発事業計画平面図1:50000〈 関東農政局資料〉
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2調 査 と整 理

A発 掘 調 査

今 回対象 となった遺跡 は、鳴沢頭1・II遺 跡 ・カササ ギ野池遺跡 ・休場遺跡 ・下境大原遺跡 である。発

掘総 面積5,600m2、 調査期 間は6月 中旬 か ら9月 中旬 の約4か 月間 を予定 した。そ して縄文時代草創期 の

遺物の発見等 多 くの成果 をもって発掘調査 を終 了 した。以下発掘調査の概要 を示す。

鳴沢頭1遺 跡

所 在 地 飯 山市大字一 山字鳴沢頭3585-2ほ か

調査期 日1991(平 成3)年6月17日 ～7月8日 、8月12日 ～9月17日

調査面積3,300㎡

調査結果 縄文時代:お とし穴 ・斜め ピッ ト、早期 ・前期 の土器、石鍛 ・石匙 ・凹石 ・磨石 等の石器

鳴沢頭II遺 跡

所 在 地 飯山市大字照 岡字鳴沢頭976-11Bほ か

調査期 日1991(平 成3)年8月2日 ～9日

調査面積300m2

調査結果 縄文 時代:草 創期 多縄文系土器、早期 ・前期 の土器、石斧 ・石匙 ・磨石 ・凹石 ・石 皿等の石器

カササ ギ野池遺跡

所 在 地 飯山市大字照 岡字大谷地1001-3ほ か

調査期 日1991(平 成3)年7月8日 ～8月1日

調査面積700㎡

調査結果 縄文 時代:前 期 土器 だま り、爪形文土器 、前期 土器 、有舌尖頭器 、石斧 ・石匙 ・凹石 ・石皿

等の石器 平安時代:土 罫
ti

休場遺 跡

所 在 地 飯山市大字照岡字長塚984一 工 ほか

調査期 日1991(平 成3)年7月26日 ～31日

調査面積300mz

調査結果 縄文時代:お とし穴 、早期 ・前期 の土器、磨石 ・剥片

下境大原遺跡

所在地地 飯 山市大字一 山字引桜3611一 イ(B)ほ か

調査期 日1991(平 成3)年9月10日 ～10月2日

調査面積1,000m2

調査結果 縄文時代:お とし穴等土坑 、表裏縄文土・器 ・早期土器、草 創期?の 円形掻器等の石器群

B整 理 作 業 と報 告 書 の作 成

整理作業 は10月 よ り旧第三 中学校寄宿舎で行 った。整理手順 は遺物洗浄 ・図面整理 ・遺物ネー ミング ・
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接合 ・実測 ・トレース ・写真撮影であ るが、洗浄 ・ネー ミング ・接合 につ いては主 として作業員 の方々に

おねが い した。

本書 の作成については、遺物の接合 ・復 元は主 として 田村があた り、実測 ・拓本 ・トレー スにつ いては

主 として中島 ・桃井が担 当 した。遺構 図の作成 は主 として常 盤井 があた り写真撮影は田村が担当 した。

本書 の編集は高橋 団長指導の も と常 盤井 が行 い調査員全員 が協 力 した。執筆分 担につ いては目次 に掲げ

た。

C発 掘調査 日誌抄

1991(平 成3)年 鳴沢頭1・II遺 跡 ・カササギ野遺跡 ・休 場遺 跡・下境大原遺跡

5月15日(水)各 遺跡調査 の 日程 ・地 点確認等について調査 団 と市農林課 による打 ち合わせ 。鳴沢頭1

遺跡 の発掘開始予定は6月 中旬。

5月23日(木)関 東農政局 岡山農地開発担 当者 と発掘打 ち合 わせ ・現地協議。鳴沢頭 にて工事用道路工

事 が開始 されていたが中断 し道路部分 も含めての発掘 を行 うこ ととす る。遺跡対象地 の礫率調査 につ いて

は、鳴沢頭IIは 発掘終了後 とし、休場 ・カササ ギ野池は発掘に先行 して行 い、立 ち合 い調査 をす るこ とと

す る。

6月3日(月)～6月11日(火)コ ンテナハウス設置場所の下見、発掘器材の点検 、作業員 の募集等の発

掘準備 を行 う。

6月7日(金)休 場 ・カササ ギ野池遺跡、農政局 による礫率調査 の立 ち合い。いずれ の個所 も遺構 ・遺

物 は検出 されず。

6月10日(月)鳴 沢頭 にコンテナハ ウス設置。農政局 と表土 の排土置 き場 につ いての打 ち合 わせ 。

6月11日(火)鳴 沢頭1、 重機 による表土除去 を行 う(～13日)。 ハ ウス近 くの道路部分 を重機 によって

試掘す るが遺構 ・遺物 は検 出されず。

6月12日(水)器 材搬入。

6月13日(木)鳴 沢頭1、 調査地の地 区割 り杭 打 ち(～14日)、 便宜的に地区内上段をA地 区、下段 をB地

区 と呼び分け ることにす る。

6月17日(月)遺 跡発掘調 査開始式 を現地 で行 う。引 き続 き便所設置 ・テン ト設営 ・ジ ョレンがけ精査

等の作業 を開始。

6月18日(火)C～F-6～17区

ジ ョレンがけ精査。

6月19日(水)同 上区ジ ョレンが

け精査続行 。

6月20日(木)雨 のため現地作業

中止。地元向けの発掘だ より 『か わ

ら版 岡山』No.8を 発行 。発掘関係者

・見学者に配布。

6月21日(金)同 上 区ジ ョレンが

け精査 を続行。

6月24日(月)C～F-9～17区

ジョレンがけ精査 ・遺 構掘 り下げ。

斜 め穴 ピッ ト数か所。D-10区 ロー 土坑の掘 り下げ 鳴沢頭1
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ムマウン ドよ り土器出土 。鳴沢頭II農 政 局に よる礫率調 査の立 ち合い。

6月25日(火)～26日(水)雨 のため現地 作業中止。

6月27日(木)～7月1日(月)C～F-14～17区 ジ ョレンがけ精査 、遺構掘 り下げ等続行。C-15区 で

押型文土器 出土。SK1～9、 落 とし穴か。

7月2日(火)北 部下段B地 区ジ ョレンがけ精査=開始。縄文前期の土器少量 出土。

7月3日(水)C～F-6～17区 全体写真撮影。B地 区ジ ョレンがけ精査。石匙出土。今後 の発掘 日程

について関東農政局 と現地協議 。鳴沢頭 を一時 中断 して カササ ギ野池 ・休場 の調査 を先行す る こ ととす る

(7月 末をめ どに)。

7月4日(木)～5日(金)B地 区お よび、A地 区G～K-13～16区 ジ ョレンがけ精査。C～F-5～11

平板 測量(～8日)。B地 区 よ り黒耀 石製の石1/出 土。

7月8日(月)鳴 沢頭1か らカササ ギ野池ヘ テン ト・発掘器材 を移動 し、調査 開始。

7月9日(火)～11日(木)調 査地の地区割 り杭打 ち。東部 ・北部 ジ ョレンがけ精査 、黄色粘 質土層断 ち

割 り精査 。北部黄色土層中 より石斧他出土。東部 ・北部全体 写真撮影 、平板測量。西部 よ り縄 文土器、石

器、平安 土器等出土 のため重機 によ

る拡張 を行 う。

7月12日(金)雨 のため現地作業

中止。

7月15日(月)西 拡 張部 ジ ョレン

がけ精査 、黒色土下面か ら平安 時代

の土器片が 出土。大応寺住職他1名

見学。

7月16日(火)雨 のため現地作業

中止。

7月17日(水)～19日(金)開 発境

界杭 よ り基準杭 の座標 を出す。西部

平安土器分布状態の写真撮影、平板

測量。西部 ジョレンが け精査。新 た

に鍛2点 等 出土。関東農政局1名 見

学(17日)。

7月22日(月)雨 のため現地作業

中止。

7月23日(火)～25日(木)平 安 土

器分布 の平板測量続行 。西部 ジ ョレ

ンがけ精査 、黄色粘質土層 断ち割 り

による精査 、遺物検 出なし。SK1

土 坑 実 測 鳴沢頭1

土器群検出、適宜写真撮影、実測等

を行 う。 『か わ ら版 岡 山 』No.9発 行

(2糠

6日(金)西 部平板測量、遺

物取 り上 げ。休場拡張部 ジョレンが 土坑半割調査 鳴沢頭1
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け精査開始。

7月29日(月)～31日(水)工 事現場の重機 によ りカササ ギ野池西部 、暗黄灰色土 を黄色粘 質土層 まで除

去 し引き続 き断ち割 り調査 を行 う。休場 ジ ョレンがけ精査、遺構掘 り下 げ、道路部地層確認 のための重機

に よる表土除去 、西側黄色土断 ち割 り精査 、平板測量、全体写真撮影 を経 て現地調査 を終 了す る。鳴沢頭

1のB地 区、重機に よる調 査地拡 張。

8月1日(木)カ ササ ギ野池黄色粘質土面の平板 測量終 了によ り現地調査 を完了、テン ト・器 材等 を移

動す る。鳴沢頭1のA地 区、重機 による調査地拡 張、B地 区ジ ョレンがけ精査再開。

8月2日(金)～5日(月)鳴 沢頭IIジ ョレンがけ精査南部 よ り開始。黄色粘質土直上 ～10cmよ り縄文早

期 と思われ る土器 と石器 が検 出 され る。

8月6日(火)調 査地 の地 区割 り杭 打 ち。南部全体写真撮影。北部 ジ ョレンがけ精査へ と移行 。

8月8日(木)午 前雨のため現地作業中止。午後 よ り北部 ジ ョレンがけ続行 、遺物出土少 ない。南部平

板測量 に とりかかる。関東農政局2名 見学。

8月9日(金)東 部一部拡張、頁岩製石匙 出土。北部黄色土断 ち割 りによる地層観察。北部全体写真撮

影後 、遺物 を取 り上 げ、現地調査 を終了す る。

8月12日(月)鳴 沢頭1、B地 区に もど り重機拡 張部 のジ ョレンがけ精査 をすすめ る。盆休み に向けて

発掘器材 を洗い収納整理す る。PM4:30～ コンテナハ ウスにて中間反省会。

8月13日(火)～18日(日)盆:休 み。

8月19日(月)～20日(火)鳴 沢頭1、A・B両 地 区道路部分の断 ち割 り調査、写真撮影。B地 区重機拡

張部のジ ョレンがけ精査 、調査地 の地区割 り杭打 ち。 『かわ ら版 岡山』No .10発行(20日)。

8月21日(水)B地 区拡 張部 のジ ョレンがけ精査続行 。A・B地 区道路部の平板測量。

調 査 参 加 者
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8月22日(木)～26日(月)B地 区ジ ョレ ンがけ精査、遺構掘 り下 げ、東側断 ち割 り調査等終 了によ り全

体 写真撮影 、遺物取 り上 げ。並行 してA地 区重機拡張部 ジ ョレンがけ精査 を開始す る。近世 陶磁 、鉄釘 出

土。

8月27日(火)G～1-14～17区 ジョレンがけ精査続行。お とし穴 を含む遺構数基。千 曲川対岸 のスー

パー林 道 より遺跡遠景写真撮影。

8月28日(水)1～L-14～17区 ジ ョレンがけ精査 、遺構掘 り下げ、落 とし穴半割調査 続行。農政局 ・

吉川建 設 と現地協議。下境大原遺跡の表土除去 は9月2日 か らとす る。鳴沢頭発掘調査地 区割 り基準杭 の

座標の測定 を吉 川建設 に依頼する。

8月29日(木)同 上 区ジ ョレンが け精査及遺構掘 り下 げ等続行 。午後 雨のため現地作業 中止。

8月30日(金)～9月3日(火)H～M区 遺;構掘 り下げ、落 とし穴の半割調査続行 。M～R区 ジ ョレンが

け精査へ とすすむ。石斧等数点出土 。下境大原遺跡重機 による表土除去(2日)。

9月4日(水)～6日(木)O～T-10～16区 遺構掘 り下 げ、落 とし穴半割調査続行 。G～N-14～17区

完掘全体写真撮影。農用地建設協業組合根岸氏来訪、鳴沢頭東道路 の工事 が来週 よ り始 まる との連絡 を受

け る。

9月9日(月)O～T-10～15区 遺構掘 り下 げ、落 とし穴半割調査続行 。道路部分 の杭 抜 き。PM3:30

～市役所 にて調査会 。

9月10日(火)O～T-10～15区 ・T～W-14～17区 遺構掘 り下 げ完了による全体 写真 撮影。鳴沢頭1

か ら下境大 原ヘ テン ト・発掘器材 を移動 しジ ョレンがけ精査 を開始す る。

9月11日(水)鳴 沢頭1平 板測量。下境 大原調査地の地区割 り杭打 ち、ジ ョレンがけ精 査、縄文土器 、

石器出土 し始め る。

9月12日(木)ジ ョレンがけ精査続行 。

9月13日(金)台 風 による雨のため現地作業 中止。

9月17日(火)鳴 沢頭1平 板 測量終 了をもって現地作業 を完了す る。下境大原 ジ ョレンがけ精査続行 、

遺構数 ヶ所。C-4～6区 で縄文草創期 と推定 される石器群 が出土す る。関東農政局1名 見学。

9月18日(水)1～8区 ジョレンがけ精査 、遺構掘 り下げへ 。午後雨のため現地作業 中止。 『かわ ら版

ジョレンがけ精査

休 場 遺 跡

この頃が一番暑かった
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岡山 』No.ll発 行 。

9月19日(木)台 風に よる雨のため現地作業中止。

9月20日(金)1～8区 遺構掘 り下 げ続行 、大方は落 とし穴。SK2か ら磨 り石 と貝殼腹縁文土器出土。

長野県埋蔵文化財セ ンター広瀬 氏視察。.

9月21日(土)～24日(火)1～9区 落 とし穴半割 、土層 図、写真、完掘 の手順 で掘 り下げ る。

9月25日(水)1～9区 完掘全景写真撮影。10～13区 ジ ョレンがけ精査 、遺:構掘 り下げへ 。

9月26日(木)午 前台風に よる雨のため現地作業 中止。午後12～15区 ジ ョレンがけ精査 。

9月27日(金)～30日(月)12～15区 遺構掘 り下 げ。1～10区 平板測量。4～7区 内旧石器 の有 無確 認の

ため黄色粘質土層の断 ち割 り開始。PM4:00～ 温井地 区公民館 にて調査終了式 を行 う(27日)。

10月1日(火)雨 のため現地作業 中止。

10月2日(水)雨 の中遺構掘 り下げ、断ち割 り調査 、平板測量、全景写真撮影等の作業 に併行 して発掘

器材 の撤収 を行いすべ ての現地作業 を終了す る。 『か わ ら版 岡山』No.12発行 。

●

地元向け発掘だより 「かわら版岡山」
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第2章 遺跡群の位置と環境

1遺 跡の地理的位置と自然環境

この項は 「報文1」 に詳説 してい るので、ここではそれに従 って簡単に記すこ ととす る。
いちやま せき だ

遺跡は長野県飯山市大字一山に所在する。飯山市北部にあって新潟県 との境 を画する関田山脈は、標高

約1000m程 の低山脈である。この山脈の東側には比較的緩やかな斜面が発達し、その麓に広大な段丘面を
おかやまうわだん

形成 してい る。この段 丘面は 「岡山上段 」 と通称 される。 岡山上段 は標高約500m、 東端は比高約200m

の急崖 をもって千 曲川に接 している。かつて この段 丘面は一連の地形面 であったが、東流 して千 曲川に注

ぐ河 川に よって浸食 され、急竣 な谷 でい くつかに分 断されてい る。
ぬく い

遺跡群 は この一番南の段 丘面にあって、ここは温井 台地 と通称 されている。温井 台地は以北の他 の段丘

面 とちが って、小 丘や小谷が複雑 に入 りくんだ起伏 のはげ しい地 形 を呈 している。これ らの小 谷にはたい

がい湧水が あって、遺跡 はこの湧水 のそばに点々 と散在 している。
いちかわだに

温井台地は交通の要衝である。千曲川に沿って新潟県十 日町方面へ通ずる道は市川谷道 と呼ばれており、
たにかい どう と がり

当地方の幹 線道路である。市川谷道は、県道谷街道(現 国道117号 線)の 開通(明 治24年)以 前は、戸狩 か ら
せき だ いた くらくわ な がわ

温井 を通 って桑名川へ ぬけていた。 またこの市川谷道か ら分かれて関田峠(1111m)を 越 え新潟県板 倉へ通

じる道があ る。この道は上杉謙信が信 濃へ の軍用路 として開いた もの といわれ 、信越 を結ぶ重要 な道路で

ある。

当地の気候は 日本海型で、全 国一の 多雪地帯 として有名である。温井の積雪 は少ない年 でも2m以 上 に

な り、多い年は5～6mに 達す る。 この雪は先 に述べ た豊富な湧水の重要 な資源であ る。

夏は飯 山盆:地に比べ る と2～3℃ 程気温が低 く、す ごしやす い。 しか し水稲 には さしつか えが ない・
なべくら

関田山脈第2の 高峰鍋 倉山(1288m)は 、全国で も数少ないブナ の原生林地 である。中には胸高幹囲584

cmの 「森太郎」や 「コブブナ」 な どと愛称 されている巨木がある。春 の芽吹 き時季は新緑が素晴 らしい。

参考引用文献

『国営飯 山農地開発関係遺跡発掘調査報告』1飯 山市教育委員会1991

『飯山市誌』 自然i環境編1991

2遺 跡群の歴史的環境

この項 も 「報文1」 に詳 しい。
いちやま

温井台地には湧水に近接 して点々 と遺跡が分布 し 「一 山遺跡群」 を形成 している。 これ らの遺跡の 多 く
ほうじょうこうさく

は地元温井の北条幸作氏が発見されたものである。

遺跡群の遺跡の主体的な年代は旧石器 ・縄文 ・平安 ・中世であ り、この時代以外の遺跡は少ない。
しんつつみ いけみなみ

温井の台地は旧石器時代遺跡の宝庫である。昨年の発掘調査で、新堤遺跡で2か 所、 トトノ池南遺跡で

5か 所の石器群が検出されている。いずれもナイフ形石器を主体 とする。両遺跡 ともに当初予想 しなかっ

た所か らの出土である。温井台地 を初め岡山上段地域には相当数の旧石器時代遺跡があったにちがいない。

オ リハンザからは尖頭器 ・細石器が採集されている。

縄文時代草創期の遺跡が今回の調査で検出された。カササギ野池遺跡では有舌尖頭器と爪形文土器が出

土した。爪形文土器については草創期に遡ぼらせて良いものか疑問視する意見もある。鳴沢頭II遺 跡では
むろや

新潟県室谷洞穴出土土器に類似 した回転縄文土器が出土している。下境大原遺跡では表裏縄文土器が出土
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1鳴 沢頭1

図2遺 跡 の 位 置1:50000

2'鳴 沢頭II3カ サ サ ギ 野 池4休 場 5下 境大原
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図3発 掘調査地周辺の地形1:10000 新堤遺跡は1990年 発掘.他 は1991年 発掘

している。これらはいずれも出土数が少ない。しかし、岡山上段は飯山で最も早 く縄文文化 を受け入れた

ことを示す重要な資料である。

縄文時代早期の遺跡 も昨年 と今年の調査で数を増 した。 トトノ池南遺跡では押型文土器が当地では珍ら

しくまとまって出土している。撚糸文土器 も少量ある。新堤遺跡では押型文土・器が数点と貝殼腹縁文土器

が出土している。今回の調査でも鳴沢頭1、 鳴沢頭II、 下境大原で押型文、貝殻腹縁文土器 ・条痕文土器

などが出土 している。これ らはいずれも出土量は少ない。
むこうはら

縄文時代前期は鳴沢頭 ・向原 ・新堤 ・トトノ池南 などがあ る。これ ら前期 の遺跡 も遺物量が少な く大規

模 なものではない。
しもたか い の ざわおんせん ひらばやし

縄文時代中期の遺跡 として対岸の下高井郡野沢温泉村平林A遺 跡がある。中期後半の土器 ・土隅 ・石皿

など豊富な遺物が出土 している。作業員渡辺節子氏が同家の畑で採集した土器(図5右)は 中期中葉のも
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図4周 辺 の 遺 跡

1田:茂 木 平(縄 ・弥)2温 井 城3オ リハ ンザ(旧 ・縄)4水 の 沢(旧 ・縄)5長 者 清 水(平 ・中)

6藤 屋 の堤(縄)7雨 池(縄)8カ サ サ ギ 野池(縄 ・平)9休 場(縄)10カ ツ ボ 池 上(平)11鳴 沢 頭(縄 ・平)

ロ

12新 堤(旧 ・縄 ・平)13下 境 大 原(縄)14カ ツ ボ 池(縄 ・平)15下 境(平)16中 塚 谷地(旧 ・平)

17上 境(旧)18温 井(仮 称 、旧)19ト トノ池(先 ・平)20ト トノ池 南(旧 ・縄 ・平)21西 外 峰(旧 ・縄)

し

22中 外(旧 ・縄)23上 境 城24雨 池 グ ラ ン ド(旧)25平 林A(縄)26平 林B(平)27虫 生(旧)

28渡 辺 氏 遺 物 採 集 地(縄)
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図5ヤ ス ミバ出土遺物

桑名川渡辺節子氏採集品

ので、新潟県 に類例が ある。磨製石斧は いず

れ も優 品で、小型 の4は ヒスイ製品か もしれ

な い。 この採集地点は藤屋 の堤か ら温井桑名

川線 を少 し下 った所の 平 坦 地 で、 古 くか ら

「ヤス ミバ 」と呼ばれている。

縄文 時代後 期 の遺跡 として新 堤 ・鳴 沢頭

がある。 いずれ も少量の土器が検 出されてい

る。

弥生時代 ・古墳時代の遺跡は今 の ところ岡山上段 では確 認されていない。

平安時代 の遺跡 として長者 清水 ・トトノ池南が ある。土師器 ・黒色土器 ・灰粕 陶器 の椀皿類 、土師・器甕、

須恵器大甕 ・四耳壺 など出土 している。墨書土器 ・転用硯 もある。平野部 の遺跡の出土品 と変化はない。

平安 時代 の農村開発が 山間地 まで及んだ ことを示 してい る。

中世以 降、当地 は交通の要衝 になる。長者清水遺跡は濠 を 「コ」の字形 にめ ぐらす 中世の館 跡で、谷街

道に接 している。珠洲焼 などが出土 してい る。温井城は関田峠へ通ず る道の南の尾根線上にあ り、道か ら

堀切 りな どが よ く見 える。上境城 は上境渡船場 を眼下に見おろす丘頂にある。

参考引用文献

『岡山村誌』飯山市公民館岡山支館1961

北条幸作 『考古学上か ら見たわが郷土』岡山公民館1954

r国営飯山農地開発関係遺跡発掘調査報告』1飯 山市教育委員会1991
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安山岩A

ノ

安 山 岩B・

安 山 岩C・ 安山岩D

'

安 山 岩E 非 安山=岩

図6"新 堤 遺跡 出 土 旧石 器 『14凶
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図8新 堤 遺 跡 出土 縄 文 土 器112
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図9新 堤 遺 跡 出 土 縄 文 土 器212
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図10i新 堤遺跡出土縄文時代の石器1'2
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図11ト トノ池 南 遺 跡 出土 縄 文 土 器112
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図12ト トノ池南遺跡出土縄文土器212

●
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図13ト トノ池 南 遺 跡 出土 縄 文 時 代 の 石 器1～41:1.55～91:4(ア ミ目は磨 部)
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第1章 遺跡の概要

1遺 跡の概要

なるさわかしら

鳴沢頭遺跡は下境地籍 と桑名川地籍 を分 け る鳴沢 の沢奥 にあって、沢 の両岸に広がる遺跡 とされている。

この遺跡 はかつて桑名 川の医師渡辺喜 平次氏が当地 を歩かれて採 集 した資料 を、藤森栄一 氏が 「信濃下

水内郡 鳴沢頭 の土器及び石鋸」 と題 して 『史前学雑誌』 に紹介 している。 その後温井 の北条幸作 氏 も多 く

の資料 を採集 している。採集 品は、縄文時代早期押 型文土器、前期後半 の南大原式 ・下 島式土器 、中期勝

坂式、後期加 曽利E式 ・掘 ノ内式、石錺i・石匙 ・磨製石斧 、土師器 ・須 恵器などがあ り、温井 台地 を代表

す る遺跡 と考 え られていた。

遺跡の中心 は北条氏の 『考古学上か ら見たわが郷土』23ペ ー ジの図に よれば、鳴沢の南岸(下 境側)で 、

新堤 と中堤 の間の畑地 とされている。

今 回の調査地 は鳴沢の両岸2地 点である。前述 した ように鳴沢頭 遺跡 は両岸にかけて広が るので当初 同

じ遺跡 として扱 お うと考 えた。 しか し、発掘の結果 、両岸 の遺跡の様相が異 なっているので、別遺跡 とし、

西南岸(下 境側)を 鳴沢頭1、 東北岸 を鳴沢頭II遺 跡 とした。

2調 査方法

(1)調 査地 点

鳴沢頭1遺 跡の調査対象地は、下境新堤 の東の山林 お よび畑地であ る。南東に小 丘があって、小丘か ら

北東 に緩やか に傾斜す る。斜面は途 中で段 をもち、上 下2か 所のテ ラス面 をなす。調査地点 は小丘 の囲 り

の第1の テラス面 と、その下のテ ラス面に分かれ、上段 の調査地 をA地 区、下段 の調査地 をB地 区 とした。

A地 区は遺構 ・遺物 ともに散在的である。遺構は動物 の落 とし穴 と考 え られている方形土坑が19基 、斜

め ピッ ト17基 などがある。遺物は縄文 時代早期か ら前期 の土器 ・石器 が少量 ある。

B地 区は動物の落 とし穴 と考 えられている方形土坑が3基 、焼土3か 所 、縄文時代早 ・前期 の土器がある。

前期 の土器 は比較的 まとまって出土 しているが、住居跡等か らの出土 とす るには根拠が とぼ しい。

(2)調 査区の設定

調査 区内の地区割 りにつ いては、5mの グリッ ト法 とし、表土除去後 に、調査 区に合 わせ て任意 に基準

線 を設定 し、それ を基準 に5m方 眼 を組み、南西か ら1・2・3… …、北東か らA・B・C… …… と呼称
　 ユ　

し た 。 設 定 の 後 、 基 準 と な る杭 を 決 め 、5工 区 農 地 開 発 工 事 用 メ ッ シ ュ の 座 標 を 測 定 し て い た だ い た 。 そ

の 数 値 は 以 下 の とお りで あ る 。

基 準113,i4区 間 ラ イ ン とCD区 間 ラ イ ン との 交 点

11-1-7.750-51一 ←14.215

基 準224,25区 間 ラ イ ン とCD区 間 ラ イ ン と の 交 点

10十8.505一 一54十5.557

基 準315,16区 間 ラ イ ン とOP区 間 ラ イ ン と の 交 点

14十 〇.364-53十4.590

レベ ル は 工 事 用 ベ ン チ マ ー ク交 点1(L=478.835m)を 基 準 と し た 。

注1座 標 の 測 定 は㈱ 吉 川 建 設 平 田 氏 に行 っ て い た だ い た 。
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図1調 査 地 周 辺 地 形1:1000
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(3)調 査方法

調査方法 は、樹木の伐採 の後、 まず重機 によって表土(耕 作土)を 除去 した。表土 除去 にあた っては地

下 の遺構 をいため ない ように大木の株 は残す よ うに した。 また、あ らか じめい くつか の地点 で重機 に よる

試掘 を行 い、遺構 の遺存す る可能性 が高 い所 を重点的に拡張 して調査す ることとした。所 によっては表土

だけでな く黒色土 も土・器出土面 まで重機 で除去 した。表土除去 の後 、ジ ョレン ・移植 ゴテ等で慎重 に遺構

・遺物の検 出 を行 い、黄色粘質土面 まで掘 り下 げた。 そして部分的 に黄色粘質土 に幅1.Om深 さO.3～0,5

mの 試掘坑 を掘 り旧石器の有無 を確 かめ た。

遺物の とり上 げは、原則 として1点 づっ 、グ リッ ト毎あ るいは遺構毎に番号 をつけて、地点 と高 さを測

って とり上 げた。写真撮影は 白黒 とカラー スライ ドを35mmフ ィルム で適宜撮影 した。遺跡遠景は、天候 の

良い 日をね らって対岸 奥志賀スーパ,__._林道か ら何度か撮 影 した。

遺構全体 図は60分 の1な いし40分 の1平 板 図を作成、個 々の遺構 については20分 の1実 測図 を適宜作成

した。

3層 序(図4)

調査 区内の層序 は基本的 に上層か ら灰褐色土(表 土 ・耕作土)・ 黒色土 ・漸移層 ・黄色粘質土(地 山)

である。 ただ し稜線部 は表土直下が黄色粘質土 であ る。表土か ら黄色粘 質土 までの厚 さは、谷状部 で約1.2

m、 稜線部で0.2～0.3mで あ る。谷状部 では黒色土が約0.5mの 厚 さであ り、中間にやや赤 味 をお びた厚

さ約0.1～0.2mの 黒色土が あ り、 この土 は『ロームマ ウン ドに もレンズ状に堆積 してい る。 また黒色土層 中

にはか た く締 まった層が部分的 に認め られ 、ある時期 の生活面 であったこ とが わか る。黄色粘質土(地 山)

は、上 の0.2m程 がソフ トで、その下0.2m程 がやや かた く締 まってお り、その下は所 々礫状 となる黄褐

色土である。

B地 点での縄文 時代前期 の土器は、黒色土 の下層か ら漸移層 にかけての層位 で出土 している。
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図2調 査 全 体 図11:400
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図3,調 査 地 全 体 図21:400
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図4土 層 図 1:40
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第2章 遺 構

1土 坑(図5～ 図9)

(1)各 説
　 ユ　

動物のお とし穴 と考 えられてい る方形土坑が22基 、A・B両 地点か ら検 出 されているほかに、数基の人

為的に掘 り込 まれ た と考 え られる土坑があ る。

SKlD16区 にあ る。長径1.1m、 短径0.5mの 隅丸長方形プ ランで、深 さ1.1m。 上端 の壁 はやや摺 り
　 　　

鉢状である。坑底 中央に1か 所小穴が ある。 この小 穴につ いては各地で逆 さ杭 や その痕跡 が確認 されてい

るが、当遺跡 では充分 な断 ち割 り調査 を行 っていないこ ともあって、検 出 されて いない。埋 土は 自然堆積

の様相 を呈 している。 出土遺物 はない。

SK4E15区 にある。長径1.1m、 短径0.5mの 隅丸長方形プ ランで、深 さ1.2m。 壁 は直線 的に落 ち

込 んでい る。坑底 中央 に1か 所小 穴が ある。埋 土は下層が水平堆積 、上層 がレンズ状に堆積 し自然堆積 の

様相であ る。出土遺物はな い。

SK5C17区 にある。長径1.25m、 短径0.6mの 隅丸長方 プランで、深 さ1.1m。 壁は2段 に落 ち込 ん

でお り、断面形は中ぶ くれ してい る。坑底 中央に1か 所小穴が ある。出土遺物は ない。

SKgF14区 にある。長径1.3m、 短径0.8mの 隅丸長方形 プランで当遺跡ではやや大形 の部類である。

深 さ1.3m。 坑底 中央 に1か 所小 穴があ り深 さ0.45mと 当遺跡では深い方 である。断面形 はやや 中ぶ くれ

である。埋 土は レンズ状 に堆積 してお り、 自然堆積 の様相 である。出土遺物 はない。

SKllB地 区E24区 にある。上端 は長径1.2m、 短径0.7mの 楕 円形プ ランであ るが、中段 は長径0.9

m、 短径0.4mの 隅丸長方形プ ランである。深 さ1.3m。 坑底に1か 所小穴が ある。埋土 は一旦 中程 まで

黒色土が堆積 した後 に両側が崩落 して黒色土 と黄色粘 質土混土が端にた まり、さらに中央 に黒色土が堆積

したよ うであ る。出土遺物 はない。

SK13B地 区J26区 にある。長径1.1m、 短径0.5mの 隅丸長方形プ ランで、深 さ1.Om。 坑底 中央に

1か 所小穴が ある。出土遺物はない。

SK14B地 区J25区 にある。長径1.2m、 短径0.6mの 隅丸長方形プランで、深 さ1.1m。 坑底 に1か

所小穴が あるが、他 の土坑例 に比べ てやや大 きい。出土遺物 はない。

SK15114区 にある。北側が2段 に掘 り込 まれている。長径1.1m、 短径0.5mの 隅丸長方形 プランで、

深 さ1.Om。 坑底に1か 所小穴があ るが、他 に比べ て浅 い。埋土は 自然堆積の様相 を呈 している。 出土遺

物はない。

SK17H16区 にある。漏斗状に2段 に掘 り込 まれている。上段 は長径1.2m、 短径0.9mの 楕 円形プ ラ

ンで、下段は長径0.9m、 短径0.5mの 隅丸長方形プ ランである。深 さ1.1m。 下段北壁 には地 山の石 が突

き出ている。坑底に1か 所小穴があ るが、他 と比べ て浅 い。埋土は 自然堆積の様相 を呈 して いる。 出土遺

物はない。

SK18G17区 にあ る。漏斗状に2段 に掘 り込 まれている。上段 は長径1.1m、 短径0.9～1.Omの やや

変形 した隅丸長方形プランで、下段 は長径0.9m、 短径0.5mの 隅丸長方形 プランである。深 さ1.Om。 下

段南壁 には地 山の石 が突 き出てい る。坑底 中央に1か 所小穴が あるが、他 と比べ て浅 い。埋 土は下 層が水

平に近 く堆積 し、上層は中央が深 く凹む。 自然堆積 の様相 を呈 している。 出土遺物 はない。

SK19L14区 にあ る。漏斗状に2段 に掘 り込 まれている。上段 は長径1.1m、 短径0.8mの 楕 円形プラ
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ンで、下段は長径0.9m、 短径0.4mの 長方形 プランであ る。深 さ0.8m。 坑底 中央 に1か 所小穴があるが、

ご く浅 くわずかにへ こんでい る程度 である。埋土は下層が水平 、上層が レンズ状 に堆積 し自然堆積 の様相

を呈 している。出土遺物はない。

SK20L15区 にあ る。長径1.05m、 短径0.5mの 隅丸長方形 プランで、深 さ1.1m。 坑底 中央に1か 所

小穴がある。出土遺物はない。

SK21L17区 にある。長径1.2m、 短径0.6mの 楕 円形 プランで、深 さ1.25m。 坑底 はやや 中央 が狭 い

鼓形 をしている。坑底 中央 に1か 所小 穴があるが、他 と比べ て浅 い。埋 土は 自然堆積の様相 を呈 している。

出土遺物 はない。

SK23K17区 にあ りSK21と 近接 している。漏斗状に2段 に掘 り込 まれている。上段 は直径1.1mの

略 円形プランで、下段 は長径0.8m、 短径0.6mの 隅丸長方形 プランで ある。坑底 中央に1か 所小穴が ある

が、他 と比べ て浅 い。埋土 は 自然堆積 の様相 を呈 してい る。出土遺物は ない。

SK24116区 にある。浅 く広 い大形土坑 と重複 しているよ うな形状であ り、上面輪郭検 出時にはロー

ムマ ウン ドと判断 した。土層観察か ら下段埋 没後 に上段 が埋 没 したこ とが判るが 、異な る土坑 か どうか判

断で きない。注意 され るのは上段最上層に赤味 をおび た黒色土が堆積 しているこ とだ。 この土 は黒色土 の

中間層で、縄文時代 前期 の土器 出土層 よ り約10cm上 の層である。 これ らの土坑 の構築年代 を知 る一つ の手

がか りとな る。土坑は上段 は直径約1.7mの 不整 円形 プランで、下段 は長径0.9m、 短径0.6mの 普通 の隅

丸方形 プランである。下段 は西か ら東へ斜めに掘 り込 まれている。深 さは1.Om。 坑底 中央 に1か 所小穴

があるが、他 と比べ て浅 い。出土遺物 はない。

SK26Q14区 にあ る。漏斗状 に2段 に掘 り込 まれてい る。上段 は長径1.1m、 短径o.8mの 楕 円形プ ラ

ンで、下段は長径0.9m、 短径0.4mの 長方形プランで、几帳面 に四角 く掘 り込 まれてい る。深 さ1.25m。

下段東壁 に横穴がある。坑底 中央 に1か 所小穴があるが、他 と比べて深い。本土坑で注意され るのは下段

中位層か ら植物遺体 らしき繊維質 の炭化物が、約3cm厚 の層 をな して出土 したこ とだ。出土状態 を感覚 で

いえば、ワラや ヨシな どが水平 に折 り重 なった ような状態であった。 その他 の埋土の堆積状態 は、他の土

坑同様 自然堆積 の様相 を呈 している。

SK27Q13区 にあ り、SK26と よく似てい る。上段は長径1.05m、 短径0.6mの 隅丸長方形 プランで、

下段 は長径0.9m、 短径0.4mの 長方形 プランで、几帳面に四角 く掘 り込 まれている。深 さ1.2m。 坑底 中

央に1か 所小穴があるが他 と比べ て深 い。埋 土は 自然堆積 の様相 を呈 してお り、最上層 に赤味 をおびた黒

色土がある。 出土遺物 はない。

SK28R13区 にある。漏斗状 に2段 に掘 り込 まれている。上段は長径1.2m、 短径0.8mの 隅丸長方形

プランで、下段は長径1.Om、 短径0.6mの 隅丸長方形プ ランである。深 さ1.Om。 坑底 はやや 鼓形に近い。

坑底中央に1か 所小穴が あるが、細 く深 い。埋土 は 自然堆積 の様相 を呈 している。出土遺物は ない。

SK29R11区 にある。東辺だけが2段 になっている。長径1.Om、 短径0.7mの 隅丸長方形プ ランで、

深 さ0.8m。 坑底に1か 所小穴があ るが 、細 く深 い。埋 土は 自然堆積 の様相 を呈 し、最上層に赤 味 をおび

た黒色土がある。出土遺物はな い。

SK30Q11区 にある。やや漏斗状 に掘 り込 まれている。上段は長径1.3m、 短径0.7mの 長楕 円形 プラ

ンで、下段 は長径1.1m、 短径0.5mの 隅丸長方形プランである。深 さ1.Om。 坑底 中央に1か 所小 穴が あ

るが、細 く深 い。埋土 は 自然堆積 の様相 を呈 している。出土遺物はない。

SK33Q16区 にあ り、SK26・27と よ く似 ている。上段 は長径1.25m、 短径1.1mの 楕 円形プランで、

下段は長径0.95m、 短径0.4mの 長方形 プランで、几帳面に四角 く掘 り込 まれている。深 さ1.2m。 坑底

中央に1か 所小穴があるが他 と比べ て深 い。埋土 は 自然堆積の様相 を呈 してい る。出土遺物 はない。
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'
SK37P20区 にある・

.漏斗 状に掘 り込 まれ てお り・上段 は長径1・4m、 短径0・8mの 長楕 円形 プランで＼

下段 は長径1.Om、 短径0.5mの 隅丸長方形プ ランで、深 さ1.15m。 坑底に小穴 はない。 出土遺物 はない。

SK2D15区 にある浅 い楕 円形プ ランの土坑 で、人為的 な ものか も疑問が ある。長径1.Om、 短径0.65

m、 深 さ0.2m。 出土遺物 はない。

SK3E16区 にある。0.8m×0.6mの 楕 円形 プランで、坑底は一部分が深 い。深 さ0.9m。 出土遺物

はない。

SK7D17区 にある。2段 に落 ち込んでいる1.1m×0.7mの 隅丸長方形 プランの土坑 で深 さ0.3m。

出土遺物は ない。

SK8E17区 にある。浅 い隅丸長方形の土坑 で、長径0.8m、 短径0.6m、 深 さ0.1m。 赤味が 強い黒色

土が入 っていた。出土遺物 はない。

SK10F17区 にある2段 の土坑で、長径1.1m、 短径0.7m、 深 さ0.3m。 出土遺物 はない。

SK16H16区 にある。長径1.1m、 短径0.65mの 隅丸長 方形プ ランで、深 さ0.4m。 下面 に地 山の石が

突 き出てい る。わ りとしっか り掘 り込 まれた土坑であ る。埋土 は黒色土。出土遺物 はない。

SK22L16区 にある。SK16に よ く似 ている。長径O.85m、 短径0.4mの 隅丸長方形プ ランで、深 さ

0.4m。 出土遺物はない。

SK32R16区 にある。黒色土の中に赤味 をおびた黒色土が 目玉焼 き状にある もので人為 的な ものか ど

うか疑 わしい。出土遺物は ない。

SK36S17区 にある。1.Om×0.8mの 楕 円形プ ランの土坑 で、レンズ状 に落 ち込んでい る。 深 さ0.3

m。 出土遺物 はない。

(2)小 結

動物のお とし穴 と考 えられてい る長方形土坑は、当遺跡 で22基 検出 されているが、い くつかの特長 を指

摘す るこ とがで きる。

ひ とつは、当遺跡例は基本 的に隅丸長方形プ ランで、規模 も長径 で1.Om～1.3m、 短径 で0.4～0.8m、

深 さで0.9～1.3mの 中にお さま り、坑底 の小 穴 も21基 が 中央に1か 所 である とい うよ うに均一一性 があ るこ

とである。

二つには、一つ 目と矛盾す るようだが、大枠 の中では均一一・性 をもつが、 よ り細か く見 る と形態に特 色が

あ り、同 じ特色 をもつ ものが並列 していることである。例 をあげれば、SK5・1・4・9は 並列するが、

いずれ も当遺跡例の 中ではプラ ンが楕円形に近 く、規模 もやや大 きい部類である。SK17・18・24も 並列

し、いずれ も漏斗状に掘 り込 まれ 、長径が短 く短径が長い し、坑底 の小穴が浅 い。SK26・27・33も 並列

し、いずれ も几帳面に四角 く掘 られ てお り、深 い部類で、規模が ほぼ等 しい。同 じように並列す るSK13

・14、SK19・20・21も それぞれ形態 ・規模 がよ く似てい る。

以上指摘 した特長の うち1つ 目の、遺跡内での均一性 は、同系 の集団が比較的短 時間の うちに構築 した

こ,とを示 していようか。2つ 目の、並 列す るものが同 じ特色 を もつ ことは、並 列す る ものは同一集団に よ

って同時に構築 された可能性 を示 してい よう。

三つ 目は、SK24・27・29で 、最上 層に赤味 をおびた黒色土が認め られ たことである。 この土 は述べ た

ように黒色土層の中間にあ り、縄文時代 前期土器出土層 の少 し上にあたる。 また、地点は異なるが、昨年

調査 した新堤遺跡のテフラ分析 で、早津 ・小 島両氏は 、 「最上位 の黒色腐植土 中には さまれ る赤褐色味 を

おびた部分の土壌 層は、斜方輝石 ・角 閃石 ・カンラン石 などの鉱物 とデ イサイ ト質の岩 片 を含 むことか ら、

妙高火 山中央火 口丘期 の火 山灰(大 田切 川火 山灰?、OT-a、 約4000-4500年 前、早津 ・小 島、1985)
　 ヨ　

が混入 して いる可能性が ある。 これ らは今後の検討 を待 ちたい。Jと指摘 されている。
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もし大 田切 川火 山灰 であれば、当遺跡 の土坑は それ以前に埋没 した とい うことになる。出土 遺物が な く

年代特定のむずか しいこの種の土坑 の年代 を知 る____つの手 がか りとなろ う。

注1こ の種の土坑の性格については、動物のおとし穴 とす る説(今 村啓爾 「霧ヶ丘遺跡の土坑群に関す る考察」

r霧 ヶ丘』1973 、同 「縄文時代の陥穴 と民族誌上,事 例の比較」 『物質文化』271976な ど)が.__.般的だが、

おとし穴説に疑問 を呈する意見もある(石 岡憲雄 「所謂 「Tピ ット」について」 『土曜考古 』21980、 同

rrTピ ッ ト」につ いて(再 論)」 『埼玉考古学論集 』㈲埼玉県埋蔵文化財調査事業団1991)。 ここではお と

し穴とする意見に従 ってお く。

注2長 野県茅野市上見遺跡(r上 見遺跡』茅野市教育委員会1991)、 東京都多摩ニュータウンNo.740遺跡(『 多

摩ニュータウン遺跡一昭和54年 度一第5分 冊』働東京都埋蔵文化財センター1983.3な ど。

注3早 津賢二 ・小島正 巳 「飯山市新堤遺跡のテフラ分析」 『国営飯山農地関係遺跡発掘調査報告1』 飯山市教

育委貝会1991。

2斜 め ピ ッ ト(図9)

斜め に掘 り込まれ たピ ッ トが17基 検 出されてい る。分布状態 をみ ると群在 しているこ とがわか る。P1

～3はD6・7区 にあ り、P4～7はD8・9区 にある。P8・9はD14～16区 、P12～14はP・Q14・

15区 、P16・17はW・X14・15区 にある。p11は 単独 であるが調査地端 なので、調査地外 につれ合 いが あ

るか もしれ ない。

規模 は直径は0.2～0.7mで 、0.3～0.4mが 平均的な ものである。深 さはP8が1.8mと 深 く、他は0・3

～0 .9mで ある。地表 面か らの掘 り込みの角度は垂直に近 い もので70.、 水平 に近 い もので40.、 平均 して

50.～60.で ある。開 口方 向は不規則で、群 の中でも規則性 はない。

類例 は新堤遺跡、 トトノ池南遺跡にあ る。新堤遺跡例 は帯状 にあ り、 トトノ池南遺跡例 は群 在す る。開

口方向、深 さ、掘 り込みの角度 に規則性 がないこ とは共通す る。

この ピッ トの性格 については今 の ところ よ くわか らない。中には木根跡 を人為 的なピ ッ トと誤認 して掘

ったもの も含まれてい るか もしれない。 しか し埋土や形態か ら木根跡 とは とうてい考 え られな い ものが 多

くを占めているこ とも事 実である。今後の検討課題であ る。

3焼 土

B地 点か ら近接 して3か 所焼土が検出 されている。 ここは縄文時代 前期 の土器 ・石器が分布 してい た所

である。

焼土10.8m×0.6mの 範囲に焼土が分布 している。焼土 の層位は黄色粘質土の直上 で、黄色粘質土 を

レンズ状 にやや掘 りくぼめた様 な所 に黒色土が入ったその上 に焼土が拳大程の塊 りで混在 してい た。

焼土21.0×1.2mの 範囲に焼土が分布 している。焼土の層位 は黄色粘質土の約10cm上 で黒色土中であ

る。焼土 は指頭大か ら拳大で、焼土1よ り分布密度は うすい。

焼土31.0×1.Omの 範囲に焼土が分布 している。畑作 時の塩 ビパイプで中央が壊 されてい る。 ここだ

けは深 さ約20cm程 掘 りくぼめ られた中に、最 も密度が高 く焼土が あった。また坑底や壁 も焼けた痕 跡があ

る。近接 して石匙 が出土 してい る。

小結 これ らの焼土 は検 出層位 が縄文前期土器 出土層位 と等 しく、両者 は密接 な関係があろ う。住居跡

内の焼土 とも考 えたが 、他 に住 居跡 の痕跡はな くその可能性 は少 ない と思 われ る。
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図5土 坑実測図1
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図6土 坑 実 測 図2
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図7土 坑 実 測 図3
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図8土 坑 実 測 図4
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図9土 坑 実 測 図5斜 め ピッ ト1:40

-39一



第3章 遺 物

1遺 物 出 土 状 況(図10・11)

遺物は縄文時代 の土器 と石器 が大半で、ほ

かには鉄 器 と近世 ～近代 と思われる陶磁器片

が1点 ある。遺物量は全体 で コンテナ2箱 分

とごく少ない。

縄文時代 の遺物の分布 状況は、A地 区では

A10区 ロームマ ウン ド中か らま とまって前期

の土器が 出土 している(図10)の をのぞけば、

押型文土器 ・前期縄文土器の小片 ・石器 など

が1な い し数片ずつ きわめて粗 に散在 してい

るにす ぎない。B地 区は、調査地東部 の尾根

部では、A地 区同様早 ・前期 の遺物 が十数片

散在 し、調査地中央 の谷部 で、前期 の土器 と

石器が まとまって出土 している(図11)。

B地 区の前期 の土器 の出土層位は黒色土 の

下層か ら漸移層にかけての層位 であ る。A地

区の押型文土器は漸移層 の上端 で出土 してい

る。

2土 器

図10D-10区 ロ ー ム マ ウ ン ド遺 物 分 布 図1:80

第1類 か ら第8類 まで縄文時代の土器 である。

第1類 回転押型文(図12-1～3)

1楕 円押型文土器 であ る。小粒 の楕 円文 で、砂粒子 を多 く含む。色調は茶褐色 で脆 い。楕 円の大 きさ

3×4mmo

2山 形押型文であ る。山形 は横位 回転。胎土色調等1と 類似 してお り、同一個体 と思われる。 原体長

は小片 で不明。

3太 い平行沈線文 の ようにみえる回転押型文である。原体 は棒状 の ものに太い平行 な刻 み 目をいれ た

ものである。凸面部幅は約3mm。 凹面部幅約2mm。 同様 の手法の回転押型文は、新潟県小千谷市下蟹沢遺跡

(新潟県1983)と 津南町卯 ノ木遺跡(新 潟県1983)の 回転押型文の一部 にみ られ、楕 円文 の下 に押捺 され

ている。3の 土器片は2.4cmと 小破片であ りはっき りしないが、 この手法の押型文の上 に楕 円文が押捺 さ

れていた可能性 もある。色調茶 褐色。胎土 は砂粒子 を含む1・2よ り雲母が少 ない。

第1類 の回転押型文は、山形文 と楕 円文等 を同一個体 に横位 帯状文が密接施文 されてお り、細久保期 の

もの と同手法 と思 われ る。

第2類 沈 線 文(図12-4～11)

4沈 線幅2mm、 施文間隔の5mmの 平行 沈線文であ る。色調 は赤褐色。胎土に金雲母 と石英が 多量に含 ま

れている。
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5～11同 一個体で ある。色調 は5の 口縁部が二次焼成が加 わ り灰 黒色 であるが、6-11は 茶 褐色であ

る。胎土は長石 と思 われ る粒 子が 多量 にみ られ 、小石が少量混入 している。沈線は5mm幅 の半裁竹 管で無

造作 に施文 されている。 内面は丁寧に整形 され ている。器厚は6mmと 薄 い。焼 きは堅い。小 片ばか りであ

り、文様の全体 は不 明である。5を 除 き浅 いピ ッ ト内出土で ある。,

第2類 は早期沈線文系の土器群 の ものではないか と思 われ る。

第3類 無 文(図12-12～16)

12色 調は黄褐色。胎土 は長石の ような粒子が 多い。・器面は内外 とも整形 されてい る。器厚 は8mmで 薄:

い 。

13・14同 一個体 である。色調は赤褐 色。器厚 は7mmで 薄:い。内面は繊維束で整形 されてお り、外面は

箆状工具 で整形 されている。13は 僅かに屈 曲 した部分 であ り、胴下半部 と思 われ る。

15色 調は 白灰褐色 。胎土 は砂粒子が多量 に含 まれ てお り、大変脆 い。器厚 は11mmと 厚め である。外 面

は良 く整形 されてい る。

16色 調黄茶褐 色。器厚12mmで 厚 い。指頭痕が 内外面 に残 ってい る。胎土は小石 を多 く含 み脆 い。

第3類 は時期 不詳の無文 である。

第4類 ルー プ(側 面環付 き)文(図12-17～19・53)

17側 面環付 き文(ル ープ文)で 、足の長 い環付 き文 である。胎土 は繊維混入 していて大変脆 い。色調

は黄褐色 で断面黒色であ る。内面は丁寧に整形 されている。

18・19同 一個体 であ る。色調 は外面灰黒色、内面:茶褐 色 であ る。胎土は繊 維が混 入 しているが焼成は

良好で堅 い。文様は足の短 いルー プ文が密に施文 してある。

第4類 は前期前半の関山式併行 の土器であ る。

第5類 縄文+半 裁竹管 に よる平行沈線文(図12-20～27・32、 図13-54)

a種20～27

20～26同 一個体で ある。色調 は黒褐 色～:黄茶褐 色 でススが付着 している部分 がある。胎土は砂粒子や、

軽石粒子や赤色 の粒子が含 まれてお り脆 い。20に はRL単 節縄文 を地文 に し、その上 に半載 竹管で:横一条

の平行 沈線文が施文 されてい る。

27浅 鉢 の屈折部あ破片 と思われる。屈曲上部 は無文 、下部は縄文が施文 されている。

b種54

54屈 曲部 を設け、 口縁部文様帯 と胴部 を屈曲部 で分 けた浅鉢 である。 口径 約20.2cm、 高 さ14.Ocm、 張

り出 し部径27.7cm、 器厚約0.6cm、 底径約7.Ocm。 色調 は赤茶褐色 で胎土は金雲母 を多量に混 入 してお り、

砂粒子 も多 く混 入 してお り脆 い。口縁は内湾 し、 口唇直下に.__.条の太 い凹状 の凹み を設けて い る。その下

は底部 まで地文 に縄文 を施 し、 口縁部文様帯は縄文 を磨消 し、半戴竹管に よる結節沈線文で 木の葉 状文 、

入 り組み文 な どを施 してい る。

c種32

32色 調 は外面黒褐 色、 内面赤黄褐色。焼成は良好 で、堅い。胎土 は石英粒が 多い。内面は丁寧 に整形

され、外面は半載竹管 で山形 に施文 されて いる。

第4類 の土器 は前期後半の諸磯期 に比定 されるものと思われる。20～27は 諸磯}a式 。32は 諸磯c式 の土器

と思 われ る。

第6類 半載竹管 による平行条線文(図12-33～45、 図13-46～52)

a種33～42

33～42同 一個体 である。色調は茶 褐色。胎土は粗 い砂粒子 を多 く混入 している。焼成 も悪 くボ『ロボロ
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とした状態 であ る。半載竹管 による平行 条線文 で渦巻文 など施 文 している。 口縁は波状 で口唇部外 面に刻

み 目を付 けてい る。竹 管は4mmの 太 さで4本 を一一単位 として条線 を用 いている。

b種43～49

43～49同 一個体 であ る。色調 も胎土 もa種 と同 じである。 施文方法が、a種 の原体 を用 い、半裁竹管

の施文角度 を急 にし、結節状 の半裁管文に して施文 している。

50～52底 部 であ る。50の 底部径 は約9cmで ある。50・51は やや 張 り出 しの ある底部 である。50はa種 の

施文 をしてお り、50・51は ボロボロ としてお り文様が はっ きりしない。

第6類 はほぼ塊 った地点か ら出土 して いる。a種 もb種 も色調 ・胎土が同 じであ り、原体 も同 じで施文

法が半載竹 管の角度 を変 えただけの施文法であ る。この様 なこ とか ら第6類 すべ て同 じ個体 と思 われ る。

この第6類 は前期最終末の十三菩提様式併行 の新潟県鍋屋町式の土器群 と類似 している と思われ る。

第7類 隆帯+沈 線文(図12-31)

31色 調 は赤褐色。隆帯部分 は表面が剥がれている。文様は二帯の隆帯が縦位 にあ り、その脇 に斜傾 の

沈線文がみ られ る。

この土器は中期初頭の深鉢 の胴部破片 と思われ る。

第8類 その他の縄文(図12-28～30)

28色 調黄褐色。胎土 は細かな砂粒子 を多 く混入 している。文様 は少々摩滅 している。原体 はRLで 横

位回転 している。器厚 は8mmで 少々薄手 である。

29色 調赤褐 色。胎土 は雲母 と石英粒が 多い。焼成 は良好で堅い。文様は単節縄文 で、条の間隔が あい

てい る。

30色 調黄褐 色。胎土 は砂粒 が多 く、焼成は良好 である。内面は丁寧 に整形 されている。外面 も単節縄

文 を、無文帯 を挾んで、横位帯状に施文 して いる。

第8類 の土器 は文様構成が解 らず、時期 不詳である。

3石 器(図14)

当遺跡 に於け る石器 はすべて縄文時代の石器 である。

1黒 曜石製の石鍛 である。基部 の挟 りの少ない二等辺三角 形の石鎌で一方 の脚の部分 が欠損 している。

2横 形石匙の欠損 品である。横広剥片 を利用 している。剥 片の縁辺に小剥離 を加 えて刃部 と摘 み部 を

作 り出 している。刃部 は片刃であ り、やや円み をもつ。

3剥 片 の周縁に鋸刃 の様な調 整剥離 を表裏 に行 い、甲ら状 の形態に調 整 している。図の上下 の先端 に

尖 った部分がみ られ、錐 の様 な利用 をした と思われる。

4横 広剥片の下端部 に小 さな剥離が2～3回 見 られ る。使用 のための刃こぼれの可能性 もある。

5チ ャー ト製の剥 片である。側縁 に小 さな剥離が規則的に行 われてお り、掻器 の刃の.__.部と思 われる。

6弾 け飛んだ剥 片の側縁部 に小剥雅痕の残る黒曜石 製の石器である。使用のための小剥離痕 と思われる。

7側 縁 の一方に礫面 を残 し、その礫 面 よ り調整剥離 を行 っている。打面の部分 は欠失 して いる。剥片

の礫 面 とは反対側 の側縁 に、裏面よ り鋸の刃の ような剥離 を施 した掻器状 の石器である。

8礫 面 を大 き く残す大形の肉厚 な縦長剥 片 を用 いてい る。.__.側縁は折 られている。図の上縁部 は表裏 か

ら、下縁部 と折 られていない側縁部 は裏面か ら小剥離が所 々にみ られ、掻器 的に使われていたようである。

9打 点部が欠損 している:横断面がほぼ三角形 の大形な縦長剥片である。

10・11:横 広の剥片類 である。

12蛇 紋岩製の先端部 に敲 打痕 の残 る石器 である。礫 面はか な りツルツル しているので磨石 としている
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可能 性もあるが、は っき りとした痕跡が ない。 この石材 は、磨製石斧 の原材 として使 われるので、素材 と

して持 ち込 まれ た可能性 もあ る。

13凹 石 の破片であ る。凹み面は浅 く広が りも小 さい。

14磨 石 と敲打器 を兼ね た石 器の欠損品である。横 断面三角形 の長軸側縁 を磨 面 としている。先端部 に

は敲 打痕が残 っている。

15楕 円形の礫 の一面 を磨面 として利用 した石器であ る。半分 欠損 している。

16砥 石の ような役 目を した磨石 と思われる。断面方形の板状 の面 を利用 したもの と思われる。

17石 鹸形に変形 した磨石 である。ほぼ全面 を使用 してい る。

石器 は大変疎 らに出土 している。A地 点では縄文時代早期 ・前期 、B地 点では前期 の土器が 出土 してい

る。B地 点での1の 石鍛 と2の 横形石匙、7・8の 掻 器は縄文時代 前期 に比定で きよう。他 の石器 は縄文

早期 か ら前期 にかけて比定 で きると思 われ るが土器 との伴 出関係 は不 明である。

表1石 器 計 測 表

図 版

No.

出土

地点
遺 物No. 石 器 名 石 質 長 さ

(cm)

幅

(cm)

厚 さ

(cm)

重 さ

g)

備 考

1 B 104 石 鍛 黒 曜 石 2.3 1.5 0.4 1.1

2 B 102 石 匙 安 山 岩 5.5 5.5 1.2 29.6 1/5欠 損

3 A T18-1 石 錐? 安 山 岩 6.8 4.1 1.8 42.4

4 A E17-1
二次調整剥離
のある石器 安 山 岩 7.8 6.9 1.5 69.4

5 A 一 剥 片 チ ャ ー ト 4.0 0.6 0.6 1.1 石器刃部破片

6 B 103
二次調整剥離
のある剥片

黒 曜 石 2.0 2.5 1.1 3.7

7 B 91 掻 器 安 山 岩 5.2 6.4 2.5 52.4

8 B 97 掻 器 安 山 岩 10.7 7.3 2.5 196.0

9 A G14-1 剥 片 安 山 岩 12.0 5.2 2.7 114.1

10 A V16-2 剥 片 安 山 岩 5.0 7.7 1.5 52.6

11 A D11-1 剥 片 砂 岩 6.7 7.4 2.3 86.6

12 A X14-1 敲 打 器 蛇 紋 岩 10.5 5.6 2.5 155.9 裏面1/10欠 損

13 B 46 凹 石 砂 岩 3.8 7.7 5.5 199.3 約3/4欠 損

14 B SK12 敲 ・磨 石 安 山 岩 8.0 6.7 5.5 352.0 約1/2欠 損

15 A E10 磨 石 安 山 岩 6.8 6.7 5.0 235.6 約2/3欠 損

16 B 118 磨 石 安 山 岩 8.4 8.7 1.7 223.8 約1/2欠 損

1? A D9-1 磨 石 安 山 岩 12.9 7.8 4.4 686.9 石鹸型

4鉄 製 品(図16)

鉄 製品が2点 単独 で出土 している。1は 鉄釘 で115区 出土。頭が折 りまげ られ る角釘 で、現存長7.7cm。

中世 の所産 であろう。2は 板状 品で全形なのか一部分 なのカ}も不明。現存長4.2cm。
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図11B地 区 遺 物 分 布 図1:80
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ヨ

図12縄 文時代土器実測[翠11:2
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の

図13縄 文時代土器実測図2 1:2 , 1:4
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図14縄 文時代石器実測図11:2
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図15縄 文 時 代 石 器 実 測 図210～12(1:2)13～16(1:4)

図16鉄 製 品実 測 図12
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第4章 結 き五
ロロ

鳴沢頭遺跡 を学界に最初 に紹介 したのは、藤森栄一 氏であった。 この ことにつ いては、第2章 で常 盤井

がすでに触れて いるところである。藤森 氏は、渡辺喜平次氏採集資料 を紹介す る中で、踊場 式並行土器 と

ともに断面三角形の石器7点 を石鋸 として報告 されている。 この石鋸 とされた石器は、筆者 の誤解 でなけ

れば断面三角形の磨石 であ るとして もよい ものであろ う。今 回の調査 では、本遺跡か らこの種 の石器 は1

点 しか発見 されてお らず後述す る鳴沢頭II遺 跡か らは、数点 出土 してお り縄文早期 の断面三角形 の磨石 と

理解 してよい石器 と思われる。

さて、本遺跡の出土土器量 は僅少であったが年代 的には縄文早期 ・前期 ・中期 ・後期 の各期 にわたって

い る。従 って、各時期 の土器 の出土量か らみて、長期間 にわたる定住 的生活は行 われなか った として も縄

文時代 の各期 にわたって利用 され た場所 と考 えてよいであろ う。その生活状態は、あ るシー ズンにおけ る

蛋 白質源 である動 物の捕獲 と落葉樹林帯に豊 富に存在す る植 物性 食品の採集 と考 えて よいであろ う。動物

捕獲 につ いては、20基 以上 にわたる長方形土坑が発見 されてい ることである。本遺跡 の東北側に谷地が存

在 し、かつ ては水 田地帯 となっていた。 この谷地状地形 は、上 方の中堤深奥部 よ り湧 出す る水流に よって

形成 された ものであ り、水 を求めて訪 れ る動物達 の水飲み場 であった可能性がつ よい。落 とし穴 と考 えら

れ る土坑 は東北側に傾斜す る斜面に 多 く設け られ ているこ ともこのこ とを物語 っているよ うに思われ る。

出土土器が縄文早期 より後期 の各期 にわたっているに もかかわ らず 、その出土量が きわめて僅少 な こと

は、 この地 に居 を営 んだ人び とが長期 に滞在す るのでは な く、一年 のある季節における短期 間の仮 泊的居

住 の状態 を示 してい るもの と考 えて よいのではなか ろ うか.
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第1章 遺跡の概要

1遺 跡の概要

鳴沢頭II遺 跡は、鳴沢頭 の東北岸の遺跡であ る。 もとは南西岸 を含めて鳴沢頭遺跡 と総称 されていたが、

今 回の発掘調査 で両岸 の遺跡の様相が異なっているこ とが判 明したので1とIIに 呼び分 け ること とした。

当遺跡 は、今 回の発掘調 査で、縄文時代 草創期 の室谷系 回転縄文土器 を初め 、早 ・前期 の遺物 が 多量に

出土 した。これ は発掘前の地形観察 などか らは予想 していなか った こ とである。改めて 「遺跡は掘 ってみ

なければわか らない」 とい うことを痛感 し、予想以上 に温井台地上 には多 くの遺跡が分布 していたであ ろ

うこ とを推察 させ る。

図1調 査 地 周 辺 地 形1:1000
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2調 査方法

(1)調 査地点(図1)

鳴沢頭II遺 跡の調査対象地 は鳴沢頭東北岸 の山林であ る。ここは鳴沢 に向かって(西 南流)開 く 「Y」

字形の小 さな沢 を中心 とす る地形で、沢は水 田 として利用 されてお り、豊富な湧水 こそない ものの沢は通

年水 を澗 らさない。

試掘調査 はこの沢の両岸 で行 ったが、北岸 の2か 所は遺構 ・遺物 とも検出 されなか った。発掘調査地 は

南東小 丘陵か ら舌状 に張 り出 した小 テラス上 に位置 し、平坦面 の広 さは25m×25mで 約625m2で あ る。調

査面積 は約300m2で あ る。

(2)調 査区の設定(図2)

調査区内の地区割 りにつ いては、5mの グ リッ ド法 とし、表土 除去後 に農地 開発6工 区工事 用メ ッシュ

杭 を基準 として5m方 眼 を組 み、西か ら1・2・3… …、南か らA・B・C… … と呼称 した。

基準 とした工事 用の杭 は、基準1がX=一6160(9ラ イ ン)、Y=106280(12ラ イン)、 基 準2がX=

一6160(9ラ イン)、Y=106300(13ラ イン)で ある。

レベルは工事用遣 り方の標 高 を基準 とした。

(3)調 査方法

調査方法は樹木の伐 採の後 まず重機 によって表土 を除去 した。 この際表土は尾根線上 のため薄 く10～15

cmで 、 しか も表土直下が遺物 包含層 の黄灰色粘質土層であ り、さ らに木根等があったので一部遺物 包含層

まで除去 したか もしれ ない。 このこ とは先に も述べ たように 「まず 出ないだろ う」 との予測が あったこ と

にも原因す ることは否めない。

表土 除去後 、ジ ョレン ・移植 ゴテ等 で慎重に遺構 ・遺物の検 出を行 い、必要 に応 じて人力 で調査地 を拡

張 した。

遺物 の とり上 げは原則 として1点 ずつ、 グ リッ ト毎に番号 をつけ て地点 と高 さを測 って とり上 げたが、

地区割 りが調査地 に斜行 していたので、グ リッ トの判定がやや こ しい面 もあった。

図面の作成は、遺構がない こともあって、選物分布図 と全体 図をかねて40分 の1平 板 図を作成 した・

図2調 査 地 全 体 図1:400
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また旧石器 の有無 を調査地北壁ぞいに断ち割 り トレンチ を入れて確かめ た。

写真撮影 は 白黒 とカラー スライ ドを35mmフ ィルム で撮影 した。

3層 序

調査区内の層序 は基本的に上層か ら、暗灰色土(表 土10～15cm)、 黄灰色粘 質土(15～20cm)、 黄 色粘質土

(地 山)で あ り、所々地 山の礫 層が、黄灰色粘質土上 面 まで顔 をのぞかせてい る。

遺物は黄灰色粘質土か ら出土 してお り、縄文時代 草創期 の遺物 も前期 の遺物 もレベル的 に大差 がない。

この黄灰色粘質土 につ いては、今 回調査 の他の遺跡でい う漸移層 にほぼ相 当す る もの と考 えてい る。他 の

遺跡では黒色土が認め られ るので黄色粘質土 との間に明確 な漸移層がみ られるが 、当遺跡では黒 色土がな

いので明確 ではないであろう。
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第2章 遺 物

1遺 物出土状況

遺物は縄文時代草創期か ら中期 の ものがある。 中期の遺物は数 点である。特色 として板状の石皿 と凹 ・

磨石が 多いこ とがあげ られる。石皿は5点 あ り、凹 ・磨石 は25点 あ る。

遺物の分布 は、調査地 の西 に密度が高い。つ ま りテラス上面か ら西斜面にかけて集 中 している。

土器の分布 を細か くみ ると、室谷系の土器 ・竹管刺突羽状縄文土器 ・貝殻腹縁文土器が それ ぞれ ま とま

っている。 しか し純粋 な まとま りでな く年代 の異 なる遺物が混在 している。室谷系 の土器はB5区 東北隅

を中心に分布 してい る。すべ て同一個体 の破 片である。石 皿 と凹石が分布の中心 にある。竹管刺突羽状縄

文土器はC5区 東端 中央 を中心 に分布 している。すべて同一個体 の破片 であ る。ここ も分布の 中心に石 皿

がある。貝殻腹縁文土器 はD6区 南端 中央 を中心 に分布 してい る。ここ も分布 の中心近 くに石 皿があ る。

その他の土器については出土点数が少 ない割 に年代幅があ る。分布 は散在的だが 、押型文土器 がC・D5

・6区 に割 とま とまってあ り、石英粒 を多量に含 む絡条体圧痕文土器がC7区 にあるこ とが指摘 で きる。

石器の分布 は土器に比べ て散在 的である。凹石 ・磨石 は石 皿の近 くにある例が あるが、多 くは単独 で散

在 している。小形磨 製石斧 は調査地西南端B5区 出土。打製石斧 はD8区 とC6区 の破片が接合・した。縦

形の石匙はB7区 ・C6区 か ら出土 してい る。黒曜石のブ レイ クが他 と離れてE8区 か ら出土 している。

遺物の出土層位は前に述べ た ように、表土直下 の黄色粘 質土層 で、草創期 の土器 も前期 の土器 もレベル

差が ない。

2土 器

第1類 か ら13類 まですべ て縄文時代の土器 である。

第1類 押圧縄文(図41～13)

1～13同 一個体 で ある。色調 は暗茶褐色か ら赤茶褐色 。口縁部か ら胴部にかけて黒色 の付着物がみ ら

れる。胎土は細か い砂粒子 混入 させ、僅か な繊維 も含 んでいる。焼成は良好で堅 い。器厚 は6・一一一8mmである。

内面 は丁寧に整形 されてい るが、指頭痕 が随所 にみ られる。外面は文様が少々摩滅 している。

1～4は 口縁部の破片であ る。器形は 口縁部が少 し外反 し、口縁部 と胴部の境 目が くの字状 に屈 曲 して

お り、胴部はやや膨 らみ をもち、底部にいたる深鉢 である。

文様は、 口縁部にRLの 縄文 を器体 の下 の方か ら回転 させ 、その後 口縁直下にRLの 縄文 を横方 向の回

転 で施文 し、口縁部文様 帯は羽状縄文の効果 を もたせ ている。 その下部の屈曲部 に縄文末端側 面 を等 間隔

に押圧 している。 その押圧縄文 を施 した屈 曲部の下は、同原体 の縄文 によって、回転 方向 を変 えた羽状縄

文や 、斜縄文 を施文 している。
く　 の く　 　　

第1類 の土器 は草創期末期 の多縄文系の土器群 と思 われ る。新潟県室谷洞窟(新 潟県1983)や 、山形県

日向洞窟(山 形県1969)な どにみ られ る段 を設け る一群 と類似 している。本類の有段 の上部 の口縁部文様

帯 に羽状縄文 を施 し、有段部分 に押圧縄文 を施文す る手法は、特 に室谷洞窟下層の土器 と類似 して いる。

今後の飯 山市の類似例 の発見 を待 ちたい。

第2類 薄手縄文(図421-21)

14～21器 厚は5～6mmで ある。16は 色調が赤褐色。14-21は 色調が灰 黒色であ る。胎土は僅 かな繊維 を

含み、胎土粒子は細かい。焼成は良好 で、堅い。内面の整形は丁寧である。14は 口縁部分であ り、 口唇部

一56一



図3遺 物 分 布 図1:100
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が薄 くな りやや外反 している。17は 底部付近 の もの と思われ る。緩やか な円み を持つ平底か丸底か と思 わ

れ る。原体 は単節の縄文 と思 われ る。0段 多条 であろ うか?

第2類 の土器は時期不詳 である。鳴沢頭II遺 跡 にお いては、草創期 より中期 までの土器片が遺跡 の中で
　 ヨ　

混在 してい る。当類の土器 には僅かであ るが繊維痕跡が残 り、前期 前半 の花積下層式併行 の土器 の可能性

が指摘で きる。 しか し、器厚 が5～6mmと 薄 く、花積下層式の印象 とは異なる。草創期 の回転縄文 の施文 さ

れる土器群 に相 当す る可能性 も残 されてい る。今後 の類例の増加 を待 ちたい。

第3類 回転押型文土器(図422～28)

a種22～25・27・28

同一個体 と思われる。22・23・27は 口縁部 の破 片である。 口唇部が丸み を持つ。23は 特 に肥厚 である。

胎土中には雲母や石英 な どの粒子や小石が含 まれている。文様の施 文や整形は粗 い。施文 され る楕 円粒 の

大 きさが まちまちである。荷度 も重 ねて施文 したため と思 われ る。施文方向 も一定 ではない。27の 断面は

6.5mmか ら8.5mmと 一破片 中で厚みが まちまちであ る。口縁部 にススが付着 している。

b種26

色調 は黄褐色。内面 はススが付着 している。胎土は長石 のよ うな白色粒子が多 く含 まれ 、少々大粒 な粒

子の石英 も混入 してい る。楕円は6.5×8mm。 底部 に近 い破 片である。

3類 はa種b種 とも早期押型文の細久保期(宮 下健 司1986)に あたるもの と思われ る。

第4類 沈線+貝 殻腹縁文土器(図429～37)

a種29・33～37

これ らは同一個体 と思われる。表裏両面 に貝殼 条痕文 が施文 してあ る。色調は 白黄褐 色。破片断面は灰

黒色。胎土は僅か な小石 が混 入 してい るが 、全体 として粒子 の細か な胎土 であ る。表面粉 っぽ いが、堅め

の土器で ある。器厚は5mmと 薄い。

29は 波状 口縁 の部分 である。器壁の内外面 を貝殼条痕文 で整形 した後、口縁部 の文様帯 を施文 している。

口縁部の文様帯 は沈線文 を波状 口縁のカー ブに沿 って3本 平行 に施文 し、頂点部分 でV字 形 に施文 してい

る。V字 の空 白部分2カ 所 を竹管 の先端 で刺突 してい る。平行沈線の間には貝殼腹縁文 を施 してい る。 ま

た平行沈線の下に方形の 区画 を設け、その中にく状の貝殼腹縁文 を施文 してい る。

胴部 には貝殼 条痕文がく状 に施文 しており、整形のためだけではな く文様効果 ももたせ ているようである。

b種30・31

a種 と胎土や 色調は同 じである。器厚 も薄 い。平行 な沈線文 の間に貝殼腹縁文が施文 され,てい る。a種

との違 いは、裏 面に貝殼条痕文が施文 されていないことである。

第4類 は早期 中半 の貝殼沈線文系の土器群 である。飯 山市の 岡山地 区新堤遺跡(飯 山市教育委員会1991)

において も同様な破片が 出土 している。 口縁部文様 帯の特徴か ら、関東地方の田戸上層式や 東北地方 に於

け る貝殼 沈線文系の土器群 との関係 を強 く感 じるこ とがで きる。胎土色調な どか ら、在地 の土器 にはない

特徴 があ り、搬入土器 と思われ る。

第5類 絡条体圧痕文(図538～42)

a種38～40

胎土に繊維が 多量 に混入 している。

38・39同 一個体 である。色調 は茶褐 色。器厚 は厚 く、焼成は良好 である。内面整形 も良好 である。外

面の文様 は絡条体圧痕文 で変形な菱形状 の文様 を施文 している。

40色 調が灰黒色。文様は38・39と 同様 な絡条体圧痕文 を施文 している。

42色 調が黄褐 色。胎土は石英結晶粒 が多量に含 まれている。文様 は摩滅 して、はっ きりしないが、絡
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条体圧痕文 のよ うな痕 跡が外面の一部 に残 ってい る。

b種41

41薄 い隆帯 の上 と、隆帯 と隆帯 の間 に、絡条体圧痕文 を施 している。色調 は暗茶褐 色。胎土 に多量 の

繊維 と、石英 の結晶粒 を多量に混入させ るこ とが特徴 であ る。表面 は摩耗 しているが、焼成は良 好。
　 　　

第5類 は早期末か ら前期初頭 まで続 く絡条体圧痕文 の土器 である。繊維は混 入 してい るが、条痕 文 を施

文 しないタイプである。41・42・43の 石英結晶粒 の多量混入土器 は注 目すべ き点であ り、胎土分析 に よる

粘土の産地解 明を待 ちたい。

第6類 条痕文土器(図543～46)

43は 色調黄褐 色。胎土に繊 維 と石英結晶粒 を多量 に混 入 している。文様 は摩耗 していてはっき りしない

が、条痕文の よ うな施文が一部 にみ られ る。

44は 色調赤黄褐 色。胎土は繊維 を混入 してお り、僅か に石英粒 を含んでいる。文様 は表裏 に条痕文 が施

文 されているが 、摩滅 していて詳細 はは っき りしない。

45は 色調 暗赤褐 色。表面に条痕文 を施文 している。胎土は石英粒 を多 く含み、繊 維 を混 入させ ている。

46は 色調黄褐 色。胎土は繊 維 を混入 させ 、細か な砂粒子 を多 く含んでいる。表面が摩滅 してい るが 、表

裏の文様 は貝殼条痕文であ る。尖底の部分 である。

第6類 は早期末の条痕文 系の土器 である。第5類 で もみ られ た石 英結晶粒 を含む破片が この類 で もみ ら

れ る。

第7類 無 文(図547～49)

47-49同 一個体 であ る。色調 は茶褐色。胎土 は金雲母 を含み、繊維 も含む。内面 に指頭痕 を残 してい

る。

第8類 網 目 文(図550)

胎土は緻 密 で焼 きも堅い。色調は 白黄褐色 。器厚は5mmと 非常に薄い。 内外面はよ く整形 され てい る。

文様 は非常 に細 い撚 糸 と細 い棒 を用 い、棒 に交叉部 を絡 ませ て、網 目状 に巻 き付け た単軸絡条体(単 軸絡

条体 第6類)の 原体(山 内清 男1979)を 、横位に回転 させ ている。

この様 な単軸絡条体 の施文具 は、東北地方前期 の円筒下層 式(石 岡憲男1986)や 、大木2式 に使用例

が 多い。特 に、宮城県や福 島県 の前期 前半(大 木2式)に 類似 する施文具 を使用 した土器(埼 玉県考古学

会1990)が あ り、器厚 も薄手 の ものがみ られ、 これ らの土器群 の搬入品ではないか と思 われ るが 、土器

片が小 さな破片 であ るため に断定す るこ とはできない。今後 の類例 を待 ちたい。

第9類 縄 文(図5・651～78)

a種51・52・63-76

繊維 を胎土に混入 させ た斜縄文 と羽状縄文 であ る。

51色 調暗茶 褐色。胎土 に石英粒 を多 く含む少々脆 い破片 である。内面に指 頭痕 を残す。外面は単 節縄

文 を施 している。

52色 調暗褐 色。外面は摩滅 してお り明確ではないが 、単節縄文 と思われ る。内面に細い条線痕 がみ ら

れる。

63色 調茶褐色で大変脆 い。文様 は単節羽状縄文 である。原体の撚 りの太 さが異な る。

64色 調赤褐 色。胎土 に繊 維が多量 に含 まれてお り、脆 い。外面の文様は単節縄文。内面は黒色 の付着

物が あ り、黒褐 色で指頭痕が ある。

65・66同 一個体。色調は外面赤茶褐 色で、断面 内黒褐 色、 内面 も暗褐 色。文様は単節 の羽状縄文。薄

手 で表面摩滅 している。
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67色 調 灰黄褐色。薄手で焼 きが よい。文様は単節羽状縄文。

68色 調が外面赤茶褐 色、内面黒色。繊維痕 は少量である。薄手の焼成の良好 な土器であ る。文様 はL

R・RLの 結束羽状縄文 である。内面は繊維束 で整形 している。

69色 調茶褐 色。内面に指頭痕が残 っている。脆 くて表 面摩滅 している。羽状縄文 のようで あるが、文

様の詳細 は不明。

70暗 灰褐色。胎土 に石英粒混入。文様 は単節縄文であ るが表面摩滅 してお り、小片 でもあり詳細不 明。

内面は良 く整形 してあ る。

71色 調 暗茶褐 色。断面黒色 。粒子の細かな胎土 である。表 面摩滅 してい る。縄文 の撚 りの太 さの違 う

結束単節羽 状縄文で あるが、文様 の詳細不明。内面は良 く整備 されている。

72外 面暗茶褐色、 内面茶 褐色 、断面黒色。文様 は単節縄文であ る。

73暗 茶褐 色。断面黒色。単節縄文 の文様であ る。

74茶 ・褐色。断面黒色。単節縄文 の文様 である。

75赤 褐 色の色調 で、断面は黒色 。胎土 は雲母が含 まれ てお り若干粒子が粗い。0段3条 単節縄文土器

であ る。

76底 部近 くの破 片である。色訥 は外面赤褐 色、内面黒色。 内面に指頭痕が残 る。器厚 は厚 いが、大変

に脆 く、縄文 の詳細不 明である。

a種 の縄文 の土器 は、繊維が混入 してお り、羽状縄文土器 もあ り、前期前半の土器 と思 われ る。

b種53～62

同一個体 である。列点文 と縄文が施文 されている。色調 は紫 茶褐 色。胎土 は赤色粒子や長石 を含み、繊

維 も混入 してお り、脆 い土器 である。波状 口縁 の土器で、 口唇部 に2つ の刻み を施 し、口唇部直下 にD形

の半載竹管で列 点文 を施 し、その下 に羽状縄文 を施文 している。羽状縄文 は、RLとLRの 違 う撚 りの結

束縄文 を横位 ・縦位 に回転 させ て、●菱形状に装飾性 をもたせ て施文 している。前期 前半の羽状縄文系の土

器 である.

c種77・78

繊 維の混入のない縄文 であ る。

77暗 茶褐 色の色調 で、胎土に多量 の石英粒 を含 んでいて、焼成 は良好 である。文様 は単節縄文 を地文

とし、その上 を[形 の押 し引き文 を横列 に施文 している。小 片であるため詳細 は不明。

78色 調 が黄褐 色で、外面 に黒色の付着物がついている。器厚 は薄 く、焼成 は良い方である。文様はL

R・RLの 縄文に よる結束羽状縄文 である。

c種 の土器 は時期不詳 である。

第10類 繊維混入の底部(図679)

79縄 文前期 の平底 と思 われ る。底部径5.8cm、 底部厚2.5cm。 大変脆 い胎土 である。

第11類 沈 線 文(図680・81)

80色 調暗茶 褐色。黒色の付着物が外面に有 り。 口唇部 に刻みがあ り、縄文 を地文 として、その上 に楕

円形 の沈線文 を施文 している。胎土は石英 と金雲母が多 く混入 している。

81色 調暗黄褐色。胎土は砂粒子 と多 くの長石が混入 してい る。沈線は乱雑 な半裁竹管文 で引かれてい

る。

第11類 は縄文前期の諸磯 式の破片 と思われる。

第12類 隆帯 と沈線文(図682)

82色 調暗褐 色。縄文 中期 の深鉢 の胴部破片 と思われる。
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図4縄 文 時 代 土 器 実 測 図11:2
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図5縄 文 時代 土 器 実 測 図1:2
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図6縄 文時代土・器実測図312

第13類 その他 の沈線文(図683)

83色 調灰暗褐 色。文様 の詳細が明確 でない破片 である。胎 土は細か な粒子 である。 内面は丁寧に整形

されている。時期 不詳 。

注1筆 者は縄文草創期 を多縄文系土器群 までと考 え、撚糸文土器以降を縄文早期 としている。

注2永 峯光一氏、谷口康裕氏、粕谷崇氏に実見 していただき室谷下層式に類似する土器とのご意見をいただいた。

注3群 馬県の前中原遺跡(群 馬県1988)に0段 多条の花積下層の土器群がみられ、文様は類似するが口縁形

態や器厚 に相違点がみられる。

注4宮 下健 司61986「 絡縄体圧痕文」の項参照。

3石 器(図7～14)

当遺跡より出土した石器は、縄文時代のもの と思われる。

1片 刃の蛇紋岩製の小形磨製石斧である。頭部約1/3が 欠損 している。全体 はよ く磨かれており、側縁

に陵を持ち、横断面が方形である。小形の丁寧に磨かれた定角形の磨製石斧である。

この様な石斧は早期押型文期 と前期前半期 にみられる。当遺跡においても、押型文期 と前期前半あ土器

が出土 してお り、ほぼ押型文期から前期にかけての小形磨製石斧と思われる。

2小 形の縦形石匙である。石材は白色の頁岩である。両側縁と下部に規則的な剥離を行い、平行な両

側縁 と、下縁部は直線的な刃部に仕上げている。基部は僅かな挟 りを付け、小さな細い摘みを作出している。

山形県舟形町大畑山遺跡(山 形県1969)に おいて2の 石匙に類似する石器が出土 している。大畑山遺跡

では縄文時代早期中半～早期後半の土器に伴 っている。剥離の整った縦形石匙は、東北地方の早期中半よ

り前期前半に多くみられる。2の 石匙は石材の良質な頁岩が使用されてお り、縄文時代早期あるいは前期

における、東北地方からの搬入品の可能性がある。

3尖 頭状の両面剥離のある石器である。基部側縁に僅かな礫面を残す。全体的に粗形であり、尖頭状

の石器(石槍?)の 未製品と思われる。側縁の細かな調整剥離が正面の一部にしかみられない。

4粗 形の縦形石匙である。縦長の薄い剥片を用いている。打面部を折 り取 り、ほとんど剥片の形態を

生かし、両側縁の上部のみに挟 りを付け摘み部 を作出している。その下の側縁には、使用 した際の刃こぼ
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れ と思われる小剥離が所 々にみ られる。

この石匙 は、剥片の形態 をそのまま生か してお り、押 型文期 の石匙 に類似 点が多 く、ほぼ この期 の もの

と思 われ る。

5小 形なやや円形の両面石器 である。裏面の一部 に主要剥離面 を残 している。縁辺 よ り中心部 に向か

って荒 く剥 離 をし、その後周縁 に小剥離 を加 えてい る。図下部 に石鍛 の中ご部 を作 り出した よ うな小 剥離

がみ られ る。

石11の 先端部 を作 り出すのに失敗 したよ うな石 器に も思われるが 、側縁加工 が うま くな く:横断面が レン

ズ状 にな っていない。図下部縁辺 を刃部 とした小形の掻器 と思 える。

6分 厚 な打製石斧 と思われ る。全体 の形状は丸墾 的である。横断面は菱形 である。側縁加工 は約90度

角 で行われているが 、剥離端部 が ヒンジや ステップ状 になって しまい、中央 の陵 は取 り去 るこ とがで きな

かったようである。正面 の中央部の長軸 の稜 部 を、陵面か ら数 回の敲 打で取 り去 ろ うとしてい るが、陵が

潰れて しまい失敗 して いる。刃部 も製作す るために何 度か剥離 を試みてい るが 、敲 打の潰れが み られ、刃

部角が90度 となっている。

6と 同一個体 の剥片が数点遺跡内に散在 している。接 合は しない。 中央の陵部や刃部 が うま く剥離 され

なかった打製石斧 未製 品の可能性 が大 きい。 また、丸墾 の局部磨製石 斧の素材 である可能性 もある。

この石斧は、新潟県(新 潟県1983)卯 の木遺跡の打製石斧 、下別当遺跡 、小瀬 ヶ沢遺跡の打製石斧 と

形状が近似 している。 また、長野県(長 野県史刊行会1986)唐 沢B遺 跡や神子柴遺跡 の局部磨製石斧 と

も形状 は近似 している。先土器時代最終末 よ り続 く縄文 時代草創期 の丸墾形局部磨製石斧や打製石斧 に関

係する打製石斧 と思われる。

7・88の 打製石斧が3分 割 して しまった刃部部分 、掻 器 に再加工 して用いたのが7の 石 器で ある。

8の 打製石斧 は頭部が 欠損 した短冊形 の打製石斧 である。薄 い板状 の:横広剥片 を用 い、打面部 を側 縁部

分 としている。両側縁 と刃部の縁辺 だけに規則的な調整剥離 をし、打製石斧の形状 を作 出してい る。

7は 打製石斧 の折 れ,た面 に調整剥 離 を加 えて、折 れた面 の陵 をな くし、その まま刃部 を掻器 として使 用

した ようである。刃部 の縁辺は少 し摩耗 している。

8の 打製石斧 は、薄 い板状の剥片 を利用 し、周縁部 にのみ剥離 を加 える短冊形の特徴は、直 刃式片刃打

製石斧 に近似 してお り、早期前半の遺跡 にみ られる(宮 下健司1986)。 同期 の もの と思われる。

9打 製石斧 の素材 と思 われ る。楕 円形の転石 を半裁 した横 広剥片 を用いている。打面部 を荒 く表裏 よ

り調 整剥離 し、刃部加工す る途 中で放棄 したもの と思 われ る。

10胴 部が少 し湾曲 した、頭部 と刃部が欠損 した打製石斧である。

12石 斧 の刃部 と見 られる石 器である。 板状の剥 片 を用 いている。 図右側辺 と胴頭部2/3を 欠損 して い

る。刃部 は円み を帯びている。一

11板 状 の剥片 を用 い、図上 部 と両側辺 を折 りとり方形の形態 に した後、一側縁の高 ま りを とり、下部

を刃部 に加工 した掻器 である。

13横 広 の大 きな剥 片を利用 し、打面部縁辺 の高 ま りを表裏 よ り取 り去 っている。その反対側 の側縁 に

小 さな調整剥離 を規則 的に加 え、その部分 を掻器 の刃部 として用 いた と思われ る。

14靴 箆 状に成形された石器である。礫 面 を残す横広剥 片 を素材 としている。打面及び打撃瘤 が裏 面か

ら取 り去 られている。横広剥片の先端部に相 当す る部分 に規則的 な調整剥離 を施 し側縁 とし、剥 片の側縁

にあたる部分に刃部加工 を施 し、箆形の掻 器に仕上げている。刃部の断面 のなす角 は50度 を測 り、平面形

は直線 的な形態である。

直刃斧 と形態的には近似す るが、刃部加工が認め られ、素材剥片の縁片 をそのまま刃部 として利用す る
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直刃斧 とは様相 が異なる・箆 状石・器 とも近似 するが 、箆 状石・器には小 形の ものが 多 く、本例り ような大 き

さの ものは認め られない。 また、撲 形の打製石斧 に も近似 してお り、本例 はこれ ら三類の石器 の中間的な

形状 を持 ってい るといえよ う。

15礫 面 を側縁 に残す不定形 な剥 片 を用 いている。礫 面 とは反対側 の側縁 に掻 器の刃部加工をしている。

その側縁 の一部 は、僅かに挟 れて、やや摩耗 してい る。

16・17横 広剥片 を利用 して、その一側縁 に刃部加 工 を施 し、直線 的な刃部の掻器 に仕上 げて いる。16

は刃部角55度 で規則的な刃部 の加工剥離 を施 してい る。17は 刃部角25度 で鋭利な刃部 になってい る。やや

挟 りのある刃部であ る。

19打 面 に礫 面 を残すやや縦長 の剥片 を用い、剥 片端部の裏面に刃部加工 を施 して、円み を持つ 刃部 に

仕上 げた掻 器であ る。刃部角度40度 である。

18板 状 の剥片 を用い、周縁 に大 きく剥離 を加 え円みのある素材に仕上 げている。 その回 りに細 かめの

刃部加工がみ られ る。周縁全体 が掻 器の刃部 と思 われる。刃部 の縁辺 は使用のため トロトロと摩耗 している。

20・21彫 器 と思われる石器 である。2点 とも板状 の横広剥 片 を用 いている。20は 剥 片端部 よ り側縁 に

樋状剥離 を加 えている。21は 礫面 の残 る打面部か ら剥片側 縁に樋状剥離 を加 えている。2点 とも樋 状剥離

に角度はほぼ直角 である。

22小 剥 離痕 のある横広剥片 である。剥片端部の縁辺に小剥 離痕が裏面にみ られる。使用のための小剥

離痕 であ ろうか。

23打 面部半分 を裏面か らの剥 離で取 り去 ってい る。二次調整のあ る剥 片である。一両側縁 の___.部に使用

のため と思 われる小剥離がみ られ る。

24・25横 広剥片の打面部 を表裏 よ り取 り除いた二次調整剥 離のあ る剥片であ る。24に は フェザーな剥

片端部 に使用 のため と思われ る小剥離痕がみ られる。25は 側縁 に小剥離痕が少 しみ られ る。

27願 を脚 険 た一一一一 のある剥片で・裏面に礫面を大 きく残 していう・側繰に小剥離痕がみ ら

れる。

26側 面に礫 面 を残す分厚な縦長 の剥片 を利用 している。 図の上部 と下部 に刃部加工 を施 した掻 器であ

ろ う。側縁 に も小剥離がみ られ る。

28打 面 と側縁 に礫 面 を残す板状 の縦長剥片 を利用 して いる。上部 は裏面 よ り調整剥離 し、フェザ.___な

剥片端部 に表裏 よ り小剥 離がみ られ掻器の刃部 として使用 してい る。

29板 状 の石核 であ る。三 面に礫面 を残 してお り、 その礫 面 を打面 としている。裏面は縦長 の剥片 を と

り、正面 は打面の位 置 を90度 変 えて横広の剥片 を とってい る。縁辺の一部に使用のための小剥離がみられ、

残核 を利器 として活用 した と思 われ る。

30石 核 であ る。円礫 の上面 に打面 を設 ける剥離 をし、裏面 に礫 面の円みを残 し、その礫 面に向か って

打面 を90度 ずっ変 えなが ら横広剥片 を取 っている。

31～34縦 長 の剥片で ある。31は 黒曜石製である。

35～37機 広 の剥片で ある。

38～41凹 石 である。39は 表裏 に凹みがみ られる。

42～45凹 石 と磨石 を兼 た石器 である。

42は 浅 い凹みが2カ 所正 面部 にみ られ、右側片部に磨 面がみ られ る。その後半分 に折れ た面に もス タン

プ型の石器の よ うな折 れ面の擦 り潰れがみ られ る。

43は 横断面が三角 形で全 面が磨面であ り、凹みは浅 い。

44は 使用のため石鹸形 になった磨石 で、表裏に凹みが長軸に沿 って数 カ所み られ る。
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45は 横断面三角形の長 細い棒状 の礫 を利用 している。長軸 の稜 を磨 面 とし、上下面 も磨面 として利用し、

平 らな面 も凹石 として 多目的に使用 されてい る。最終 的平面形は台形、断面形は六角形 の形 の整った形態

に変形 してい る。

45～51棒 状の重み のある横断面三角形 を呈す る大 きめの礫 を利用 した磨石 であ る。長軸 の側縁 の部分

を磨 面 とす る石器 である。

縄文早期か ら前期前半 に多 くみ られる磨石 であ る(小 林康 男1986)。 ある程度の重 み と、横 断面三角形

になる形態 を必要 としているようである。平坦 な面 を持つ石皿 とセ ッ トになる磨石 であ る。

52横 断面楕 円の棒状 の形態 をしている礫 の.___部を磨 面 とした石器である。図正 面下部 の部分 が磨かれ

て平になっている。

53～55平 坦な礫面 の一面 を磨面 とした磨石で ある。

56・61偏 平な円礫 を利用 してい る。平坦 な礫 面の表裏 を磨 面 とした磨石 であ る。61は 側縁 に打痕 もみ

られ敲 石 としても利用 されている。

57～60・62平 坦 な部分や側縁 も磨 面 とした磨石 である。57・59・62は 円形の礫 を利用 している。58は

楕 円形の礫 を利用 してお り半分 欠損 している。

63～67石 皿であ る。板状 の厚みのあ る破砕礫 を使用 してい る。63は 細 い溝状の線が長軸方 向に数十本

認め られ る。図の下部 の方に細い溝状の線が認め られ ないのは重機 によ り削 られて しまったため である。

骨儲器 な どの加工の際砥石 として用 いたのであろ うか。 その後石皿 として用 いられた らし く、その上が摩

耗 してお り、溝状の線が浅 くなっている。石 皿のよ うな凹みは認め られず板状の石 皿であ る。64は 凹みが

み られない石 皿である。64・65は 、46～51の ような断面三角 形磨石 とセ ッ トと思われ、縄文 時代早期前半

に多 くみ られ る板状の石皿 と思われる。65～67は 僅か に凹みが認め られた。

表1石 器 計 測 表

図 版

No.
遺 物No. 石 器 名 石 質 長 さ

(cm)

幅

(cm

厚 さ

(cm)

重 さ

(9)
備 考

1 B5-8 磨 製 石 斧 蛇 紋 岩 3.5 2.7 0.8 5.0 頭部約1/3欠 損

2 C7-27 石 匙 白色頁岩 3.8 1.5 0.8 4.1

3 C5-32 尖 頭 状 石 器 安 山 岩 4.7 2.2 1.1 7.7 基部に礫面 を僅か残す

4 C6-15 石 匙 安 山 岩 6.8 4.2 0.9 15.7

5 C7-29 掻 器 安 山 岩 3.3 2.7 0.7 6.4

6 B5 打 製 石 斧 安 山 岩 12.6 6.4 4.1 330.0 暗黄灰色土層出土

7 D8-9 掻 器 安 山 岩 5.6 5.5 1.7 51.6 打製石斧刃部か ら転用

8
D8-9十

C6-14 打 製 石 斧 安 山 岩 9.7 5.5 1.9 87.7 頭部1/3欠 損

9 C6-22 打製石斧未製品? 安 山 岩 14.3 6.6 4.0 27.0

10 B6-8 打 製 石 斧 安 山 岩 6.2 4.1 1.6 43.7 頭部 と刃部2/3欠 損

11 C5-2 打 製 石 斧 安 山 岩 7.3 6.1 1.7 35.1 頭部 と胴部2/3欠 損

12 B5-31 掻 器 安 山 岩 4.0 4.9 1.5 83.0

13 C7-8 掻 器 安 山 岩 16.6 7.6 2.2 232.0

14 D6-12 掻 器 安 山 岩 10.3 7.2 1.6 109.8 箆状石器に類似

15 C6-24 掻 器 安 山 岩 7.2 3.5 1.3 36.3

16 D7-11 掻 器 安 山 岩 5.8 8.4 1.4 65.3

17 D7-8 掻 器 安 山 岩 7.8 11.6 2.0 152.4

18 C6-24 掻 器 安 山 岩 7.5 6.4 2.4 78.0

19 C6-24 掻 器 安 山 岩 7.6 6.5 1.6 100.6 刃部摩耗

20 C8-1 彫 器? 安 山 岩 7.4 8.9 1.8_ 86.1
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21 B5-38 彫 器 安 山 岩 6.2 8.6 2.2 102.0

22 B5-12 二次調整剥離のある石器 安 山 岩 2.7 7.7 1.3 17.7

23 B5-30 二次調整剥離のある石器 安 山 岩 5.6 8.8 1.7 51.1

24 D7-9 二次調整剥離のある石・器 安 山 岩 9.7 6.4 1.7 77.3

25 B6-2 二次調整剥離のある石器 安 山 岩 6.4 9.7 2.2 96.5

26 C6-30 二次調整剥離のある石・器 安 山 岩 9.2 6.0 3.5 195.6

27 C7-22 二次調整剥離のある石器 安 山 岩 7.2 5.6 2.5 90.4

28 C7-19 掻 器 安 山 岩 8.0 6.6 1.8 104.2

29 D6-17 石 核? 安 山 岩 4.8 9.7 2.6 116.6

30 B5-1 石 核 安 山 岩 6.8 8.9 4.5 300.9

31 E9-4 剥 片 黒 曜 石 6.9 3.1 1.6 26.2 打点部折れ

32 B5 剥 片 安 山 岩 5.7 2.9 1.0 15.2

33 D8-11 剥 片 安 山 岩 7.5 3.9 1.3 36.9

34 D7-9 剥 片 安 山 岩 6.7 4.5 1.1 32.1

35 B5 剥 片 安 山 岩 4.1 5.0 1.2 21.3 図 版No.6と 同 一 母 岩

36 B6-3 剥 片 安 山 岩 5.1 7.4 1.8 56.8

37 C6-20 剥 片 安 山 岩 5.4 4.9 2.1 50.9

38 D5-1 凹 石 玄 武 岩 10.1 6.4 5.8 415.2

39 B6-7 凹 石 安 山 岩 7.4 6.7 5.2 260.3

40 一 凹 石 安 山 岩 7.8 8.2 5.9 368.5 1/2欠 損

41 C5-5 凹 石 安 山 岩 6.8 6.1 4.8 213.1

42 B5-20B 凹 ・ 磨 石 安 山 岩 8.0 7.1 6.4 362.6 1/2欠損、折れ面磨石 として使用

43 C6-37 凹 ・ 磨 石 安 山 岩 8.7 6.7 6.0 390.4

44 B5-5 凹 ・ 磨 石 安 山 岩 10.8 6.6 4.7 380.6 凹み表裏に3ヵ所ずつ。石鹸型

45 C5-34 凹 ・ 磨 石 安 山 岩 14.6 6.7 6.7 718.7 断面6角 形

46 D6-31 磨 石 石英斑岩 19.6 5.4 6.3 885.9 穀摺石

47 D7-5 磨 石 安 山 岩 16.5 7.7 6.5 1036.2 穀摺石

48 B5-42 磨 石 砂 岩 18.2 9.9 7.3 1490.0 穀摺石

49 C5-35 磨 石 砂 岩 13.2 5.8 4.6 466.2 穀摺石

50 E9-2 磨 石 砂 岩 15.6 6.0 5.5 708.1 穀摺石

51 一 磨 石 砂 岩 15.6 7.8 5.9 867.3 穀摺石

52 B5-30 磨 石 砂 岩 14.0 4.0 2.4 172.0 砥石?

53 C6-35 磨 石 安 山 岩 10.0 6.7 4.8 316.9 1/4欠 損

54 C7-26 磨 石 安 山 岩 9.5 5.4 6.0 487.8

55 D7-4 磨 石 安 山 岩 8.3 7.7 5.1 435.1

56 E8-1 磨 石 安 山 岩 10.2 9.5 3.8 538.7

57 B5-16 磨 石 安 山 岩 9.0 9.2 6.5 630.2

58 B7-1 磨 石 花闇斑岩 7.9 11.4 5.4 362.0 1/2欠 損

59 C7-24 磨 石 安 山 岩 7.3 6.4 4.8 299.6

60 C6-36 磨 石 安 山 岩 11.0 7.1 4.3 445.0

61 06-30 磨 ・敲 石 安 山 岩 9.5 9.8 4.6 607.9

62 B5-3 磨 石 安 山 岩 8.8 8.2 4.9 530.3

63 B5-20A 石 皿 安 山 岩 19.8 16.2 6.3 2500.0 溝状条線有。板状 。

64 B5-33 石 皿 安 山 岩 27.5 16.4 8.0 5200.0 板状

65 S6-39 石 皿 安 山 岩 26.6 26.6 6.9 7550.0

66 C5-37 石 皿 安 山 岩 36.8 35.3 6.2 7500.0

67 C6-39 石 皿 安 山 岩 34.8 27.9 5.5 7500.0
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図7縄 文 時 代 石 器 実 測 図11:2
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図8縄 文 時 代 石 器 実 測 図21:2
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図9縄 文 時 代 石 器 実 測 図31:2
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図1σ 徽 時代碍 実測図4、:2
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図11縮 文時代石器実測図51:2
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図12縄 文 時 代 石 器 実 測 図631～371:238～441:4
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図13縄 文 時 代 石 器 実 測 図71:4
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図14縄 文時代石器実測図81:6

9
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第3章 結
_.五

ロロ

従来 、鳴沢頭遺跡 として扱 われて いた範囲は、中堤深奥部 よ り湧 出す る水流に よって形成 され た谷地 状

地形 をはさんだ両岸 に またが るきわめて広 い部分 であった。今 回、鳴沢頭1・II遺 跡 に分離 した理 由は 出

土土器 の様相に大 きな相違 を認め たか らとしているが 、本来的にい うと谷地 を挾んで存在す るだけ で も少

な くともA・B地 点 として峻別す る必要 があ るといえよ う。 そうい う意味では、今 回の分離は 当然 といえ

る。

今回出土 した土器 は、縄文草創期、早期 、前期 、中期 と幅広い年代 にわたってい るが 、・特徴 的 なのは草

創期 の土器 である。従 来、飯 山地方の草創期 の土器 は、小佐原 ・三枚原 ・北竜湖等 にみ られ るよ うに主 と

して草創期末の表裏縄文土器 であった。それが今 回、新潟県室谷 洞窟や 山形県 日向洞窟 出土の押圧縄 文に

類似 した土器が 出土 した。 この種 の土器につ いては、今後更に資料 の集積 と研 究 を進めてゆか ねばな らな

いであろ う。

第II類 土器 については、草創期 の様相 をもちなが らこれ といった きめ手 もな く時期不詳 とせ ざるを得 な

か った。今後 、類例 の増加 が、この種の土器 に年代時位置 をあたえて くれ るだろ う。

押型文土器 は、温井 台地 の各地 で出土 している。本遺跡で も7点 ほ ど出土 した。飯 山地方 の押型文土器

の出土状況は、遺構内か らまとまって発見 されるこ とはな く、本遺跡の ように散発的であ る。従 って、押

型文土器の文化 内容に迫れないのが実情である。

早期 では、押型文土器のほか に貝殼腹縁文土器 、条痕文土器が 出土 した。これ らの土器につ いては、当

地方では出土例が少な く貴重 な資料 といえ よう。 また、東北地方前期 前半の土器 と関係 を有す る土器 も出

土 してお り、縄文前期 土器研 究の上 に重要 な示唆 をあたえて くれ た。

出土土・器は、年代 的に も幅 があ り、それぞれが 当地方の縄文土器研 究に とって欠かすこ との できない貴

重 な資料である。ただ残念なこ とは、遺跡の もつ特殊性故 に量的にいたって少 ない ことと、遺構内 出土の

土器で ない ことであ る。
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第4編 カササギ野池遺跡





第1章 遺跡の概要

1遺 跡の概要

カササギ野池遺跡は、温井から桑名川へ下 る道か ら大原グランドで分岐 して下る道の北側 、 「大谷地 」

と 「カササギ谷地」(和 水池)の南に広がる遺跡である。温井の北条幸作氏が発見された遺跡で、氏の著書

r考支学上か ら見たわが郷土 』によれば、谷地の周囲の畑から石鍛 ・糸切 り底の土器が採集 されたと記さ

れている。その後の分布調査でも縄文土器 と思われる破片が採集されている。

今回の調査は和水池の南の丘稜上で、調査の結果、縄文時代草創期の有舌尖頭器、爪形文土器、前期縄

文土器 ・石器、平安時代の土器などが出土した。ここも当初遺跡の可能性は低いと考えていた所であった

が、予想以上の貴重な遺物が出土 し、重要な遺跡となった。

2調 査方法

(1)調 査地 点(図1)

調査地点は南北に延び る尾根の南の基部 にあた り、約50m四 方の平坦 面 をな している。西南は急斜 の丘

図1調 査 地 周 辺 地 形1:1000
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陵に さえ ぎられ る。平坦 面の西南部は、東南か ら西北へ開 く小 さな谷地 となってい る。この谷地 は東南つ

ま り奥 の方が標高が低 く、大雨等があれば 自然の水溜 りが 出来 るであろ う。

調査地 はこの平坦部 の東北側 で現況は山林 であったが、 ある時期 に畑地 として利用 され た痕跡が残 って

いた。

(2)調 査区の設定(図2)

調査 区内の地区割 りにつ いては5mの グ リッ ト法 とし、表土除去後 に調査地 に合 わせて5m方 眼 を組 み、

東南か らA・B・C… … 、東北か ら1・2・3… … と呼称 した。 そ してG・F区 間 ライン と1・2区 間 ラ

インの交点 と、G・F区 間ライン と7・8区 間ラインの交点 をそれ ぞれ基準1・2と し、工事 用座標 の出

ている開発範囲境 界杭 か ら方 向 と距離 を測定 した。基準に用 いた境界杭 は調査地北の2点 で図1中 境1に

トランシ ッ トを据 え、境2を 視 準 として基1・ 基2の 角度 を測.った。測定値 は以下の とお り。

境1と 基1の 距離25.10m∠ 境2・ 境1・ 基1285。44'10"

境1と 基2の 距離45.50m∠ 境2・ 境1・ 基2323。20'50"

レベルは工事用ベ ンチマー ク(L=487.514m)を 基準 とした。

(3)調 査方法

調査方法は、まず重機 による表土 除去 を幅4m程 行 い、ジ ョレン等で遺構 ・遺物 の確認 を した後、遺物

の出土 した所 を中心 に重機で調査地 を拡張、遺構 ・遺物 の検 出を行 った。遺構 ・遺物 の検 出は黒色土層の

下層か ら掘 り始め 、黄色粘質土層(地 山)ま で掘 り下げた。 また、旧石器の有無の確認のため黄色粘 質土

を約1m幅 で深 さ30cmの 試掘杭 を入れ て掘 り下げた。

図2調 査 地 全 体 図1:400
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遺物 の とり上 げは、原則 として1点 ずつ地 点 と高 さを測 って とり上 げた。 とり上 げ時の注記は便 宜的に

調査地東北部 を北、同西南部 を西 として、西1(N1)、 北1(K1)と 番号 をふ った。

図面 の作成は、全体 図 と遺物分布図 と兼 ねて60分 の1平 板 図を作成 し、遺物の 出土状況に応 じて徴 細図

を作成 した。写真 は 白黒 とカラース ライ ドを35mmフ ィルムで適宜撮影 した。

3層 序(図4)

調査地内の層序 は、尾根稜線部では表土直下が黄色粘質土であ り、調査地南西部 の谷地 では上か ら暗灰

褐色土(表 土約0.3m)、 黒色土(約0.3～0.4m)、 暗黄灰色土(約0.2～0.3m)、 暗灰色土(約0.3m)、

黄色粘質土(地 山)と なる。飯 山地方の遺跡 の多 くは黒色土の下が黄色粘質土層で両者 の間に漸移層が あ

るのが普通だが、当遺跡 では漸移層に相 当す るのが暗灰色土層で、その上に さらに暗黄灰色土層が ある。

地 山の黄色粘 質土 は上層が ソフ トで約20cm厚 、その下 にやや硬 い層が あ り、その下 に赤色 ・青 色粒 を含む

黄褐色粘 質土層 がある。

遺物は、平安 時代 の土器が黒色土の下層 で出土 し、有舌尖頭器 ・縄文土器 は暗黄灰色土か ら出土 してい

る。
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第2章 遺 物

1遺 物 出 土 状 況(図3・ 図4)

(1)縄 文時代

縄文時代 の遺物は調 査地東北隅のB・C1区 と、調査地南西部の谷地D～F5～8区 で出土 している。

B・C1区 では磨製石斧な どの石・器が数点、黄色粘質土 の上面か ら出土 している(図2)。

D～F5～8区 では 、土器 ・石器が散在的 に出土 している。土器・は前期縄文土・器がF6区 を中心 に分布

しているほかに、石英粒 を多量に含む無文土器がD6区 に5片 ま とまって出土 してい る。 爪形文土器 は小

片がSK1と 呼称 した土器だ ま りか ら数片が出土 している。

SK1(図3)はD6区 にあって、前期 の深鉢(図6-44)の 破片が集 中 して いた所 で、明確 な掘 り込

み等は確認で きなか ったが便宜的にSK1と 呼称 しておいた。 出土 した深鉢 の破片は同一個体 と考 え られ

るが、一個体 分には足 りない。爪形文土器 はこのSK1か ら小片が数点出土 して いるが、集 中しておらず、

混入品の可能性 が高 い。 また、1点 のみ縄文土器(図8-18)片 が最 下か ら出土 している。 このSK1が

検出 されたのは縄文土器 包含層で ある暗黄灰色土 を掘 り下 げている途中であ り、暗黄灰色土 中に土器 が集

中 していた。

また、縄文施文の土器 の うちで も薄手で古相 を呈す るもの(図55～9)は 有舌尖頭器 の近 くか ら3点

が 出土 している。

図3SK1遺 物 分 布 図1:20
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石器は、有舌尖頭器が遺物出土地 中央E7区 で2点 出土。石匙 ・鎌 ・凹石 ・磨石 は前期縄文土器 の集 中

す るF6区 の近 くか ら出土 している感が ある。 またF6区 東南隅 に黒曜石のチ ップが集 中 している所が あ

った。

これ らの縄文時代 の遺物 は黒色土 の下層であ る暗黄灰色土層か ら出土 しているが 、有舌尖頭器 も前期 の

土器 も出土層位は同 じであ る。

(2)平 安時代(図9)

平安 時代 の遺物は、D・E7・8区 で土師器 のi甕が黒色土下層か ら出土 している。i甕は数個体 あ る と考

えられ るが 、出土量は少 ない。 出土層はほぼ一定 してお り、上下10cm以 内である。 また出土層 の所 々に炭

の集中が所が認め られた。炭 は小粒 で約0.5m範 囲内にか たまって、数 か所 あったが写真撮影 のみで図化

していない。

2縄 文時代の土器

第1類 か ら第5類 まで縄文時代の土器であ る。

第1類 爪形文?(図51～4)

1色 調 は暗黄褐色 、内面茶褐 色。胎土 は砂粒 を含んでお りやや脆 い。器厚 は6～8mmで 底部近 い破片 と

思われる。文様は爪形文 の大 きさが6×1mmで 、ほぼ等間隔に左か ら右へ施 され、それが破片全体 に数段施

文 されている。

2赤 黄褐 色の色調 で、胎土は小石や細か な砂粒 子 を多 く含み 、やや脆 い。内面は指 頭痕 を残 す。底部

付近 の破片 と思われ、やや屈曲 してお り、薄 い平底か丸底 の器形 では ないか と思 われ る。文様 は爪形文 で

右か ら左 に施文 してお り、それが数段施文 されて いる。

3・4同 一個体 である。色調 は暗茶褐 色。胎土は長石 のよ うな白色粒子 を多 く含み、やや脆 い。 器厚

は5mmで 薄 い。内面は丁寧 に整形 されているが、外面の無文部は 白色粒子 が表面に出て きてお り、ざ らざ

らした感 じであ る。文様は 口縁直下 に一列左か ら右へ施文 されて いる。3・4の 文様 は、爪形が三 日月様
　 ユ　

に湾曲せず、直線的な もの であ り、やや ギザ ギザ している。爪形文 とい う名称には疑問 を感 じるが、薄い

石 片の様 なもので施文 したもの と思 われ る。

第1類 土・器は、4片 とも小破片であ り、時期判定 は困難 であ る。 この4片 は前期前半のループ文土・器 と

同 じ遺構内 よ り出土 してい る。遺構 内の土器は、 この4片 と、2と 同一個体 と思われ る表面が摩 滅 した2
　 　　

片 と、繊 維の混入 した縄文の1片 を除けばすべ て同一個体 のループ文 である。ルー プ文は繊 維が混入 して

いるが、第1群 の土器は繊 維の混 入が な く、・器厚 も5～6mmと 薄い。ルー プ と第1群 土器は非常 に異質であ

る。前期 前半 土器群 の遺構 の覆土 に、草創期 の爪形文土器が混入 していた可能性 も考 えられ よう。

第2類 薄手縄文(図55～9)

5-8厚 さ5～6mmの 薄手の内外面灰黒色の土器 であ る。胎土 は粒子が細か く、 白い細か な長石 の様 な

粒子が多 く含 まれ ている。焼成 は良 く、堅い。文様 は6・8は0段 多条の単節縄文で、5は0段 多条の単

節羽状縄文 で、7は 単節縄文 である。

9厚 さ6～8mmの 薄手である。裏面に指頭痕が あるために、厚みが一定 でない。胎土 は白色の長石 と思

われ る粗 い粒子が非常 に多 く、色調は内外面が灰黒色で、断面が 白灰褐色 の堅めの土器 である。文様 は0

段 多条の単節縄文であ る。

第2類 の土器は堅い薄手 の黒色の土器群 である。鳴沢頭II遺 跡の薄手縄文の土器 と類似点 を持つ 。小破

片であるので土器全体 の文様や器形が明確 にならず、今後 の類例 を待 ちたい。

第3類 繊維混入縄文(図510～32)
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図4主 要部遺物分布図1:120
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10・14・19・21色 調 が灰褐 色～黒褐 色で、胎土は長石 の ような白色の粒 子が多 く含 まれている。表面は少

し摩滅 している。少々薄手 の土器で ある。文様 は単節縄文 である。類似 しているが同____個体 では ない。

117mmの 器厚 で、繊維 の混入量が 多 く、脆 い。文様 は摩滅 して いるが、単節縄文 と思 われ る。色調は

暗茶 褐色 で、断面が黒色 である。

127～8mmの 器厚 であ る。色調は外面赤褐 色、内面暗褐 色 、断面黒色である。非常 に脆 く、文様 が摩

滅 している。単節縄文 と思われる。

13・17色 調 は暗褐 色。胎土 は砂粒子が 多い。文様 の縄文 の部分は摩滅 している。単節縄文 と思 われる。

内面は丁 寧に整形 されてい る。

15色 調赤褐 色。長石や雲母 を含む薄手の破片であ る。繊維量 は少 ない。文様 の縄文は摩滅 してい る。

単節縄文 と思 われ る。

16色 調黄褐 色。小石 を含む胎土 である。文様は単 節縄文 である。.

18色 調 は茶褐 色。胎土は砂粒子が 多 く含 まれている。繊維量は 多い。文様 は表面が摩滅 している。0段

多条単節縄文 のよ うにも思われるが、縄文末端部が まちまちで、自縄 自巻 の押圧縄文 のようにもみえる。回転

縄文か押圧縄文 であるのか不明である。 内面 は良 く整形 されている。SK1の 底面 よ り出土 してい る。

20色 調 は暗黄褐色。胎土は小石 と砂粒子 を多 く含む。断面 は灰黒色で繊維が 多い。文様の縄文 は摩滅

している。単節縄文 と思 われ る。内面は丁寧 に整形 されている。

22色 調は内外面 とも黒灰色。焼成は堅 くしまってい る。胎土 は長石 と思われる白い粒子 が多 く含 まれ

ている。文様 は単節 の羽状縄文であ る。

23～27色 調 は外面が赤褐 色～茶褐 色 、内面か ら断面 までが黒褐 色。胎土に:茶色 のパ ミスの ような粒子

混入 してお り、粗 い砂粒子が 多 く、繊維 の量 も多い。23・26・27の 内面は丁寧に整形 されてい るが 、24・25

の内面 は砂粒子 が表面 にみ える感 じで整形 されて いる。縄文 の文様 は摩滅 してお り撚 りがはっ き りせず 、

明確 ではないが、胎土等か らほぼ同____の個体 のよ うに思われる。文様は単節縄文 と思われ る。

28・29同 一の個体 である。色調 は黄褐色。胎土は繊維 が多 く、細かな砂粒子が含 まれている。29な ど

摩滅が激 しく、は っきりしないが、単 節の羽状縄文 と思われる。

30色 調は赤茶褐色 。断面黒色。繊 維が多 く含 まれている。文様 は単節の羽状縄文であ る。

31色 調 は灰茶褐 色。断面黒色。胎土は小石や粗 い砂粒子が含 まれてい る。文様 は菱形になるよ うな単

節の羽状縄文 であ る。

32色 調 は赤茶褐 色。断面黒色。胎土は非常 に繊 維が含 まれ てお り、脆 く、外面 の文様はほ とん ど摩滅

してお り、縄文の条が微か に解 る程 度であ る。羽状の縄文 と思 われ る。

第3類 は繊維 を含む縄文土器で あ り、前期前半の関山式～黒浜式併行期 の土器 と思われ る。18に 関 して

は、縄文が 回転 なのか押圧 なのかは っき りせず、時期 不詳 である。

第4類 無 文(図533-41)

336mmの 薄 い器厚 である。繊維が混入 されてお り非常 に脆 い。胎土細かな長石が多い。色調 は暗茶 褐

色。断面黒色 である。

346mmの 薄 い無文 である。胎土は緻密 な砂粒子で雲母 も多い。焼成は非常 に良 く、色調は外面茶褐色 、

内面黒色 である。内面は非常 に丁寧に整形 されて いる。

35白 黄褐色 の無文土・器。胎土 は白色 の長石 の ような粒子が 多い。焼成は良好 である。

36-741色 調 は赤褐 色。胎土は金雲母 を多 く含む砂粒子 を多 く混入 させ てお り、非常 に脆 い。同一個体

であ る。

第4類 の無文土器は時期不詳 である。
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図5縄 文 時 代 土 器 実 測 図11:2
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第5類 ループ文(図644)

44色 調黄褐 色。胎土 は多 く繊維 を含み小石 混 じ り

で砂粒子が 多 く、非常 に脆 い。底部 はないが、口径27.8

cmの 口縁部がやや 開 き加減 で胴部下がやや膨 らみ を持

つ、深鉢 と思 われ る。地文 にルー プ文 を口縁部 よ り底

部付近 まで充填 させ 、その後、 口縁部直下 に3～4条 の

角 押 し文 を:横位施文 してい る。

第5類 のルー プ文土器は、縄文 前期前半 の関 山式期

併行 の土器 と思 われ る。

第6類 その他の土器(図542・43)

42色 調 は黄褐色。胎土は砂粒子 を多 く含み、焼成

のやや良好 な破 片である。文様は、半載竹管 による平

行沈線文 で施文 している。小 さな破片のため 、文様や

・器形の詳細は不 明であるが、前期 後半 の深鉢胴部破片

と思 われ る。

43色 調は黄茶褐 色。胎土 は砂粒子 を多 く含む。焼

成良好 な破片であ る。2本 の隆帯が平行 に縦位仁 張 り

◆は繊維混入

図6縄 文時代土器実測図21:4

付けられその間に太い沈線が施されている。中期の深鉢胴部の破片と思われる。

注1谷 口康裕氏に実見していただき草創期の爪形文 とするには疑問があるとのご教示 をいただいている。

注2外 面が剥がれてお り文様が解 らない破片であるが、胎土など2に 類似 してお り、器形がやは り屈 曲してい

る。

3縄 文 時代 の石 器(図7・8)

当遺跡 の石器は縄文時代 の石器 と思 われ る。

1・2安 山岩製あ有舌尖頭 器である。2点 とも暗黄灰色土 層 より出土 している。1は 先端 と基部 を僅

か欠損 した長 さ5cm程 の石器 である。基部が若干幅広 な形状 で返 しは少 ない。剥離が整 ってお り、縁辺が

少々鋸状 になっている。2は 先端部が約半分 欠損 してお り、基 部 も僅か に欠損 した細身形態の有舌尖頭器

であ る。1に 比べ剥離が大 まかであるが形状 は整 っている。

1は 幅 が4.8mmで 細身で あ り、返 しが ある形態 は、長野県仲 町遺跡第2土 拡(埼 玉考古学会1986)の 有舌

尖頭器に類似す る もの と思われ る。仲町遺跡は爪形文土器な ど縄文 時代草創期 の土器群 を出土 している遺

跡であ る。1・2の 有舌尖頭器 も仲町遺跡 とほぼ同時期 の所産 と思 われる。

3安 山岩製 の凹器の石鍛 である。 ほぼ二等辺三角形の形状 を呈 している。主要剥離面 を残 し、縁辺 の

小剥離のみで形 を調整 してい る。

は っき りした石鎌 の時期 は解 らないが、繊 維土器 の近辺か ら出土 してお り前期の石鍛 の可能性が ある。

4肉 厚 な剥 片 を利用 し、両側縁 に剥離 を加 え、先端部の尖 った石器 に仕上 げてい る尖頭状 の石・器であ

る。基部 は欠損 している。____側縁の剥離は表裏 より施 されてい る。その部分 が掻 器の刃部 として調整 され

た可能i生もあ り、先端部 を錐 として利痢 した可能 性 もある。

5硬 質頁岩製 の縦形石匙であ る。縦長の剥 片を利用 してい る。正面の剥離 は非常 に整 った押圧剥離で

調整 してい る。正面左側縁 よ り右側縁 の方の押圧剥離が短い とい う片寄 りがみ られ る。裏面 は、主要剥離
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面 をほ とん ど残 し、その側縁部には小剥離痕がみ られ る。両側辺 は直線的であ り、図の下部縁辺 は傾斜 し

てい る。摘みの部分 は両側縁 に挟 りをいれ、方形 の摘み にしている。東北地 方で出土す る"松 原型"縦 形

石 匙(秦1991)と 類似す る。石材 も硬質 の良質 な頁岩であ り、早期末 よ り前期 前半 の東北地方 よ りの搬

入品 と思われ る。

6安 山岩製の磨 製石斧 である。1・2の 有舌尖頭器 よ り東方 向へ30m離 れた地 点の暗黄灰色土土層 よ

り出土 した。安 山岩製で風化 している。両側 面 と頭部 に剥離面 を残 しているが全体 的に よ く磨かれている。

刃部は直線的で、やや 片刃である。頭部はやや 曲がっている。

丸墾 の局部磨製石斧 よ り、刃部角度がやや 緩や かであ り、刃部 が直線的 である。

6の 磨製石斧 は原礫 面 を利用 して、その周縁部に剥 離 を加 え、刃部や側縁部 を磨 いた ものではないか と

思われる。丸墾石斧の草創期 前半期 よ り後 出期 の磨 製石斧 ではないか と思 われ る。

7横 広の剥 片の周縁 に小 さな剥離 を施 した掻 器であ る。図の上部 か ら右側縁にかけての剥離 は裏面 よ

り施 し、右側縁か ら右下部にかけては正面 よ り剥離 してい る。左下部 は裏面 よ り、左側 縁は正 面 よ り小剥

離が施 され ている。

8:横 広剥片 を用 いている。図の左側縁 に正面 よ り細か く剥離 し、その側縁か ら下部 にかけて、細か く

規則的に裏面 よ り剥離 を施 している。側縁部 を刃部 とす る掻器 と思 われ る。 その側 縁部 が若干摩耗 してい

る。

9:横 広剥片の打面部 を取 り除 き、図の下部縁辺 に細かな規則的 な剥離 を施 した掻 器 と思われ る。

10横 広剥 片の一一側 縁に小剥離 を正面 よ り施 した掻 器であ る。 もう一方 の側縁 にも狭い範囲に少 し挟 り

を持つ小剥 離がみ られ る。

11縦 長剥 片の打面部の回 りの側縁に調 整剥離 を施 した剥 片である。剥 片端部が欠損 してい る。

12打 面部に小剥離 を施 した横広 な薄い剥 片である。

13正 面に礫面 を残す分厚 な剥片 であ る。剥 片端部 に剥離痕がみ られ る。

14分 厚 な剥 片である。

15細 長 い楕 円の礫 を利用 した敲 打器で ある。剥 片に小剥離 を加 える際に剥片 の縁辺 を固め の石 に押 し

当て ると、ギザギザ した細い傷 が生 じる。 その ような痕跡が この石・器の____部にみ られ る。

16～18磨 石の欠損 品で ある。16は 楕 円形の礫 の一側縁 を使用 している。17は 楕 円形の礫 の二側縁 を使

用 した磨石 である。18は 石鹸形で、ほぼ全面 を磨石 として使用 している。

19磨 石 と凹石 を兼 ねた円形の石器 である。磨 面 と凹面 は両面に認め られ、凹部は表裏一ず つである。

20板 状 の石皿である。使用に よる凹面が な く、板状破砕礫 を利用 している。

21厚 い方形の礫 を半載 し、板状 に した面 を使用面 としてい る石皿 の欠損品である。

4平 安 時代 の 土 器(図10)

平安時代 の土器 として甕 が数個体 ある。

1は 今回出土 品の中では長 い口縁部 をもつ もので1片 のみ出土。内外面 ともハ ケ調整 され、外面はハ ケ

ののちナデ。 口径20.8cm。

2～4は 同一個体 と考 えている。短 く外方 にやや屈曲 して開 く口縁部 と長胴 の体部 をもち、平底である。

細か いハケ調整が全面に施 され ている。 口径18.8cm。 破 片は多い。

5・6は 同一一個体 と考 えている。 口縁部 の形態 は2と よ く似てい る。体 部は砲弾形で丸底 と思われる。

口縁部 内外面は細かいハ ケ、体部外面は タタキの後ヘ ラケズ リ。体部 内面下半 には同心円文 のあて具痕が

残 り、上半はハ ケ。 口径19.6cm。 破片は 多い。
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7は 口縁端部がやや 外に肥厚す るやや小形の もので、 口径13.2cm。 内外面 ともにハ ケ調整 され る。1片

のみ。

これ らの甕は昨年度発掘 した トトノ池南遺跡で出土 している もの とよ く似 てい るので同様の10世 紀代 を

中心 とした年代 と考 えてい る。

表1石 器 計 測 .表

図 版

No.
遺 物No. 石 器 名 石 質 長 さ

(cm)

幅

(cm

厚 さ

(cm)

重 量

(g)

備 考

1 N147 有舌尖頭器 安 山 岩 4.8 1.4 0.6 3.1 先端 と基部を僅かに欠損

2 N68 有舌尖頭器 安 山 岩 4.7 1.6 0.7 6.3 先端1/3と 基部僅かに欠損

3 N106 石 鍛 安 山 岩 2.0 1.3 0.3 0.5

4 N97 尖頭状石・器 安 山 岩 6.9 7.7 1.7 30.7 基部欠損

5 N98 石 匙 硬質頁岩 8.7 2.4 0.8 13.6 縦型。松原型。

6 K2 磨 製 石 斧 安 山 岩 15.2 6.0 3.3 512.6 丸墾 型?

7 N114 掻 器 安 山 岩 4.5 3.9 0.9 14.7

8 N2 掻 ・器 安 山 岩 5.3 3.6 0.7 18.5 刃部摩耗

9 N66 掻 器 安 山 岩 4.6 6.4 1.2 25.1

10 N86
二次調整剥離
のある石器 安 山 岩 5.6 10.4 1.4 71.7

11 N172
二次調整剥離
のある石器

黒 曜 石 4.1 1.7 0.7 3.5

12 K1
二次調整剥離
のある石器 安 山 岩 4.5 4.8 1.0 17.1

13 K7 剥 片 安 山 岩 6.0 5.4 3.1 84.6

14 K3 剥 片 安 山 岩 6.7 5.6 3.0 85.7

15 N74 敲打痕のある
石器 砂 岩 12.2 3.3 7.8 117.8

16 N53 磨 石 安 山 岩 11.3 7.0 5.3 656.1 1/6欠 損

17 N153 磨 石 安 山 岩 14.4 7.9 4.7 527.9 1/4欠 損

18 N103 磨 石 安 山 岩 6.2 6.2 4.0 178.4 石鹸型。1/2欠 損

19 N136 凹 ・磨 石 安 山 岩 9.9 8.3 4.4 442.8

20 SK1 石 皿 安 山 岩 24.1 20.0 7.6 5200.0 板状

21 K4 石 皿 安 山 岩 25.7 17.2 7.9 4500.0
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図7縄 文 時 代 石 器 実 測 図1.1:2

-90一



図8縄 文時代石器実測図2
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図9平 安 時 代 土 器 分 布 図1:120
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第3章 結
_._..五

ロ ロ

遺跡は、鍋倉山の溶岩流によって形成された 「鍋倉山第五溶岩台地」上にある。この種の地形の特徴は、

微高地 とそれにともなう凹地が随所に存在することである。そして、凹地には湧水があり、微高地上 ある

いは湧水の近辺に必ずといってよいほど遺跡がある。本遺跡 も 「カササギの谷地」 と呼称されている低湿

地南方の微高地上にある。

低湿地周辺の畑から石鍛、土師器破片が採集されてお り、縄文時代、平安時代の遺跡 としてご く一部の

人達に知 られているのみであった。従って、今回の調査でも縄文時代前期か平安時代の遺物 ・遺構が主体

であろうと考 えていた。有舌尖頭器や爪形文土器 を中心 とする縄文草創期の遺物が出土するなど夢想だに

しなかったのである。ただ爪形文土器については、縄文前期の遺構内で縄文前期土器 とともに出土 してお

り、当初誰れもが気付かなかったのである。それが整理中において注 目され、俄然注目を集めたのである。

ただ出土 した爪形文土器は、数量的にも数片であり、しかも小破片であって軽々しく縄文草創期の爪形文

土器であると断定 しかねる面をもっていることも事実である。 しか しながら、今迄飯山地方の縄文草創期

の土器は、表裏縄文土器だけであ り有舌尖頭器の出土とともに出土 した爪形文土器は私達に縄文草創期研

究への熱意を大 きく駆 りたてたこともまた否定できない事実である。本遺跡出土の爪形文土器が果 して、

縄文草創期の土器であるか否かは、今後の類例の増加 と研究の進展にまつところが多い。いずれにしても

鳴沢頭II遺跡における室谷洞穴出土土・器の類似土・器とともに飯山地方の縄文草創期の究明に大きな課題を

私達にあたえたことは否定できない事実である。

縄文前期について触れるならば、東北地方との関連を示す縦形石匙の出土が重要であろう。この種の石

器は北竜湖遺跡からも出土 してお り、鳴沢頭II遺跡出土の東北地方 との関連を有する縄文前期前半の土器

とともに当地方の縄文早期末か ら縄文前期前半の研究にとってきわめて貴重な資料 といえよう。
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第5編 休 場 遺 跡





第1章 遺跡の概要

1遺 跡の概要
ロ

休場遺跡はカササギ野池遺跡から一段下った所にある。古 く休場谷地 といわれて今は水田となっている

湿地の南～東に広がる遺跡である。この遺跡 も温井の北条幸作氏が発見 した遺跡で、打製石斧が採集 され

ている。

今回の発掘調査は遺跡の西南部にあたり、お とし穴 と考えられている土坑2基 、縄文時代早期 と前期の

遺物が両掌に一杯程度出土している。

2調 査方法

(1)調 査地点(図1)

今回の調査対象地は西か ら東へゆるやあに傾斜する丘陵斜面である。斜面は東へゆくに従って傾斜がゆ

るくなり小さな谷地 を経てやや広い頂部平坦面をもつ尾根へ と続 く。北は水田に面している。調査は丘陵

斜面に2か 所の試掘 を行い、最 も平坦な斜面下端に調査区を設定 した。また当初開発範囲に含まれていな

かったが、道路予定地が調査地の東にあるのでそこも1か 所試掘を行い遺跡の有無を確かめた。

図1調 査 地 区 周 辺 地 形1:1000

_97



(2)調 査区の設定(図2)

調査区内の地 区割 りについては5mの グ リッ ド

法 とし、農地開発用工事 メッシュを基準に5m方

眼 を組み東か ら西へA・B・C… …、北か ら南へ

1・2・3… … と呼称 した。

基準1・2・3と もに6工 区工事用 メッシュの

35ラ イン(X=一5640)上 で、基準1は17ラ イ ン

(Y=106380)と の 、基 準2は16ラ イ ン(Y=

106360)と の、基準3は15ラ イ ン(Y=106340)

との交点であ る。

レベルは工事用ベ ンチマー クを基準 とした。

(3)調 査方法

調査方法は、 まず重機 による表土除去 を行 った。

この際黒色土の中間まで重機で除去 した。その後、

ジョレン ・移植 ゴテ等 で慎重に地山面 まで遺構 ・

遺物 の検 出を行 った。 また旧石器の有無 を確認す

るため地 山を一部 断ち割 った。遺物 の とり上 げは

原則 として1点 ずつ番号 をつけて地 点 と高 さを測

って と り上 げた。図面の作成 は遺物分布 図 と全体

図をかねて100分 の1平 板 図を作成、遺構 は20分

の1実 測図 を作成 した。写真撮影は 白黒 とカラー

スライ ドを35mmフ ィルムで適宜撮影 した。

3層 序 図2調 査地全体図1:400

調査地 は南か ら北へ ゆるやか に傾斜 してお り、北へ ゆ くに従 って深 くなる。地表か ら地 山面 までの深 さ

は南端で約0.7m、 北端 で約1.1mで ある。基本的な層序 は上層か ら暗灰色土(表 土0.15～0.2m)、 黒色

土(0.5～0.8m)、 黒色土 ・黄色粘質土混土(漸 移層0.1～0.2m)、 黄色粘質土(地 山)と な る。黒色土の中

間 にやや赤味 をおびた層がはさまる。遺構検 出面は漸移層 の上 面で、遺物は黒色土 の下層お よび漸移層か

ら出土 している。
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第2章 遺構 と遺物

1遺 構(図3)

遺構 は動物のお とし穴 と考 え られてい る土坑2基 が ある。他 は人為 的か どうか疑問が残 るあや ふや な穴

であ る。

SK2D6区 にある。0.9m×0.4mの 隅丸長方形 プランで、深 さ1.Om。 坑底中央に1か 所 小 穴 が あ

る。埋土は 自然堆積 の様相 であった。出土遺物 はない。

SK3B6区 にある。0.9×0.4mの 隅丸長方形 プランで、深 さ1.1m。 坑底 中央 に1か 所小 穴が ある

が浅 い。埋土は 自然堆積 の様相であ った。縄文時代早期 末の土器が上面か ら出土 している(図41～6)。

小結 この2基 は約8mの 間隔で主軸方 向 を同 じくして並 んでいる。規模 ・形態 ともに両者は よ く似て

いる。飯 山地 方の他 の遺跡例 と比べ ると規模 はやや 小形の部類 である。今 回の調査 で検 出したのは2基 で

あるが 、ちょうど尾根線上 に並んでお り、調査地外 にさらに多 くの土坑があ るもの と考 えられ る。

焼土J調 査地 北端B2区 で焼土が検 出され ている。焼土 は約0.6mの 円形の範 囲にあって5cm厚 さで レ

ンズ状 に堆積 していた。層位は地山上約0.2m、 黒色土下層 にあたる。焼土のほかに炭 ・灰等の出土 はない。

2遺 物

A出 土状 況(図4・5)

出土遺物には土器 と石 器があ るが、出土量は ご く少 ない。

土器はSK3の 上面か ら縄文 時代早期末葉の ものが6片(図41～6)出 土 している他 、前期 縄文施

文の土器が、調査地 内の10か 所 か ら1～ 数片ずつ出土 している(図47～14ほ か)。

石器は重機 による掘削中に1点(図51)B3区 か ら磨石 とブレイク(図52・3)が 、磨石 片が

B1区 と、B3区 か ら出土 している。

遺物出土層位 は黒色土下層か ら漸移層にかけての層位であ る。

図3土 坑 実 測 図
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B土 器

第1類 か ら第3類 まで縄文 時代 の土器 である。

第1類 表裏条痕文土器(図41～7)

a種1～6

1・2色 調は暗茶 褐色。胎土 は繊維 を多 く含 み、小石 を含む砂粒子 が多い。1と2は 外面 に条痕文 を

粗 く施 し細 い棒の先で無造作に刺突 してい る。1の 口縁部 内面 は横位 に条痕文 を丁寧に施 し、 口唇部 に薄

い石片の ようなもので刻 み 目を施 している。2の 内面は無造作 な条痕文 が施 されてい る。

3・4色 調は 内面暗茶 褐色、外面黄茶褐 色であ る。胎土 は繊維 を多 く含み、小石 を含 む砂粒子が多い。

内面の条痕 は整形 のための条痕文 と思 われ無造作 に施 されている。外面は横位 に条痕文 が施 されてい る。

5・6色 調 は暗 茶褐 色。胎土は多 くの繊維 を含み、小石 を含 んだ砂粒子が 多い。文様 は内外面に条痕

文が施 されている。

b種7

7色 調 は赤茶 褐色。胎土 は繊維が多 く含 まれ、大 きめの小石や粗 い砂粒子が 多 く含 まれてい る。文様

は表裏 とも粗い条痕文 である。

第1類a種 の土器 は、土拡 の上面か ら発見 され た一群 であ る。ほぼ同一一個体 と思われ る。この土器 は表

裏条痕文 で、口縁部付近 に刺突文 を施 し、屈 曲部 を胴部に設けている。 この様 な特徴か ら早期後半 の茅 山

下層式併行 の土器(宮 下健 司b1986)と 思 われ る。b種 も同時期 の土器 と思 われ る。

第2類 縄 文(図48～14)

a種 撚 りの太 い縄文(8～12)

8～12同 一個体 と思われ る。色調は赤褐色。粗 い砂粒 子 を非常 に多量に含 んでい る。内面 は大変丁寧

に整形 されている。外面は太い0段 多条の単節縄文 で施文 されている。方向の違 う撚 りが使 われてい るよ

うである。8は 同 じ方向の撚 りの縄文が結束 して回転 されてい る。

第2類a種 の土器は前期 前半の関山式併行期 の土器 と思 われ る。

b種 その他縄文(13・14)

13色 調 は暗茶褐 色 で、胎土は粗 い砂粒子 を多量 に含む、 ポロポロ と脆 い破片 であ る。内面 は丁寧 に整

形 されている。外面 は縄文 を施 した部分がみ られる。

14胎 土 に繊維 を含み 、脆 い。色調は内面に黒色 の付着物があ り暗茶色で、外面は暗茶 褐色 である。湾

曲 した破片 で胴下半部 と思 われ る。文様は縄文 を横位 に回転 した ものであ る。

第2類b種 は前期前半 の縄文ではないか と思われる。

C石 器(図51～5)

1打 点部の欠損 している縦長剥 片である。その剥片端部に数 回の剥離がみ られ る。

2横 広剥片の打点部 を数 回の剥離 によ り取 り除いた石器である。

3短 軸 断面が方形で、長軸断面が三角形状の磨石である。磨面は平坦な.__.面とその脇の両側縁部分である。

4・5磨 石であ る。4は 磨石 の.__.部であ る。平坦面が磨石 面である。5は 偏平な小形 の磨石 である。

全面が磨石面 とみ られ る。

石器の出土量が大変少 な く、3は 縄文時代 の磨石 と思 われ るが、他の石器 に関 しては時期不 明である。

表1石 器 計 測 表

図 版No. 遺 物No. 石 器 名 石 質 (cm) (幅cm) (cm)
重 量
(g)

備 考

1 一 二次調整剥離
のある石器 安 山 岩 11.5 4.9 1.7 66.2
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2 4
二次調 整剥離
のあ る石器 安 山 岩 3.6 4.5 1.1 15.8

3 4 磨 石 安 山 岩 15.0 7.0 8.3 933.7

4 5 磨.石 チ ャ ー ト 4.0 2.7 0.6 8.7 7/8欠 損

5 1 磨 石 チ ャ ー ト 5.2 3.4 0.8 23.3

図5縄 文 時代 石 器 実 測 図1～2123～514
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第3章 結 語

休場遺跡 は、市川谷道に沿 った低湿地帯に存在す る。桑名川方面 よ り急坂 を登 りきりやや 下 り坂 とな っ

た地点にあたる。旅人が急坂 を登 りきり、 「ほっ」 と一休み して汗 をぬ ぐう所か らつけ られた地名であ ろ

う。この遺跡 も低湿地帯 の周辺 にあ り、人 と水 とのかかわ り合 いを示す遺跡 である・

調査 の結果、茅山式併行土器片 、関 山式併行土器片が 出土 して、縄文早期後半、同前期前半 の遺跡 であ

るこ とが判 明 した。ただ、出土量 はきわめて僅 少で、遺跡の中心地 ではない と思われ る。恐 ら く、調査地

以外の場所 に中心地が存在す るもの と考 えて よいであろ う。
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第6編 下境大原遺跡





第1章 遺跡の概要

1遺 跡の概要

下境大原遺跡は温井か ら下境へ下 る道の途 中、中堤 よ りやや下 った所か ら西へ分かれて上 境へ ぬけ る道

を少 し入った所にあ る。遺跡 は北か ら南へ延 びる小尾根上 にあ り、小尾根頂部 は先端(南)へ ゆ くに従 っ

て高 くまた広 くな る平坦 面 をもつ。小尾根 の西 には北か ら南へ開 く谷がある。 この谷の奥 には湧水があり、

谷は水 田 としてかつて利用 されていた。

当遺跡 は市教委が昭和60(1985)年 に行 った分布調査 で発見 された遺跡 で、当時畑であ った尾根 頂部 で土

器が採集 され ている。

今 回の発掘 で、動物のお とし穴 と考 えられている土坑 を初め 多 くの土坑が検 出され、縄文 時代草創期 の

表裏縄文土器 ・石器群 、同早期 ・前期 の土器 が ご く少量 出土 している。

2調 査方法

(1)調 査地点(図1)

今 回の発掘調査地は、尾根上 の平坦部の西半分 である。尾根の東斜面 は西斜面に比べ て急であ り遺跡 の

可能性 が うす い と判断 した。尾根頂部か ら南にかけての所は遺跡が予想 され たが、大木が 多 くあ りまた新

しい ゴ ミ穴等が あったため調査 を断念 した。 しか し今考 える と 「お とし穴」の分布 を知 る上 で も尾根全面

の発掘が必要 であった と痛感 している。

(2)調 査区の設定(図2)

調査区内の地 区割 りについては5mの グ リッ ト法 とし、農地開発工事用基準杭 を基準 として調査地に合

わせ て方眼 を組 んだ。

基準 とした工事用杭 は、基準1がX軸27ラ イン とY軸15ラ インの交点杭 、基準2がX軸26ラ イン とY軸

15ラ インの交 点杭 で、その中間に基準3を 設け、基準3を 中心に基準1か ら40.北 へ 振 った ライ ンを 中心

軸 として方眼 を組 んだ。地区の呼称 は南か ら北へ1・2・3… …、東か ら西へA・B・C・ …・・とした。

レベ ルは工事用ベ ンチマー クを基準 とした。

(3)調 査方法

調査方法は、まず重機に よる表土 除去 を行 った。 その後、 ジョレン ・移植 ゴテ等で慎重に地 山面 まで、

遺構 ・遺物 の検 出 を行 った。 また旧石器の有無 を確認す るため地 山 を一部断ち割 った。

遺物の取 り上 げは原則 として1点 ずつ グ リッ ト毎 に番号 をつけて地点 と高 さを測 った。

図面の作 成は遺構 図 と遺物分布 図 をあわせ て40分 の1平 板 図 を作成、遺構に応 じて個 々の微細 図 を作成

した。写真 は 白黒 とカラース ライ ドを35mmフ ィルムで適宜撮影 した。

3層 序

調査地内の層序 は、10区 以北では表土(耕 作土 、0.15～0.2m)直 下が黄色粘質土層(地 山)で ある。 ま

た7区 以南の丘頂部 でも表土直下が地 山で礫層が所々顔 をのぞかせてい る。D・E2～5区 はやや沢地形

で、表土下に黒色土が約0.1～0.2mの 厚 さであった。地山は土坑壁面でみる と、上か ら黄色粘質土 ソフ ト

(約0.4～0.5m)、 黄色粘 質土ハー ド(約0.3m)、 所々礫 状 となる黄褐 色粘質土(約0.5m)、 岩盤 ない し細礫

となる。
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図1調 査 地 周 辺 地 形1:1000
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第2章 遺 構

遺構は土坑 が29基 ある。 これ らの土坑 は形

態な どか ら1～Vの5類 に分 け られ る。

AI類 土坑(図3・4)

隅丸長方形プランで、坑底 に小 穴 を1か 所

もつ土坑であ る。

SKlC4区 にあ り、 主軸 は等 高 線 に直

交す る。1.05m×0.65mの 隅丸長方形 プラン

で深 さ0.8m。 坑底 中央の小 穴は細 く深 い。埋

土は 自然堆積 の様相 であ る。出土遺物はない。

SK13E5区 にあ り、主軸 は等高線 に平

行す る。2～3段 に掘 り込 まれてお り、上段

は不整な楕 円形プ ランで、1.25m×1.Om。 下

段は1.05m×0.55mの 隅丸長 方形 プランであ

る。深 さ1.05m。 坑底 の小 穴はやや北に片寄

っている。埋土は 自然堆積 の様相 を呈 してい

る。出土遺物はない。

SK14D3区 にあ り、主軸は等高線に斜

行す る。2段 に掘 り込 まれ て お り、上 段 は

1.35m×1.1mの 不整 な楕 円形プランで、下段

は1.05m×0.65mの 隅丸長方形プランである。

深 さ1.05m。 坑底 の小穴はやや 東北 に片寄る。

埋土 は自然堆積 の様相 であ る。出土遺物は な

い 。

SK17F1区 にあ り、主軸 は等高線に直

交す る。2段 に掘 り込 まれ てお り、上段 は1.1

m×1.Omの 楕 円形プ ランで、 下 段 は1.05×

0.55mの 隅丸長方形プランである。深さ0.8m。

坑底 中央 の小穴は他 と比べ て浅 い。

SK5B5区 にあ り、主軸は等高線 と直

交する。SK16と 重複 しているが切 り合 い関

係 は不 明。南壁がやや2段 になっているが全

体 としては、1.05m×O.65mの 隅丸長方形プ

ランで、深 さ0.9m。 坑底中央に小穴がある。

出土遺物はない。

SK30D15区 にあ り、主軸 は等高線 と平

行 す る。1.2m×0.55mの 隅丸長方形プランで
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深 さ0.9m。 坑底中央 に小 穴が ある。埋 土は 自然堆積 の様相であ る。出土遺物はない。

SK35C14区 にあ り、主軸 は等高線に平行 す る。南接 して浅い くぼみが あるが、当土坑 に付属 す るの

か はわか らない。1.15m×0.8mの 隅丸長方形プ ランで、深 さ1.Om。 坑底 の小穴はやや 北に片寄 る。埋 土 噛

は 自然堆積 の様相で ある。出土遺物 はない。

SK6B7区 にあ り、主軸は等高線 に平行す る。2段 に掘 り込 まれてお り、幅広であ る。上段 は1.4m

×1.4mの 不整な円形プランで、下段は0.9m×0.8mの 隅丸方形プランである。 深 さ0.9m。 坑底 中央に小

穴がある。埋 土は 自然堆積 の様相である。 出土遺物はない。

SK18C10区 にあ り、主軸は等高線 に平行す る。1.2m×1.Omの 隅丸長方形プ ランで、深 さ0.85m。

坑底 中央の小穴は深 い。埋土 は 自然堆積 の様相 である。出土遺物 はない。

SK28D14区 にあ り、主軸は等高線に直交す る。2段 に掘 り込 まれてお り、上段は1.4m×1.2mの 楕

円形プランで、下段 は1.05m×0.8mの 隅丸長方形 プランであ る。深 さ0.95m。 埋土は 自然堆積 の様相 であ

る。出土遺物 はない。

SK31D16区 にあ り、主軸 は等高線に直交す る。2段 に掘 り込 まれてお り、上段は1.7m×1.4mの 不

整 な楕 円形プランで、下段 は底面 に突出す る地 山の石 のためか一角がへ こんだ隅丸長方形プラ ンで、1.O

m×0.8m。 深 さ0.95m。 坑底の小 穴は地 山の石 をさけて穿 たれてい る。埋土は 自然堆積の様 相で、最上

層 に赤味 をおびた黒色土があ る。出土遺物はない。

BII類 土坑(図5・6)

楕 円形プ ランで、底すぼ ま りに深 く掘 り込 まれている土坑であ る。

SK2B5区 にあ り、主軸は等高線 に直交す る。0.95m×0.85mの 楕 円形プランで、深 さ1.5m。 埋

土は 自然堆積 の様相 である。深 さ約0.6mの 所か ら早期 中半期 の貝殻腹縁文土器 と条痕文 土器 お よび磨石

が出土 している。

SK16B6区 にあ りSK5と 重複 している。3段 に掘 り込 まれてお り、上段 は0.8m×0.7mの 隅丸長

方形プラン、中段 は0.6m四 方の隅丸方形 プラン、下段 は直径0.5mの 円形プランであ る。深 さ1.4m。

出土遺物 はない。

SK8C6区 にあ り、主軸は等高線 に平行す る。2段 に掘 り込 まれてお り、上段は1.1m×0.85mの

楕 円形プ ラン、下段 は0.75m×0.5mの 隅丸長方形プランであ る。深 さ1.8m。 出土遺物 はない。

SK8D7区 にあ り、主軸は等高線 に平行す る。2段 に掘 り込 まれてお り、上段 は1.Om×0.8mの 隅

丸長方形プラン、下段 は0.75×0.45mの 隅丸長方形プランであ る。深 さ1.55m。 埋土は 自然堆積 の様相 で

ある。出土遺物は ない。

SK19C10区 にあ り、主軸は等高線 に斜行す る。3段 に掘 り込 まれてお り、中段 の壁 は深 くえ ぐれて

いる。上段 は1.4m×0.9mの 楕円形プラン、中段 は0.75m×0.5mの 楕 円形プラン、下段 は0.65m×0.4m

の隅丸長方形プランであ る。深 さ1.9m。 埋土は 自然堆積 の様相 である。出土遺物はない。

SK15C9区 にあ り、主軸は等高線 に斜行す る。新 しい土坑 と重複 し切 られてい る。1.15m×0.9m

の楕 円形プ ランで、深 さ1.3m。 埋 土は 自然堆積 の様相 である。出土遺物はない。

SK20D11区 にあ り、主軸は等高線 に直交す る。1.2m×0.8mの 楕円形プランで、深 さ1.4m。 中程

より下の壁面に地 山の石 が突出す る。埋土 は 自然堆積 の様相であ る。 出土遺物は ない。

SK29C14区 にあ り、主軸 は等高線 に直交す る。東接 して浅 い くぼみがあるが、当土坑に付属す るか

どうか はわか らない。0.95×9.6mの 隅丸長方形プランで、深 さ1.75m。 中程 よ り下 の壁面は所々 え ぐれ

ている。 出土遺物 はない。
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SK32C15区 にあ り、主軸 は等高線に直交す る。2段 に掘 り込 まれ、東壁は地 山の石が壁 となってい

る。上段 は1.2m×0.9mの 楕 円形 プラン、下段 は1.1m×0.7mの 隅丸長方形プラ ンである。深 さ1.55m。

埋土は 自然堆積の様相 であ る。最上層の黒色土か ら炭 が出土 している。

SK34C16区 にあ り、主軸 は等高線に直交す る。2段 に掘 り込 まれてお り、下段 は西 に片寄 って掘 ら

れている。上段は1.2m×0.8mの 長楕 円形プ ランで、下段 は0.6m×0.4mの 半楕 円形 プランであ る。深 さ

1.8mo

CIII類 土 坑(図6)

溝状 の細長 い土坑であ る。1基 のみ検 出。

SK24B11区 にあ り、主軸 は等高線に直交す る。長径2.Om、 短径0.35m、 深 さ0.8mを 測る。東端に

赤味 をおびた黒色土が中心 にあ るレンズ状 の落 ち込 みが重複 してい る。埋土 は黒色土。:構断面形 は下にゆ

くほ どすぼ ま り細 くな る。出土遺物は ない。

DIVi類 土 坑(図6)

集石土坑 である。

SK4C6区 にあ る。直径0.55mの 円形プランのレンズ状の落ち込み の中に、拳大か ら乳児頭大 の石

が入っている土坑 であ る。深 さ0.1m。 石 は赤色味 をおびてい るが、焼かれたためなのか もとも と赤 いの

かは判 断 しが たい。埋 土中に炭 ・焼土等は認め られ ない。確認面は黄色粘質土(地 山)で ある。 出土遺物

はない。

EV類 土坑(図7)

円形土坑 である。

SK3B4区 にあ る。直径約1.Omの 円形 プランの土坑で深 さ0.7m。 南壁 に地 山の石 が突出 している。

埋 土は 自然堆積の様相 を呈 している。出土遺物 はない。

F'VI類 土 坑(図7)

隅丸方形 プランの小形土坑 である。D・E7・8区 とC・D13区 にのみある。

SK10E7区 にあ り、主軸は等高線 に直交す る。1.1m×0.7mの 隅丸方形プ ランで、深 さ0.7m。 坑

底 は礫状 となる地山で凹凸が はげしい。埋土は 自然堆積 の様相 である。出土遺物はない。

SK22E8区 にあ り、主軸は等高線 に直交す る。0.85m×0.65mの 隅丸方形プランで、深 さ0.85m。

やや斜行 して袋状に掘 り込 まれている。 出土遺物はない。

SK23E8区 にあ り、主軸は等高線 に平行 す る。0.9m×0.6mの 隅丸長方形プランで、深 さ0.45m。

やや斜行 して掘 り込 まれている。出土遺物は ない。

SK25D13区 にあ り、主軸は等高線 に直交す る0.8m×0.55mの 隅丸長方形プランで、深 さ0.6m。 埋

土 は 自然堆積 の様相 である。出土遺物 はない。

SK26D13区 にあ り、主軸は等高線に直交す る。0.8m×0.65mの 楕 円形プランだが底面のプランは

隅丸長方形であ る。深 さ0.65m。 埋土は 自然堆積 の様相 である。出土遺物はない。

G小 括

本遺跡検出の土坑についての考察は別の機会にゆずることとして、ここでは類型毎の特徴 を指摘 してお
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く。

1類 は11基 あ り、隅丸長 方形 プランで坑底中央に小穴 を もつ とい う形態で共通す る。規模 も2段 に掘 り

込まれてい るものも下段 に注 目す る と、長径が0.9m～1.1mの 中にお さま り、1段 の もの とほぼ等 しい。

深 さも0.9m内 外 でほぼ一定 している。1類 はほぼ同規模 とい うこ とがで きる。

ただ し幅 をみる とSK6・18・28・31が 広 く、1類 を細分 しよう とすれば、広い もの をb、 その他 をa

とす るこ とがで きる。

分布 をみ ると、他の遺跡例 では主軸 を平行 して弧線 を描 いて数基 ない し十数基が並 ぶ例 が 多いが、当遺

跡の調査範囲内では、2基 が並 ぶ程度 である。発掘範 囲の狭 さを考 えて も少 ない。尾根 幅が狭 い とい う要

因 もあろ う。似 たものが並 ぶ傾 向 もある。SK1とSK5は1段 で坑底 の小穴が中央であ る。SK13とS

K14は2段 で坑底 の小穴がやや 北に片寄 る。SK28とSK31は2段 でb類 である。 この ことは並 ぶ ものは

同一集 団ない し個 人に よって同時期 に掘 られ たことを示す もの と考 える。

1類 土坑の性格 につ いては、鳴沢頭1遺 跡 と同様 、動物のお とし穴 と考 えてお く。

年代 は出土遺物が ないので確 定 しが たいがSK13・31で 赤味 をおびた黒色土が最上層 にあ るので、これ

も鳴沢頭1遺 跡同様年代 を知 る一 つの手がか りとなろ う。

II類土坑は10基 ある。1類 よ り深 く、底すぼ ま りに掘 られて いる。分布 をみ ると、SK2・8・9・(16)、

SK15・19・20、SK9・32・34と 主軸 を平行 して弧状 に並ぶ様 は1類 に等 しい。並ぶ ものの形態が似て

いることも1類 に等 しい。 この こ とか らII類 土坑 も動物 のお とし穴 と考 えてお く。

II類土坑の年代 につ いては、SK2か ら出土 した土器(図37・14)の 年代か ら縄文時代早期 中半 には

埋 没 した もの と考 えられ る。

III類土坑は溝状土坑 で1基 のみである。 この種 の土坑 も主軸 を平行 して数基～数十基が並ぶ例が 多いが

本例 は1基 しか検 出され ていない。調査地は並 ぶ方 向に長 く掘 られているので単独 の可能性が高 い。 また

長軸が2mで あ るのは他 の例 と比べ て短 い部類である。 この土坑 も上層 に赤味がか った黒色土があ るので

年代 を知 る手がか りとなろ う。性格 につ いては細長 い脚 の動物 を対象 とした トラ ップ(重 力 ワナ)と い う

考 え方に従 ってお く。

VI類 は5基 あ る。SKO・22・23と 、SK25・26の2群 に分 かれてあ り、群毎 に形態 ・規模 がほぼ等 し

い。平 面形 とその規模 は1類 に よ く似 ているが、深 さが浅 く小 穴 をもたない。分布 も異なってい る。年代

・性 格等は今の ところよ くわか らない。

IV・V類 は1基 ずつ である。V類 はVI類 の円形な もの と考 え るこ ともで きる。IV類 は石器群 の近 くにあ

る。同様 な集石 土坑が 、昨年度調査 した トトノ池南遺跡で検 出 されている。それ は、縄文早期押 型文土器

の分布 の近 くにあ り、本例 と異 な り石 に焼面が良 く残 り、炭 ・焼土 も出土 している。 しか し石 の規模や配

置状 態、土坑の形態 はよ く似てい る。
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図3土 坑 実 測 図 ・11:40
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図4土 坑 実 測 図21:40
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図5土 坑 実 測 図3
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図6土 坑 実 測 図4
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図7 土坑実測図5 1:40
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第3章 遺 物

1遺 物 出土状 況(図8～9)

出土 した遺物 はすべ て縄文 時代 の ものである。出土量は ご く少 な く、土器 が両掌 に乗 る程度 、石器は土

器 よ り多 くコンテナの底に平 らに並 ぶ程度 である。

土器の分布 は散在的 である。類毎の集 中 もみ られ ない。出土層位 は黒色土か ら黄色粘質土で 、表裏縄文

土器1は 黄色粘 質土断 ち割 り中に出土 している。

石・器はC6区 、B5区 、D5区 に群在す る。 出土層位 は黄色粘質土上面か ら下5cm位 までである。 この

石器群 につ いては中島が石器製作場の可能性 を指摘 してい る。

遺;構か らの遺物の出土 はほ とんどないが、SK2か ら沈細+貝 殼腹縁文土器(図107)と 条痕文土・器

(同14)、磨石(図1425)(図117)が 出土 している。

2土 ・器

第1類 表裏縄文((図101・2)

1口 縁部 の破片であ る。色調 は暗茶 褐色。胎土 は長石の ような 白い粒子が多い。大変脆 い。・器厚は6mm

で薄 い。 口縁端部は丸 く、やや 外反 している。 口縁部直下 の内外面に縄文が施文 されている。外面は斜め

に、内面は横位 回転で施文 されている。 内面の施文 は口縁部直下だけである。

2口 縁部の破片 である。色調 は茶褐 色 で大変脆 い。器厚は7mmで ある。 口縁 はやや外反 している。 口

唇部 、内外面の破片全体に縄文が施 してある。内面は 口縁直下が横位 回転 で、その下がやや斜め に回転施

文 している。外面は横位 回転施文 している。

表裏縄文は縄文草創期最終末か ら早期初頭に位 置す る土器で ある。飯 山市では小佐原遺跡 と北竜湖遺跡

(長野県史刊行会1986)で 表裏縄文 が出土 して いる。この第1類 土器 は非常に これ らの土器 と類似 してお

り、北竜湖 のような尖底 の表裏縄文 の時期 の土器 と思われる。

第2類 回転押型文(図103・4)

3口 縁部の破片である。 口縁直下に1粒3×4mmの 楕 円文 を2.7cmの 帯状に回転 させ 、その下部に山

形文 を横位帯状に施文 している。文様 は丁寧 に規則的に施文 されてい るよ うであ る。胎土 は白い長石の よ

うな粒子 を多 く含む。色調 は暗黄褐 色。

4楕 円押型文であ る。色調 は黄褐 色。内面は非常に丁寧 に整形 されている。外面の押型文 は4×5mm

の楕 円で表 面が摩滅 している。小破片で文様 の詳細な どはわか らない。

第2類 は縄文早期 前半 の回転押型文である。3の 土器 は押型文が整然 としてお り、やや古手 の様相 を呈

す るが、文様 の構成が小破 片であるために明確 でない。3は 樋沢期 よ り細久保期初頭(宮 下・健司1986)

にかけての併行期の土器群 と思われ る。

第3類 撚糸文(図105・6)

5尖 底部付近の破片であ る。色調は赤褐色。長石の ような白い粒子が 多い砂粒子が含 まれ てお り、脆

い。厚 さは6mmで ある。文様 の詳細は破片が小 さ く明確 ではないが、撚糸文 と思 われる。

6尖 底部付近 と思われ る破 片である。色調 は赤褐 色。や は り長石 のような混合物が 多 く、脆 い。器厚

は5mmで 薄い。5と 同様破片が小 さ く明確 ではないが、撚糸文 と思われる。

第3類 の土器 は、早期 前半の撚糸文の尖底土器 と類似 している。 しか し、破片が脆 いこ とと小 さいこ と
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図8遺 物 分 布 図1:400
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図9主 要部遺物分布図1:100
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で断定で きない。

第4類 沈線文(図109・15)

9口 縁部 であ る。厚 さ8mmの 口縁 が平坦 な土器 である。 口縁直下か ら平行 な細 い沈線文 を深め に数本

施 してい る。色調 は暗黄褐 色 で、胎土 は緻 密 な砂粒 子 を含んでお り、柔 らかな土器 である。

15器 厚 が4-6mmで 薄 い。色調 は暗黄褐 色で、胎土は緻密 な砂粒子 を含む。焼成 は良好 であるが 、胎

土が緻密なので少 々柔 らか な感 じがある。破片の上 面に沈線の痕跡が ある。その下 は箆 状工具の整形が行

われてい る。内面 も丁寧 に整形 されている。小 さな破片であ るが内径 のカーブが きつ く、尖底土器の胴下

半部の破片 と思われる。

第4群 は早期 中半 の沈線文土器 に比定 され るもの と思われ、胎土 の様子や文様 の様子か ら搬 入 され た土

器 ではないか と思 われ る。

第5類 沈線文+貝 殻腹縁文(図107・8・10～12・13・16)

7・10～12同.__.個 体 である。色調は 白黄褐色 で、胎土は細 かい砂粒子が含 まれ てお り、柔 らか い感 じの

す る土器であ る。条痕文で土器の外面 を整形 し、その うえに平行沈線 と貝殻腹縁文で施文 している。文様

は直線の平行 沈線文 とその沈線文 との間に貝殻腹縁 をやや斜め に して等間隔に施文 してい る。その貝殼腹

縁文の合 間に弧状 の平行 沈線文 が2ヵ 所み られ る。内面 は丁寧 に整形 されている。

8・13・16同___.個 体 で ある。色調赤茶褐 色～暗赤褐色。胎土 は細かい砂粒 を含む。厚 さは6mmで ある。

表面に黒色 の付着物があ る。8の 文様は貝殼腹縁文 を斜め に等間隔に施文 し、 その下に細 い沈線 を横位 に

引 いた ものである。13・16は 無文部 である。

第5類 は早期 中半の 田戸上層併行 の土器 と思われ る。関東あ るいは東北地方か ら搬入 され た土器で あろ

うか。

第6類 条痕文(図1014)

14色 調 暗黄褐 色。胎土は緻 密 な砂粒子 を含む柔 らか い感触のある破片である。 内面は使用のため表 面

が剥 がれているよ うであ る。外面は条痕文 で整形 した後、表面 を磨 き条痕 を消 しているようであ る。僅か

に条痕 の痕跡がみ られ る。器厚 は7～8mmで ある。

第6類 は第5類 第4類 の土器 と胎土が近似 してお り、第5類 の7に も地文 に条痕文がみ られるこ とな ど

か ら、早期 中半期併行 の搬 入土器ではないか と思われ る。

第7類 無 文(図1017～19)

17・18同 一個体 である。色調は外面赤褐 色、供 面暗茶 褐色 の繊維混入土器であ る。胎土 は粗 く脆 い。

内面に指頭痕 も残 る。

19色 調は灰黄褐色。表面 に黒色の付着物がみ られる。胎土 は白色の長石の様 な粒子が 多 く含 まれてい

る。脆 い土器であ る。指頭痕が内外面にみ られ る。外面が摩耗 してい るのではっ きりとしないが、細い条

痕 の様 な痕跡がみ られる。

17・18は繊 維が混入しているので早期後半 より前期 前半 の土器 であると思 われるが、19は 時期不明である。

第8類 縄 文(図1020)

20色 調 は暗茶 渇色。断面黒色 である。胎土は粗 い砂粒子が 多 く含 まれてお り、焼成 も悪 く、大変脆 い。

内面に指 頭痕 が多 くみ られ る。外面 はLRの 縄文 を疎 らに施文 している。

胎土に繊維 が含 まれてお らず 、内面は指頭痕が残 されてお り、時期不詳である。

3石 器(図11～14)〔 アルファベ ッ ト言己号は同一一母岩(安 山岩)を 示す〕

1素 材は横広剥片を用いている。打面部か ら両側縁にかけ裏面より細かな剥離を施 し、楕円形に仕上
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図10縄 文時代土器実測図12

げている。長軸の先端部は、規則的な剥離 を施 し円み を出 している。 この部分が掻器 としての機能 を持 つ

もの と思 われ る。母岩D。 この母岩 は当遺跡ではこの1点 だけであ る。

2薄 目の剥 片の一側縁に調 整剥離 を加 えて掻 器 と思われ る刃部 を作 出 している。剥片の打 面部 は欠損

している。母岩A。

3板 状の残核 を素材 としている。側縁 の一部に鈍角 な剥離 を加 え掻 器状の刃部 を作出 してい る。基部

は折 れた ものか折 られ たものか不 明であ る。母岩A。

43と 同様板状の残核 の一部 を折 り取 った石器 を利用 している。薄い縁辺 に表裏 よ り大 きめな剥離 を

2～3回 ずつ施 している。 またその折 られた面か ら平坦に剥離 し、鈍角な刃部 を作 り出 している。掻 器 と

して用 いられた ものであ ろう。母岩A'。

53・4と 同様板状 の残核 を利用 している。縁辺 の所々に小剥離 を数回加 えている。掻器 として用いた

ものであろうか。母岩A。
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6板 状な縦長剥片 を素材 としている。長軸側縁の上端部 に小 さな樋状剥離 を数 回加 えている。打 面 と

樋状剥離の角度 は90度 であ る。長軸側縁部 の鈍角 な部分に刃 こぼれのよ うな小剥 離痕 が残 る。 削るよ うな

用途 にも用い られ たようで ある。母岩A。

7断 面三角形の部厚な剥片の長軸側縁に規則的な剥 離が施 されている。右側縁部 は裏面 よ り、左側縁

部 は正面 よ り剥離 を施 し、長いやや 円み を持つ掻器 の刃部 を作 出 している。母岩A。

8横 広剥 片 を素材 としてい る。正面の左側縁は裏 面 より規則 的な小剥離 を施 し、剥片端部は正面 よ り

規則的な小剥離 を施 してい る。面縁 とも直線的な長 い刃部 を持つ掻 器で ある。母岩F。

9分 厚 な剥片 を利用 し、平面形が三角形 を呈す るように縁辺か ら剥離 を施 している。残核 の様 に も思

われ るが、三角形の頂部に小剥 離 を施 し、丸み を持つ小 さな掻 器の刃部 を作 出 している。母岩E。

10石 核 ではないか と思われ る。正面 と図の上側縁 に礫面 を残 し、裏面の周縁か ら大 きな剥離 を施 し、

また正面の周縁か ら剥離 して小 さな横広な剥片 を剥 してお り円い形態にな っている。取 られ る剥 片が小 さ

め であ り、残核 では な く、礫器 として用 いられた可能性 もある と思われ る。母岩C。

11側 縁 に多 く礫 面 を残す打面転位 の時にで る部厚 な剥片 を利用 してい る。長軸の側縁 に正 面 より大 き

く二度剥 離 し、その面に裏面 よ り細か な剥離 を側縁 に沿 って数 回施 し、少 し挟 りを持つ鈍角 な掻器 の刃部

を作 り出 している。母岩B。

12残 核 であろ うか。縦長 の剥片 を剥 した後90度 打 点 を転位 させ 、その裏面で横 広な剥片 を剥離 してい

る。その残核 の一一側 縁 を使 用 したのでは ないか と思 われ る小剥離痕 がみ られ る。母岩A。

13残 核 であろうか。礫 面 を中央部 に残す ように、その周縁 を表裏 よ り剥離 している。平面三角形の形

態にな っている。9の 石器 と近似 しているが、掻器 のよ うな小剥 離は見受け られない。10の 石 器 とも製作

上近似 している。取 られた剥 片が小 さ く、残核 ではな く礫器 の様 な利器 とも考 え られる。母岩A。

14分 厚 な横広剥片 を素材 としている残核 と思 われ る。正 面の平坦面 を残 しその周縁 を裏面 よ り剥 離 し

てい る。裏面 も打面部縁辺 に鈍角 な剥離がみ られ る。13同 様 とられる剥片が小 さ く、掻 器の ような利器 で

ある可能性 もある。母岩A。

15分 厚 な板状の剥 片 を用 いている。 まず 、周囲 よ り幅広 な調整剥離を行 い、寸詰 ま りの円錐:形状 の形

態に仕上 げる。次に、打面 より90度 角 の刃部角 を もつ円形掻器 のよ うな周縁 を作 り出してい る。その周縁

を刃部 とす る刃部角 の急な掻器 の可能性 がある。母岩A。

山形県火箱岩洞窟(山 形県1969)の 円形掻 ・器 と類似 している。 この火箱岩例 は平坦 な打 面 を作 り、その

回 りに45～90度 の角度 の掻 器刃部 を作出 している。火箱岩以外に もこの ような円形掻器 は縄文草創期にみ

られる。 この15の 円形掻器 と思 われ る石器 は縄文草創期 に比定で きよう。

16板 状の分厚 な剥 片 を素材 としている残核 であ ろうか。板状な面に直交す る打面 を設け、縦長の剥 片

を取 っている。その後一方 の長軸側縁 に裏面か ら直角 に近 い剥離 を規則 的に施 している。残核 を利用 しそ

の面 を刃部角 の急な掻器 として利用 した可能性 もあ る。母岩A。

18・19打 点部分 を取 り除いた剥 片類 である。母岩A。18は 分厚 な横広剥片 を用 い、19は 分厚 な縦長剥

片 を用 いてい る。

17・20～24剥 片類 である。17は 分厚 な板状の剥 片で、母岩はAで ある。20・21は 縦長の剥 片であ る。母

岩 はC。20は 打点部が 欠損 している。22は 横広 の剥片 で、母岩Aで ある。

23と24は 大形の縦長剥片であ る。母岩はA。23は 礫面 を多 く残 している。24は 横断面三角形 の刃器状 の

剥片であ る。

25断 面三角形 の長軸側縁 を利用 した磨石 である。.__.部を欠損 してい る。敲 き潰 しをしたよ うな剥離痕

が磨石 面の脇に残 って いる。
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図1・ 繹嫡 代碍 実測図・1:2
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図12縄 文 時 代 石 器 実 測 図21:2
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図13縄 文 時 代 石 器 実 測 図31:2
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図14縄 文時代石器実測図

表1
.石 器 計'測 表

図 版No. 遺 物No. 石 器 名 石 質 長 さ

(cm)

幅

(cm)

厚 さ(
cm)

重 量

Cg)
備 考

1 C5-6 掻 器 安 山 岩 5.5 3..3 1.2 18.6

2 C6-11 掻 器 安 山 岩 6.6 3.7 1.3 23.7

3 B15-1 ま蚤 器 安 山 岩 5.2 4.1 1.7 126.5

4 D5-3 掻 器 安 山 岩 7.8 3.6 1.6 34.8

5 C2-1 掻 器? 安 山 岩 6.2 6.5 2.3 94.0

6 B5-1 彫 器 安 山 岩 8.0 6.8 2.1 126.5

7 C5 i掻 器 安 山 岩 7.0 5.5 2.1 88.7

8 C1-1 掻 器 安 山 岩 5.6 6.9 1.8 56.8

9 C2-3 i掻 器 安 山 岩 5.9 4.6 2.4 48.8

10 C6-3 石 核? 安 山 岩 6.3 5.5 2.8 78.0

11 C6-20 掻 器 安 山 岩 8.5 3.4 2.8 85.2 挟 り有

12 B5-4 石 核 安 山 岩 5.3 5.9 2.7 91.8

13 C7-1 石 核? 安 山 岩 6.1 4.5 2.4 58.9

14 C6-2 石 核? 安 山 岩 5.0 7.6 3.5 117.2

15 C7-2 円 形 掻 ・器 安 山 岩 4.7 5.5 3.4 123.1

16 C6-9 石 核? 安 山 岩 5.5 3.2 2.4 50.6

17 B7-1 剥.片 安 山 岩 4.3 7.1 2.6 67.5 板状

18 B5-5
二次調整剥離
のある剥片 安 山 岩 4.7 8.1 1.9 62.8

19 C6-4
二次調整剥離
のある剥片 安 山 岩 7.8 3.9 2.9 58.0

20 C2-2 剥 片 安 山 岩 5.5 2.1 1.0 12.3 打点部欠損

21 C6-16 剥 片 安 山 岩 4.6 3.6 1.8 19.7

22 一 剥 片 安 山 岩 3.8 4.3 2.4 31.4

23
B5-2十C

6-10 剥 片 安 山 岩 10.5 7.1 1.9 112.6

24 C6-10 剥 片 安 山 岩 13.0 6.7 2.8 222.1

25 SK2 磨 ・敲 石 石英斑岩 4.6 15.8 6.1 683.6 穀摺石

26 D3-1 凹 ・磨 石 砂 岩 5.7 13.5 6.8 675.3
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26断 面三角形の長軸側縁 を利用した磨石である。また

平坦な面の一部に浅い凹みがみ られる。

小 括

当遺跡の石器は、磨石以外の石器はすべて安山岩である。

この素材となった安山岩のほとんどは同一の母岩か ら剥離
　 ユ　

され たものである。 この母岩 を母岩Aと 呼称す る。

母岩Aか らなる石核や剥 片 を観察す ると次のよ うな石器

製作工程 が推測 され る。 しか し、接合 資料 ではないため、

予察 であ る。

23や24の 大形剥片には礫 面が残る。この剥片か ら原石は最

低 で も子供 の頭大 ぐらいの大 きさであることが推定で きる。

この原石か らの剥片剥 離工程 の第1段 階では、原石の外

皮 を大 き くとり、剥片剥 離の為 の打面がつ くられた と推測

される。 この時 に生 じた剥 片が23・24で ある。次 に、この

打面 を用いて、原石 を分厚 な板状の剥 片に分割(剥 離)す

る。5・12・14・16・17～19の 剥片は その際に分割 された

剥 片ではないか と考 え る。

分割 された剥片は、その形状 によ り、掻器等 に加工 され

た り、石核 に加工 されている。

分割剥片 を用 いた石核 か ら剥離 されてい る剥片は小剥 片

が多い。接合 はしなか った ものの、母 岩Aの 石核 と小剥 片

は小範囲に分布 してい る。小剥片の大 きさは、長 さ2.2～

4.6cm、 幅2.3～4.5cmの 範 囲のものである。 剥 片剥 雅の過程

で生 じる石器 の素材には成 り得 ない剥 片 と思 われ る。 この

場 で石器の製作が行 われた と推測で きようか。

しか し、剥片 の形状 を観察す る と推測 した石器の製作過

程 で当然生 じる と考 え る剥片 の一部が欠落す る。23や24の

外面 の大 きな剥片は2点 しか な く、あ る程度完成 した石・器

が多い。 これ ら石器の調 整剥片が石器 の量 に比べて少ない。

同一母岩の石器があ る程度完成 された石器 として遺跡 内に

持 ち込 まれたように思 われる。 そして持 ち込 まれた石核か

ら剥片 を剥離 し、その中の良 品のみ を再 び持 ち去 られたの

ではないか と思 われる様相が、当 遺跡 の石器 よ り窺 える。

当遺跡では、時期 のメルクマール となる石器が15以 外 は

ない。 しか し、分厚 な板状 の剥片か ら掻 器等の利器 を製作

していること、分厚 な剥片の周縁か ら剥離 を加 えていた石

核 であるとい う製作 技術がみ られ るこ と、剥片石器 の石材

が安 山岩 であること等 、ほ とん どの石器が一定の時期 であ

るこ とが理解で きる。15の 母岩は母岩Aと 視覚 的に差異 を

感 じるものの、近似 している と思われ る。製作 技術面で も

図15安 山岩の母岩分布

●A母 岩Oそ の他の母岩

分厚 な剥 片を利用 している点 も類似 して いる。母岩Aの 石器 は15の 石器 とほぼ同時期 と考 えるこ とがで き

よ う。

注1当 遺跡の石器は、25・26を 除きすべて、安 山岩である。安山岩の母岩Aと 母岩Aに 非常に類似するが視覚

的にわずかに異なる。
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第4章 結 量…五
ロロ

谷奥 に湧水 をもった谷地 を臨む小尾根上 に、遺跡 は存在す る。1985年 の市教育委員会の分布調査 で発見

された遺跡 である。 この地 は、かつては畑地 として耕作 されて いた。尾根上部分 は、融雪期や 降雨に よる

土壌 の流 出の故であ ろうか耕作土 ・黒色土の堆積 はほ とん ど認め られない といって も過言でない。従 って

仮に遺構が あった として も浅 い場合 は、畑の耕作 中に完全 に破壊 されて しま う筈 である。 この遺 跡の最 大

の特徴 は、何 といって も土坑 の多さであ る。全部 で29の 土坑が発見 されている。土坑は形態か ら5種 類 に

分類 される。 この 内、落 とし穴 と考 えられ るのは1類 と2類 の土坑であ る。他 の土坑については、その性

格が明確 でない。

落 とし穴 と考 え られ る土坑 は鳴沢頭1遺 跡で も発 見 されている。 この種 の土坑が、動物捕獲 を目的 とし

た ものであ るとすれば、広 くブナ林 に覆 われた温井 台地 に住む 中小動物 を追 って、縄文草創期 ・早期 の人

び とが動物捕獲 のシーズ ンに来住 した といえるのではなか ろ うか。本遺跡出土石器 に、意外に掻 器が多い

のが その一 つの証拠 といえないであろ うか。 そうであ るとすれば、一年 の うち限定 された シー ズ ンだけの

来住 であ り、堅固な定住的住居 を造作す る必要はな く、鳴沢頭1遺 跡の項で若干触れ たようにご く簡単 で

仮泊的住居で よいであろ う。時代 は違 うけれ ども、信越 国境 の秋 山にみ られるマ タギの洞穴内の生活用具

は、鍋 ・椀 等 ご く・簡単 な食器類のみである。

本遺跡出土土器 は、表裏縄文土器 ・押型文土器 ・撚 糸文土器 ・貝殼腹縁文土器 ・条痕文 土器等 である。

量 的には いた って少 ない。

一127一



第2～6編 遣物の項 参考 ・引用 文献

相原淳一一1990「 東北地方 におけ る縄文 時代早期後葉 か ら前期前葉 にかけての土器編年一 仙台湾周辺

の分層発掘 資料 を中心 に一」 『考古学雑 誌』76-1

飯 山市教育委員会1991『 国営飯 山農地開発 関係遺跡調査報告1』 飯山市教育委員会

石 岡憲男1986「 施文 原体 の変遷 ・円筒土器」 『季 刊考古学』 第17号 雄 山閣

市村勝己1986「 縄文 前期 の土器」 『長野県史』考古資料編全1巻(4)

大塚達朗 「草創期 土器」 『縄文土器大観』1

神奈川考 古同人会1983「(シ ンポジウム'83)縄 文 時代早期末 ・前期初頭の諸 問題」 『神奈川考古』第

17号

神奈 川考古同人会1984「 シンポジウム縄文時代 早期末 ・前期初頭の諸 問題 記録 ・論考集」 『神奈

川考古』第18号

可児通宏a1986「 施文原体 の変遷 ・竹管文土・器」 『季刊考古学』第17号:雄 山閣

可児通宏b1989「 押型文土器」 『縄文土器大観』1講 談社

講談社1989『 縄文土器大観』1草 創期 ・早期 ・前期

小林康 男1986「 縄文 時代 の道具 」 『長野県史』考古 資料編 全1巻(4)

埼玉県考古学会1986L埼 玉考 古学会30周 年記念一 シンポジウム資料」 『埼玉考古』

埼玉県考古学会1988「 シンポジウム縄文草創期一 爪形文土器 と多縄文土器 をめ ぐる諸問題記録集」

『埼玉考古』第24号

埼玉県考 古学会1990「 シンポジウム 大木 ・有尾 、そして黒浜一前期 中葉 土器群 にみる系統 と交流 の

実態一」 『埼玉考古 別冊3』

小学館1982『 縄文土器大成』1一 早 ・前期一

鈴木道之介1981『 図録石器 の基礎知識』III縄 文時代 柏書房

鈴木道之助1991『 図録石 器入門事典 縄文』 柏書房

中島 宏1991「 室谷下層式土器 につ いての一考察」1『 利根 川』12

長野県史刊行会1986『 長野県史』考古資料編全1巻(4)

新潟県1983『 新潟県史』資料 編1原 始 ・古代1.考 古編

秦 昭繁1991「 特殊 な剥離技法 をもつ東 日本 の石匙一 松原型石匙の分布 と製作時期 につ いて一」

『考古学雑誌』76-4

宮下健 司a1986「 縄文草創期 の土器」 『長野県史』考古資料編全1巻(4)

宮下健 司b1986「 縄文早期の土・器」 『長野県史』考古資料編全1巻(4)

宮下健 司c1986「 縄文時代の道具」 『長野県史』考古資料編全1巻(4)

山形県1969『 山形県史』資料11篇 考古資料

山内清男r日 本先史土器 の縄紋』 先 史考古学会
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あ と が き

国営飯 山農地開発事業 に伴 う温井 台地の発掘調査 は、1990(平 成2)年6月 の新堤遺跡か ら始 ま り、1991

(平成3)年10月 、下境大 原遺跡 の調査 をもって終 了 した。 この間、 トトノ池南遺跡、鳴沢頭1・ 同II遺 跡 、

カササギ野池遺跡 、休場 遺跡 と調査は続 き、2年 間で7遺 跡の調査が行 われ た。調査 面積 は全体 で約12000

m2の 広大 なもの となった。

温井 台地上 に遺跡が存在す るこ とは、栗岩英治 ・藤森栄一 ・北条幸作氏等の資料紹介や報文 で古 くか ら

知 られていたが、特 に注 目を集め るにいたったのは、北条幸作 氏がオ リハ ンザで採集 した資料の中にマイ

クロ リスが存在 し、樋 口昇一 ・麻生優両氏が 「信濃史料」 に紹 介 してか らであ る。

温井台地上 の遺跡が本格 的に発掘調査 の対象にな ったのは案外 に遅 く、1984(昭 和59)年 の長者 清水遺跡

の発掘か らであった。換言すれば開発 の波が この岡山上段 に も波及 しは じめ たこ とと機 を一 に している と

いえるであろ う。

長者清水遺跡の発掘は温井台地 の圃場整備事業 の一環 として行 われた。私達は この調査 を通 じて岡山の

人々 と知 り合 い、共に岡 山の将来 を考 えるとともに、岡山の歴史 を知 るべ く調査 に全力 を傾 けたのである。

調査の結果長者清水 遺跡 は中世 の館跡であ り、中世以降温井が飯 山地方 の歴史の中に重要 な位 置 を占めて

いることを改めて知 ったのである。特に珠洲系 陶器 の出土量の 多さは、私達が想像 していた以上 に北陸方

面 と奥信濃 との経済的 ・文化 的交流が活発 であったこ とを証明 して くれ た。そ して遠 く能登半 島産 の陶器

を輸入 しえる経済的 ・社会 的地位 をもつ豪族層が温井台地 に成長 しつつあったこ とを初 めて知 ったのであ

る。

また、長者清水遺跡 をは じめ、今 回の国営農地 開発事業 に伴 う発掘調査 は、温井 台地 の本格的 な開発が

古代末期 平安 時代 に始 まったことを私達 に教 えて くれた。

トトノ池南遺跡か ら出土 した陶硯や墨書 された陶器や土師器の存在 は、当地に中央 の先進文化 を受 け入

れるだけの素地が形成 されていたこ とを物語ってあま りあるものである。 そしてそれ以上 に当地 が古代 ・

中世 を通 じて越後へ通 じる交通 の要衝 であったこ とを物語 ってい る。

温井か ら休場遺跡あ周辺 を通 り上桑名川へ下 る出川の付近 に、中世小穴関があった とされ ている。 そし

て温井か ら関 田山脈 を越 える関田峠は、上杉謙信 が飯山へ 出るため の重要な軍用道路 であった といわれて

いる。

いずれ に して も当地 は中世か ら近世 にかけての信 越交通 の重要 な場所 であった。そ してその開発は平安

時代 中半期 にすでに行 われ ていたのである。 トトノ池南遺跡 ・新 堤遺跡 ・カササギ野池遺跡な どの平安時

代 の遺跡がそれ を物語 っている。

今 回の一連の調査 を通 じて最 も私達 に深い感銘 と、縄文時代 の研究 の情熱 をか きたてて くれ たのは、鳴

沢頭II遺 跡の新潟県室谷洞窟下層式 に類似 した土器 、及びカササ ギ野池遺跡 の有舌尖頭器 ・爪形文土器の

出土であった・飯 山地方の縄文草創期の研 究は小 佐原遺跡 をもって出発点 とす ることに異論はな いが、そ

れ をさかのぼ る資料は今 までの ところ発見 され ないで きた。今 この岡山地 区の両遺跡 の石器 ・土器 の発見

をもって縄文草創期 究明の新 たなる歩みが再びは じまった といえるだろ う。

旧石器文化 について も大 きな成果があった。新堤 ・トトノ池南遺跡出土の 旧石器 は、飯 山地方最古の一

群 に含 まれ るものであった。 そして思いがけない所か らの出土は、私達 の予 想 を越 えて この岡山の台地上

が旧石器時代 遺跡 の宝庫 であった ことを教 えて くれた と同時に、旧石器の調査が いかに慎重 に行 われなけ

れば ならないか とい うこ とを再確 認させて くれた。
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動物捕獲のための落 とし穴 と推定 され る土坑 が、鳴沢頭1・ 下境大原遺跡 をは じめ 多 くの遺跡 で確認 さ

れた。関 田山麓の広大 な森は豊かな動物 の棲 処であ り、格好 の狩 り場であ ったこ とを思 わせ る・ これ ら土

坑が一定 の規則性 をもって並列す る様 はまさに壮観であ り、その形態や深 さは実際 に調査 した私達に掘 り

込み技術 の高 さ と労苦 を実感 させて くれた。これ らの土坑 が多 く湧水地の周辺 で検 出され た意義 も大 きい・

湧水地は動物 に とって も貴重 な水のみ場 であ り、そこに集 まる動物 を捕獲対象 としているこ とをうかが わ

せ ている。調査 されたのは広大 な岡山台地 の ご く一一部 にす ぎない。遺物 を伴わないこの種 の土坑 の有無は

分布調査で知 るこ とは不可能 である。 これ らの遺跡 に対す る周到な予備調査 と、発掘方法 に再検討が必要

であろ う。

この種の土坑 は近年 の大規模 な開発 に伴 う発掘調査 によって、飯 山地域 で も有尾 ・北 原 ・照 丘 ・小泉 ・

上野 ・屋株等各所 の遺跡 で発見 されている。そ して溝状 となる もの、隅丸方形で坑底 に小穴 を もつ もの等

い くつか の類型に分か れ、遺跡に よって類型のあ り方が異 なる傾 向 もうかが えるようだ。多摩 丘陵 を中心

とす る関東地方な どで も同様の土坑 の発掘例が 多 く報告 されてお り、その性格 についての議論 も再 び活発

になっている。市内検 出例 の精密な分析 と研究、 よ り綿密 な調査が大 きな課題 として残 されてい る・

最後に、今 回の一連の調査 は、岡山地 区の人び との絶大 な協力が あっては じめてな しとげ られた ことを

銘記 したい。願 わ くば彪 大な経 費 と莫大な労働力 を費 して行 われた調査 を無駄 にしないよ う、国営農地 開

発が地元住 民に とって大 きな幸せ をもた らすよ う願 わずにはい られない。何故 ならば、私達 は後世 に生 き

るため に祖先が残 した貴重な財産 ともいうべ き遺跡 を破壊 しつ くして しまったか らで ある。

ともあれ、私達 に とって試練 ともい うべ き広大 な岡山台地の調査 は、これで一応終 了した。 この間 ご指

導 をいただ いた県文化課 、調査 に理解 を示 された関東農政局飯山 開拓建設事業所 、物心両面か ら調査 を支

えて下 さった地元関係機関 、あるときは炎天下 、ある ときは冷 雨の中、黙々 と調査 に協力 して頂いた作業

員の皆様 に対 し厚 く御礼 を申 し上げ る次第です。
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PLATE



PL1

▲ 遺跡航空写真



PL2 鳴沢頭1遺 跡

今A区 重機による表土除去作嬬 朧=含1



'L3 鳴沢頭1遺 跡

▲A区 調 査作 業 風景(CDE6～17)

▼A区 完 掘 状 態(CDE17～6)



PL4 鳴沢頭1遺 跡

▲
A区 完掘状態▼

(F15^一Q15

(P15^一S11



PL5 鳴沢頭1遺 跡

▲A区 お と し穴配 列状 態(R10～N17)

▼A区 完 掘状 態(W14～T19)



PL6 鳴沢頭1遺 跡

▲A区 遺構 上 面(CDE13～17)

▼B区 完掘 状 態(DEF27～24)



PL7 鳴沢頭1遺 跡

▲B区 完掘 状 態(H17よ り14)

▼A区 土層 状 態(C14東 側 ロー ムマ ウン ド)



PL8 鳴沢頭1遺 跡

▲ 鳴沢頭H遺 跡より鳴沢頭1遺跡を望む

▼ 発掘開始式



PL9 鳴沢頭1遺 跡

<D10ロ ー ムマ ウ ン ド

土 器 出土状 態

<D10ロ ー ムマ ウ ン ド

土 器 出土状 態

<D10ロ ー ムマ ウ ン ド

土 器 出土 状態



Ph10 鳴沢頭1遺 跡

<B区 調 査 風景

(DEF24.27)

<B区 調 査風 景

(GHI2526)

<B区 縄 文土 器 出土

(GHI25・26)



PL11 鳴沢頭1遺 跡

<B区 遺物分布状態

<B区GHI25・26

土 器 出土状 態

<B区H25

土器出土状態



PL12 鳴沢頭1遺 跡

<A区 測 量 風景

(GHI15・16)

<C12東 側土層調査

<B区 地山断ち割 り旧石器調査



PL13 鳴沢頭1遺 跡

B区 石鍛出土状態

< B区 石器出土状態

《 B区 石匙出土状態



PL14 鳴沢頭1遺 跡



PL15 鳴沢頭1遺 跡


